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柳
田
國
男
著
作
中
の
考
古
学
に
関
す
る
箇
所
の
集
成
を
も
と
に
、
柳
田
の
考
古
学
に
対
す
る
考
え

方
の
変
遷
を
、
五
つ
の
画
期
に
整
理
し
た
。

　

画
期（
一
）（
一
八
九
五
〜
）：
日
本
社
会
の
歴
史
へ
の
広
い
関
心
か
ら
考
古
学
・
人
類
学
に
参
与
し
、

山
人
や
塚
等
、
村
落
と
そ
の
境
界
の
問
題
を
探
求
す
る
。
土
器
・
石
器
や
古
墳
の
偏
重
に
反
発
し
て

次
第
に
考
古
学
か
ら
離
れ
、『
郷
土
研
究
』
誌
上
で
独
自
の
歴
史
研
究
を
行
う
。

　

画
期（
二
）（
一
九
一
七
〜
）：
南
洋
研
究
や
渡
欧
を
通
じ
て
人
類
学
の
動
向
を
知
り
、
日
本
で
の

国
際
水
準
の
人
類
学
創
設
を
図
る
。
出
土
人
骨
研
究
の
独
走
や
「
有
史
以
前
」
ブ
ー
ム
を
批
判
し
、

人
類
学
内
で
の
人
文
系
・
自
然
科
学
系
の
提
携
、
近
現
代
に
及
ぶ
「
有
史
以
外
」
究
明
の
為
の
考
古

学
と
の
協
力
を
模
索
す
る
。

　

画
期（
三
）（
一
九
二
九
〜
）：
人
類
学
の
総
合
を
留
保
し
、
一
国
民
俗
学
確
立
に
傾
注
す
る
中
、

考
古
学
の
発
展
を
認
め
、
考
古
学
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
現
代
の
文
化
複
合
の
比
較
か
ら
民
族
の
文

化
の
変
遷
過
程
を
抽
出
す
る
方
法
論
を
確
立
す
る
。
戦
時
下
、
各
植
民
地
の
民
俗
学
の
提
携
を
唱
え

る
も
、
考
古
遺
物
の
分
布
等
か
ら
民
族
間
の
歴
史
的
連
続
を
安
易
に
想
起
す
る
傾
向
を
排
し
、
各
民

柳
田
國
男
に
お
け
る
考
古
学
認
識
の
変
遷
　
思
想
的
画
期
を
め
ぐ
っ
て

C
hanges of R

ecognition about A
rchaeology in K

unio Yanagita 

H
AYA

SH
I M

asayuki

は
じ
め
に

❶
研
究
史
の
概
観
と
本
論
の
方
法

❷
諸
画
期
と
そ
の
細
分

お
わ
り
に

林
正
之

族
単
位
の
内
面
生
活
に
即
し
た
固
有
文
化
の
究
明
を
説
く
。

　

画
期（
四
）（
一
九
四
六
〜
）：
敗
戦
原
因
を
解
明
し
、
批
判
力
の
あ
る
国
民
を
創
る
べ
く
、
近
現

代
重
視
の
歴
史
教
育
構
築
に
尽
力
す
る
。
登
呂
遺
跡
ブ
ー
ム
が
中
世
以
降
の
地
域
史
へ
の
関
心
を
逸

ら
す
こ
と
を
警
戒
し
、
身
近
な
物
質
文
化
の
変
遷
か
ら
社
会
分
析
の
基
礎
を
養
う
教
育
課
程
を
構
想

す
る
も
挫
折
す
る
。

　

画
期（
五
）（
一
九
五
二
〜
）：
自
身
の
学
問
の
挽
回
を
賭
け
、
島
の
社
会
環
境
や
大
陸
の
貨
幣
経

済
を
踏
ま
え
た
移
住
動
機
の
総
合
的
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
稲
作
を
核
と
す
る
集
団
が
、
琉
球
経
由
で

海
路
日
本
列
島
へ
渡
来
し
た
と
の
説
を
掲
げ
て
、
弥
生
時
代
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
稲
作
伝
来
と
い
う

考
古
学
の
通
説
と
対
決
す
る
。
し
か
し
考
古
学
側
の
知
見
に
十
分
な
反
証
を
出
せ
ず
、
議
論
は
閉
塞

す
る
。

　

柳
田
は
、
生
涯
に
亘
っ
て
考
古
学
を
意
識
し
、
批
判
的
に
参
照
す
る
中
で
、
研
究
の
方
向
を
模
索

し
た
。
考
古
学
は
、
柳
田
の
思
想
の
全
貌
を
照
射
す
る
対
立
軸
と
い
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
塚　

山
人
、
有
史
以
外
、
人
類
学
、
登
呂
遺
跡　
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は
じ
め
に

　

本
論
は
、「
柳
田
國
男
の
著
作
・
講
演
・
対
談
に
お
け
る
考
古
学
関
連
箇
所
の
一

覧
表
」〔
林
・
大
澤
二
〇
一
七
〕
で
集
成
・
分
類
し
た
デ
ー
タ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な

も
の
を
抜
き
出
し
た
付
表
に
基
づ
き
、
柳
田
の
生
涯
に
わ
た
る
思
想
の
中
で
の
考
古

学
の
位
置
づ
け
の
変
遷
を
通
観
し
て
、
い
く
つ
か
の
画
期
に
よ
る
区
分
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。

❶
研
究
史
の
概
観
と
本
論
の
方
法

　

柳
田
國
男
が
考
古
学
に
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
代
表
的
な
著
作
か
ら
も

広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
谷
川
健
一
の
「
日
頃
柳
田
は
考
古
学
に
対
し
て
も
蔑
視
を
か

く
さ
ず
、日
本
中
の
土
地
を
一
尺
ず
つ
片
っ
端
か
ら
掘
っ
て
ご
ら
ん
と
い
っ
て
い
た
」

と
の
証
言
は
、
そ
れ
を
端
的
に
も
の
が
た
る
〔
谷
川
一
九
六
二
〕。
し
か
し
そ
の
批
判

の
具
体
的
内
容
を
体
系
的
に
分
析
し
た
研
究
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

岡
谷
公
二
は
、
初
期
の
柳
田
の
考
古
学
界
へ
の
関
与
に
触
れ
、
信
仰
・
伝
承
等
「
無

形
の
も
の
」
を
求
め
る
柳
田
に
と
っ
て
、「
有
形
の
も
の
に
根
拠
を
お
く
」「
歴
史
学
、

人
類
学
、
考
古
学
は
、
彼
の
関
心
の
対
象
と
交
錯
し
な
が
ら
、
そ
の
す
べ
て
を
お
お

う
」
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、
対
象
資
料
・
方
向
性
の
重
複
と
ず
れ
を
指
摘

す
る
〔
岡
谷
一
九
七
七
〕。
谷
川
章
雄
は
、
大
正
〜
昭
和
戦
前
期
の
柳
田
の
代
表
的
著

作
か
ら
、
考
古
学
に
関
わ
る
箇
所
を
抽
出
し
、
一
九
三
五
年
頃
に
、
有
機
遺
物
の
無

視
・
資
料
整
理
へ
の
没
住
・
上
代
偏
重
と
い
う
考
古
学
批
判
の
骨
子
が
確
立
さ
れ
る

と
と
も
に
、
考
古
学
側
の
対
象
範
囲
を
、
中
近
世
や
「
モ
ノ
の
背
景
に
あ
る
心
性
」

へ
と
拡
張
す
る
こ
と
で
、
民
俗
学
と
の
協
力
可
能
性
が
模
索
さ
れ
た
と
も
指
摘
す
る

〔
谷
川
一
九
九
〇
〕。
い
ず
れ
も
柳
田
の
思
想
的
画
期
を
的
確
に
捉
え
る
が
、
生
涯
に

わ
た
る
思
想
の
う
ち
の
、
ご
く
一
部
の
断
片
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
設
楽
博
己
は
、
一
九
〇
〇
〜
三
〇
年
代
と
い
う
長
期
間
に
わ
た

る
柳
田
の
思
想
を
、
当
時
の
考
古
学
・
人
類
学
全
般
の
動
向
と
併
せ
て
把
握
し
、

一
九
一
八
年
「
村
を
観
ん
と
す
る
人
の
為
に
」
に
お
い
て
、
先
に
谷
川
章
雄
が
挙
げ

た
点
を
含
む
、
考
古
学
全
般
へ
の
批
判
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
、
一
九
三
〇
年
代
に
入

り
、
考
古
学
に
対
し
、
従
来
の
批
判
に
加
え
、
好
意
的
な
評
価
も
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
な
ど
、
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
る
〔
設
楽
二
〇
一
五
〕。

　

本
論
も
、
原
則
的
に
は
、
設
楽
の
指
摘
し
た
二
大
画
期
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
視
野
を
さ
ら
に
柳
田
の
全
生
涯
に
ま
で
広
げ
、
よ
り
微
細
な
資
料
も
含
め
て
そ

の
思
想
的
な
連
続
と
転
換
と
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
た
だ
し
同
時
代
の
考
古
・
人
類

学
の
動
向
全
般
を
踏
ま
え
、そ
の
中
で
の
柳
田
の
思
想
の
位
置
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

筆
者
の
能
力
の
及
ば
ぬ
所
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
あ
く
ま
で
柳
田
國
男
の
思
想
の
中

に
表
れ
た
考
古
学
像
を
問
題
と
し
、
柳
田
の
学
問
分
野
に
お
け
る
、
考
古
学
と
密
接

に
関
わ
る
論
点
、
す
な
わ
ち
物
質
文
化
の
変
遷
、「
上
代
」
等
と
表
現
さ
れ
る
遠
い

過
去
、
日
本
人
の
起
源
と
先
住
民
の
関
係
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
そ
う
し
た
考
古

学
像
と
い
か
に
影
響
し
つ
つ
、
ず
れ
を
生
じ
て
い
く
か
検
証
す
る
。
な
お
付
表
か
ら

の
引
用
箇
所
は
、「〔
一
覧
出
版
年
・
出
版
月
〕」
と
し
て
表
示
す
る
。

❷
諸
画
期
と
そ
の
細
分

（
一
）
考
古
学
へ
の
接
近
と
乖
離
（
一
八
九
五
〜
）

原
点
と
し
て
の「
古
戦
場
」

　

考
古
学
に
関
わ
る
柳
田
の
著
作
と
し
て
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
高
在
学
中

に
書
か
れ
た
「
古
戦
場
」
で
あ
る
〔
一
覧
一
八
九
五
・
〇
二
〕。
こ
れ
は
奥
日
光
戦
場
ヶ

原
に
お
け
る
二
荒
山
の
神
と
白
根
山
の
神
の
戦
い
の
伝
承
を
、「
我
天
孫
人
種
の
祖

先
」
と
「
東
北
夷
」
と
の
戦
闘
の
記
憶
と
し
て
解
釈
し
た
も
の
で
、
現
日
本
人
の
祖

国立歴史民俗博物館研究報告
第 202集　2017年 3月
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先
に
よ
る
先
住
民
の
排
除
と
い
う
図
式
に
、
後
年
の
「
山
人
論
」
の
胚
胎
を
見
る

こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
骨
な
ど
の
遺
物
の
風
化
・
消
滅
を
意
識

し
、
伝
承
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
変
遷
過
程
に
深
く
思
い
を
致
し
て
い
る

こ
と
、
同
時
代
に
お
け
る
日
清
戦
争
の
鮮
烈
な
情
景
と
重
ね
合
わ
せ
、
具
体
的
な
映

像
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
伝
承
に
対
す
る
他
の
解
釈
の
可
能
性
を
排
除
す

る
た
め
に
、
実
地
の
経
済
や
景
観
を
踏
ま
え
た
、
歴
史
地
理
学
的
分
析
を
用
い
る
こ

と
な
ど
、
後
の
柳
田
の
学
問
的
方
向
性
の
諸
側
面
が
、
す
で
に
網
羅
的
に
先
取
り
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
古
戦
場
」
は
、
柳
田
の
原
点
と
い

え
よ
う
。

農
政
・
文
学
の
場
で
の
活
躍
と
諸
旅
行

　

一
九
〇
〇
年
、
柳
田
は
、
農
商
務
省
に
入
省
し
農
政
官
僚
と
し
て
の
活
動
を
開

始
す
る
。
主
た
る
任
務
は
、
全
国
各
地
へ
の
旅
行
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
実
態
を

把
握
し
て
産
業
組
合
の
構
築
を
模
索
し
つ
つ
、
そ
の
周
知
・
普
及
を
図
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
柳
田
は
、
産
業
組
合
を
全
く
新
し
い
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
農
村
に

お
け
る
従
来
か
ら
の
互
助
組
織
の
歴
史
的
伝
統
上
に
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

た
た
め
、
講
演
の
中
に
も
集
落
構
造
の
歴
史
的
を
叙
述
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
〔
一
覧

一
九
〇
五
・
一
一
〕、
特
に
「
農
業
用
水
ニ
就
テ
」
で
は
稲
作
の
開
始
に
関
わ
る
記
述

も
見
ら
れ
る
〔
一
覧
一
九
〇
七
・
〇
一
ａ
〕。
な
お
早
稲
田
大
学
等
で
、
農
政
学
等
の

講
義
を
も
担
当
し
、
一
九
〇
三
年
「
日
本
産
銅
史
略
」
で
は
、
出
土
青
銅
製
品
を
か

な
り
詳
細
に
取
り
上
げ
て
い
る
〔
一
覧
一
九
〇
三
・
一
〇
〕。

　

他
方
、
文
芸
誌
へ
も
盛
ん
に
寄
稿
し
一
九
〇
七
年
に
は
イ
プ
セ
ン
会
を
結
成
す
る

な
ど
、
文
学
界
で
も
活
動
す
る
中
で
、「
幽
冥
談
」〔
一
覧
一
九
〇
五
・
〇
九
ａ
〕、「
イ

ブ
セ
ン
雑
感
」〔
一
覧
一
九
〇
六
・
〇
七
〕
で
は
、
イ
プ
セ
ン
や
ハ
イ
ネ
が
描
い
た
、

キ
リ
ス
ト
教
と
そ
れ
以
前
の
神
々
と
の
葛
藤
と
い
う
主
題
の
魅
力
が
語
ら
れ
る
。
こ

れ
が
「
古
戦
場
」
以
来
の
先
住
民
へ
の
関
心
の
延
長
上
に
あ
り
、
先
住
民
「
山
人
」

へ
の
関
心
へ
と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
〔
岡
谷
一
九
七
七
〕。

自
身
の
伝
承
採
集
行
為
を
、「
其
道
の
好
き
な
人
が
石
器
な
ど
を
探
し
に
行
く
の
と

同
じ
」〔
一
覧
一
九
〇
五
・
〇
九
ａ
―
（
二
）〕
と
述
懐
す
る
の
は
、
自
ら
の
学
問
分
野

を
考
古
学
と
対
置
さ
せ
る
、
後
代
の
姿
勢
の
萌
芽
と
い
え
る
。

　
『
考
古
界
』
第
三
編
第
二
号
の
巻
末
記
載
に
よ
る
と
、
一
九
〇
三
年
七
月
、
柳
田

は
萩
野
由
之
の
紹
介
で
考
古
学
会
に
入
会
し
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
論
文
の
執

筆
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
時
期
、
視
察
・
講
演
等
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
諸
旅
行
に
は
、
遺
跡
や
遺
物
の

観
察
の
ほ
か
、
遺
物
の
購
入
や
発
掘
調
査
な
ど
、
考
古
学
に
直
結
す
る
内
容
も
多
数

含
ま
れ
る
。

　

一
九
〇
三
年
に
は
、
坪
井
正
五
郎
ら
に
注
目
さ
れ
て
い
た
伊
豆
大
島
野
増
の
縄
文

遺
跡
（
現
、
龍
ノ
口
遺
跡
）
を
訪
れ
〔
柳
田
一
九
四
二
〕、
黒
曜
石
製
石
鏃
の
散
布
を

目
撃
し
、石
材
産
地
や
入
手
経
路
に
興
味
を
示
す
〔
一
覧
一
九
一
八
・
一
一
ｂ
―
（
五
）〕。

同
時
に
、
溶
岩
や
地
殻
変
動
に
よ
り
変
転
す
る
居
住
域
と
い
う
鮮
烈
な
印
象
は
、
柳

田
の
村
落
観
に
影
響
を
与
え
る
。

　

一
九
〇
五
年
、
法
隆
寺
を
訪
れ
た
際
に
は
、
再
建
・
非
再
建
論
争
を
知
り
つ
つ
も

距
離
を
と
り
、
案
内
員
の
「
巡
査
の
や
う
な
服
」
や
彼
等
が
口
に
す
る
「
美
術
」
の

語
へ
の
違
和
感
を
示
し
つ
つ
「
葵
の
紋
の
瓦
」
を
眺
め
る
。
古
代
の
上
に
近
代
的

意
匠
を
接
ぎ
木
し
、
中
近
世
を
忘
却
す
る
こ
と
へ
の
反
発
の
萌
芽
と
言
え
る
〔
一
覧

一
九
〇
五
・
〇
九
ｂ
〕。

　

一
九
〇
六
年
の
樺
太
旅
行
で
は
、
ド
ブ
キ
イ
よ
り
サ
カ
イ
浜
へ
向
か
う
途
中
の
竪

穴
住
居
跡
と
、
ソ
ヨ
イ
ヨ
フ
カ
の
貝
塚
で
、
自
ら
発
掘
も
試
み
る
。
但
し
日
記
に
は
、

動
植
物
等
に
対
す
る
生
彩
に
富
ん
だ
描
写
と
は
対
照
的
に
、
双
方
と
も
「
何
も
出

ず
」「
何
も
得
ず
」
と
簡
略
に
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
（
ソ
ロ
イ
ヨ
フ
カ
貝
塚
周

辺
で
は
骨
角
器
一
点
を
発
掘
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）〔
一
覧
一
九
〇
六
・
〇
九

―
（
二
）（
四
）〕、
成
果
を
上
げ
た
実
感
を
持
て
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
「
柳
田
國

男
旧
蔵
考
古
資
料
」
の
ラ
ベ
ル
の
「
ソ
ロ
イ
ヨ
フ
カ
」「
吉
川
ニ
モ
ラ
フ
」
と
あ
る

の
は
、
ソ
ロ
イ
ヨ
フ
カ
を
案
内
し
た
「
種
畜
場
の
吉
川
と
い
ふ
男
」
で
あ
る
と
考
え
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ら
れ
、「
何
も
得
」
ら
れ
な
か
っ
た
柳
田
に
、
吉
川
が
、
自
身
が
採
集
し
た
資
料
の

一
部
を
寄
贈
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
旭
川
で
「
十
勝
石
の
石
器
類
」
を
購
入
し

た
の
も
、
そ
の
後
北
海
道
を
旅
行
し
た
記
録
が
無
い
た
め
、
樺
太
行
直
前
の
北
海
道

滞
在
中
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
〔
一
覧
一
九
一
八
・
一
一
ｂ
―
（
二
）〕。
柳
田
は
器

種
や
石
材
に
関
心
を
示
す
が
、
後
日
「
某
採
集
家
」
か
ら
こ
れ
ら
が
「
本
物
ぢ
ゃ
な

い
」
と
指
摘
さ
れ
、「
本
物
」
と
い
う
概
念
に
対
し
複
雑
な
思
い
を
抱
く
。

　

今
一
つ
こ
の
旅
行
の
経
験
と
し
て
大
き
か
っ
た
の
は
、
樺
太
ア
イ
ヌ
に
接
し
、
客

人
と
し
て
家
屋
に
入
り
、そ
の
構
造
を
人
間
の
行
動
と
併
せ
て
実
見
で
き
た
こ
と
で
、

そ
の
後
の
住
居
研
究
の
原
体
験
と
も
な
る
〔
一
覧
一
九
〇
六
・
〇
九
―
（
三
）〕。
同
時

に
ロ
シ
ア
風
の
窓
の
採
用
や
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
着
用
、
漁
業
や
運
送
業
を
通
じ

た
日
・
露
双
方
と
の
交
通
な
ど
、
樺
太
ア
イ
ヌ
と
、
同
時
代
の
外
部
社
会
と
の
多
様

な
交
渉
に
よ
る
産
業
・
文
化
の
重
層
・
変
質
を
、鋭
く
見
抜
い
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。

柳
田
は
樺
太
ア
イ
ヌ
を
、
原
初
の
状
態
を
固
定
し
た
人
々
と
し
て
で
は
な
く
、
同
じ

時
代
の
政
治
・
経
済
情
勢
下
に
生
き
る
同
時
代
人
と
し
て
見
て
い
た
の
で
あ
る
〔
一

覧
一
九
〇
七
・
〇
一
ｂ
〕。

　

吉
見
百
穴
を
訪
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
、一
九
二
四
年
「
発
見
と
埋
没
と
」
の
「
或

る
秋
の
日
」
は
〔
一
覧
一
九
二
四
・
〇
九
〕、『
定
本
年
譜
』
に
照
ら
す
と
、
一
九
〇
七

年
九
月
の
上
信
視
察
旅
行
か
ら
の
帰
途
の
可
能
性
が
高
い
。
柳
田
は
、
単
身
個
々

の
横
穴
を
見
て
回
り
、
内
部
施
設
等
、
極
め
て
詳
細
な
観
察
を
行
っ
て
い
る
〔
一
覧

一
九
一
二
・
〇
一
ｂ
―
（
一
〇
）〕。

山
人
論
の
完
成
―
先
住
民
と
村
落
生
活

　

続
く
一
九
〇
八
年
の
九
州
旅
行
、
特
に
椎
葉
滞
在
は
、
柳
田
に
お
け
る
現
日
本
人

と
先
住
民
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
に
、
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

所
謂
「
山
人
論
」
の
登
場
で
あ
る
。
そ
の
論
旨
は
、一
年
程
の
間
に
大
き
く
変
貌
し
、

柳
田
の
歴
史
観
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
く
。

　
「
九
州
南
部
地
方
の
民
風
」
は
、
九
州
南
部
の
山
地
に
お
い
て
、
現
代
日
本
人
と

は
異
な
る
「
獰
悪
の
人
種
」
が
住
ん
で
い
た
時
代
、そ
の
先
住
民
を
「
武
士
」
が
「
隘

勇
線
」
で
包
囲
・
掃
討
し
て
新
た
な
「
山
民
」
と
な
り
「
平
地
を
制
御
」
し
た
時
代
、

「
武
士
」
が
平
地
に
移
っ
て
「
米
食
人
種
、
水
田
人
種
」
と
な
り
、
山
地
に
残
留
し

た
「
粟
食
人
種
、
焼
畑
人
種
」
の
優
位
に
立
つ
時
代
、
の
三
段
階
を
想
定
す
る
〔
一

覧
一
九
〇
九
・
〇
四
―
（
二
）〕。
先
住
民
と
の
対
立
を
、「
隘
勇
線
」
と
い
う
線
的
境

界
で
区
切
ら
れ
た
、
面
的
対
立
と
捉
え
る
点
、
第
二
段
階
の
「
山
民
」
と
し
て
の
武

士
を
、
土
地
の
共
同
利
用
等
「
古
き
純
日
本
の
思
想
を
有
す
る
人
民
」
と
し
て
捉
え

る
点
〔
同
―
（
一
）〕
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
山
地
の
「
武
士
」
も
「
焼
畑
人
種
」

に
分
類
さ
れ
、「
水
田
人
種
」
と
「
焼
畑
人
種
」
の
対
照
は
曖
昧
と
な
る
。

　

次
の
「
山
民
の
生
活
」〔
一
覧
一
九
〇
九
・
〇
五
、一
九
〇
九
・
一
一
〕
で
は
、
視
野
を

日
本
全
体
に
拡
張
す
る
に
伴
い
、
山
地
の
「
武
士
」
と
い
う
存
在
は
背
景
に
退
き
、

先
住
民
と
「
我
等
の
祖
先
」
の
二
項
対
立
へ
と
単
純
化
さ
れ
る
。
先
住
民
に
は
ア
イ

ヌ
民
族
が
念
頭
に
置
か
れ
る
が
、
あ
え
て
断
定
は
避
け
、「
ア
イ
ヌ
そ
の
他
」
と
表

現
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
〇
九
・
〇
五
―
（
一
）〕。
他
方
、
大
和
民
族
も
「
亜
細
亜
の
南

部
の
嶮
岨
な
処
」
の
よ
う
な
〔
同
―
（
二
）〕「
ど
こ
か
の
山
国
」
出
身
と
さ
れ
、
先

住
民
と
同
じ
く
山
地
利
用
に
も
熟
達
し
焼
畑
も
行
う
が
、
こ
れ
に
加
え
て
神
を
祭
る

特
別
な
穀
物
と
し
て
「
稲
の
栽
培
耕
作
」
を
行
う
点
が
、
彼
等
を
先
住
民
と
区
別
す

る
特
徴
と
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
〇
九
・
一
一
―
（
一
）〕。
重
要
な
の
は
、「
隘
勇
線
」
と

い
う
線
状
の
境
界
を
挟
ん
だ
面
的
対
立
に
お
い
て
、
大
和
民
族
が
先
住
民
を
軍
事
的

に
掃
討
す
る
、
と
い
う
図
式
が
否
定
さ
れ
〔
同
―
（
二
）〕、
先
住
民
と
大
和
民
族
が

モ
ザ
イ
ク
状
に
併
存
し
、
大
和
民
族
側
が
、
点
的
で
宗
教
的
な
「
標
識
」
と
し
て
の

境
界
に
お
い
て
、「
先
方
の
所
属
」
す
な
わ
ち
山
人
側
の
神
々
を
祭
る
こ
と
で
、
山

人
の
脅
威
か
ら
自
ら
を
守
る
、
と
い
う
構
図
へ
と
描
き
か
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
〔
同

―
（
三
）〕。

　
「
山
人
の
研
究
」
で
は
、
山
に
住
む
「
吾
々
と
異
っ
た
生
活
を
し
て
居
る
民
族
」

と
し
て「
山
人
」の
語
が
初
出
し〔
一
覧
一
九
一
〇
・
〇
四
―（
一
）〕、古
代
文
献
中
の「
国

神
」
と
い
う
地
霊
的
存
在
に
対
応
さ
れ
る
。「
国
神
」
は
当
初
平
地
部
に
も
居
住
し
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て
お
り
、「
大
和
民
族
」
と
の
平
和
的
な
交
通
の
も
と
に
同
化
し
消
滅
し
た
「
熟
蕃
」

と
、
敵
対
・
衝
突
を
続
け
現
代
の
「
山
人
」
に
至
る
「
生
蕃
」
に
二
分
さ
れ
る
〔
同

―
（
二
）〕。
大
和
民
族
は
、「
熟
蕃
」
同
化
の
際
こ
れ
と
混
血
を
生
じ
て
お
り
、「
生
蕃
」

側
も
、「
大
和
民
族
」
側
か
ら
配
偶
者
の
掠
奪
等
を
く
り
返
す
と
い
う
、
二
千
年
来

の
両
者
の
「
血
」
の
「
混
交
」
が
強
調
さ
れ
る
〔
同
―
（
三
）〕。
こ
こ
に
「
山
人
論
」

は
一
応
の
完
成
を
見
た
と
い
え
る
。

　

既
に
赤
坂
憲
雄
に
よ
り
端
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
通
り
、
一
連
の
論
考
で
は
、
先

住
民
と
日
本
人
と
の
二
項
対
立
と
、「
山
人
」・「
山
民
」・
平
地
人
の
三
層
構
造
と
の

間
に
、複
雑
な
ず
れ
が
存
在
す
る
〔
赤
坂
一
九
九
一
〕。
特
に
、先
住
民
で
あ
る
「
山
人
」

と
日
本
人
で
あ
る
「
山
民
」
を
峻
別
し
〔
赤
坂
一
九
九
一
〕、
日
本
人
の
属
性
の
根
本

に
、
山
地
生
活
者
と
し
て
の
側
面
を
見
出
し
た
点
は
重
要
で
、「
山
民
の
生
活
」
以

後
一
旦
後
退
す
る
も
の
の
、
生
涯
に
わ
た
り
、
柳
田
の
日
本
人
観
の
基
調
の
一
部
を

成
す
〔
柄
谷
二
〇
一
四
〕。
ま
た
、「
隘
勇
線
」
や
「
生
蕃
」
な
ど
、
台
湾
の
先
住
民

へ
の
植
民
地
統
治
に
関
す
る
用
語
が
参
照
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
村
井
紀
や
川
村
湊

が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
都
合
の
い
い
理
想
像
を
山
人
に

見
出
し
た
り
、
柳
田
自
身
の
韓
国
併
合
へ
の
関
与
を
隠
蔽
し
た
り
す
る
意
図
ま
で
は

〔
村
井
一
九
九
二
、
川
村
一
九
九
六
〕、
少
な
く
と
も
論
旨
を
そ
の
ま
ま
追
う
限
り
、
読

み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
山
人
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
イ
メ
ー
ジ
が
念
頭

に
お
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
山
人
を
特
定
民
族
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
慎
重
に
避
け

ら
れ
、起
源
の
検
証
も
積
極
的
に
は
行
わ
れ
な
い〔
設
楽
二
〇
一
五
〕。む
し
ろ
重
心
は
、

大
和
民
族
と
山
人
と
の
関
係
に
置
か
れ
る
。
両
者
は
継
続
的
な
交
通
に
よ
り
共
に
変

化
し
て
お
り
、
山
人
は
、
原
初
的
状
態
を
固
定
的
に
保
存
し
た
存
在
と
は
見
な
さ
れ

な
い
。
特
に
婚
姻
・
混
血
は
、
文
化
・
心
性
面
で
の
両
者
の
部
分
的
な
連
続
性
を
根

拠
づ
け
る
。
ま
た
大
和
民
族
側
の
主
観
に
立
入
り
、
地
霊
的
存
在
と
し
て
の
山
人
乃

至
山
人
側
の
神
を
祭
る
こ
と
で
、
そ
の
脅
威
か
ら
村
落
を
守
る
と
い
う
図
式
を
導
い

た
こ
と
は
、
土
地
へ
の
宗
教
思
想
に
お
け
る
山
人
―
大
和
民
族
間
の
連
絡
を
示
す
と

と
も
に
、
祭
祀
の
場
と
し
て
の
村
落
の
境
界
標
識
を
め
ぐ
る
議
論
〔
赤
坂
一
九
九
一
〕

へ
と
進
展
す
る
。

　

こ
の
時
期
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
も
、
一
連
の
山
人
研
究
と
不
可
分
の
も

の
で
あ
る
。『
後
狩
詞
記
』
は
、
軍
事
的
活
動
を
通
じ
て
山
に
入
り
、「
神
と
魔
」
に

抗
し
て
耕
地
を
「
開
発
」
す
る
、
山
地
住
民
と
し
て
の
武
士
を
取
り
上
げ
る
〔
一
覧

一
九
〇
九
・
〇
三
〕。『
石
神
問
答
』は
、境
界
の
宗
教
的
石
造
物
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

『
遠
野
物
語
』
の
主
題
も
、
山
人
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
山
人
に
「
戦
慄
」
す
る

「
平
地
人
」
の
姿
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
一
〇
・
〇
六
―
（
一
）〕。
な
お
同
書
に
は
ア
イ
ヌ

語
に
よ
る
地
名
解
釈
や
〔
同
―
（
二
）〕、
遺
跡
・
遺
物
に
関
す
る
、
土
器
の
「
様
式
」

や
石
器
の
石
材
・
精
粗
の
遺
跡
間
で
の
相
違
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
、
詳
細
な
記
述
が

あ
る
が
〔
同
―
（
三
）〕、
柳
田
自
身
は
聞
き
役
に
徹
す
る
と
い
う
方
針
上
、
積
極
的

な
解
釈
を
交
え
る
こ
と
は
な
い
。

考
古
学
会
に
お
け
る
本
格
的
活
動
―
塚
と
境
界
を
め
ぐ
っ
て

　

一
九
一
〇
年
以
後
の
柳
田
は
、
和
歌
の
師
匠
、
松
浦
萩
坪
の
死
去
等
で
文
学
界
か

ら
遠
ざ
か
る
の
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
考
古
学
・
人
類
学
の
世
界
へ
の
積
極
的

参
画
を
開
始
す
る
〔
岡
谷
一
九
七
七
〕。「
和
田
君
の
談
」
は
、
考
古
学
者
和
田
千
吉

と
と
も
に
、
栃
木
県
の
大
日
塚
で
埴
輪
を
表
採
し
た
際
の
事
を
記
し
た
も
の
で
、
輸

送
一
切
を
手
配
し
、
彫
刻
家
に
埴
輪
の
接
合
ま
で
依
頼
す
る
な
ど
、
主
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
面
で
の
活
発
な
活
動
が
伺
え
る
〔
一
覧
一
九
一
〇
・
〇
七
〕。

　

考
古
学
関
係
の
学
術
誌
へ
も
相
次
い
で
投
稿
を
開
始
す
る
。「
ア
イ
ヌ
の
家
の

形
」
は
、
樺
太
や
北
陸
、
南
九
州
等
で
得
た
知
見
を
総
合
し
、
ア
イ
ヌ
と
日
本

人
の
民
家
の
構
造
、
特
に
囲
炉
裏
周
囲
の
空
間
分
節
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
も
の

で
、「
古
く
且
つ
広
く
行
は
れ
た
る
風
な
れ
ば
」「
ア
イ
ヌ
の
方
が
似
て
居
る
の
か

も
」
と
、
起
原
や
伝
播
に
関
す
る
断
定
を
慎
重
に
避
け
る
点
は
注
目
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
一
〇
・
一
一
〕。

　
「
十
三
塚
」
は
、「
十
三
塚
」
等
と
称
さ
れ
る
塚
の
事
例
を
全
国
的
に
集
成
し
た
も

の
で
、
塚
を
群
と
し
て
捉
え
、
分
布
、
配
列
、
規
模
の
比
較
か
ら
空
間
的
意
味
を
探
っ
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た
点
は
今
日
的
に
も
考
古
学
的
だ
が
、「
十
三
」
と
い
う
塚
の
名
称
や
そ
の
由
来
の

伝
承
を
も
分
析
対
象
に
含
め
て
い
る
。
柳
田
の
目
的
は
、
塚
を
「
都
邑
の
境
」
に
築

か
れ
「
民
居
を
鎮
護
」
す
る
、
境
界
の
宗
教
施
設
の
一
種
と
考
え
、
そ
の
背
後
の
仏

教
・
道
教
以
前
の
宗
教
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
名
称
や
伝
承
も
、
そ

の
不
可
欠
な
手
が
か
り
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
一
〇
・
〇
二
〕。

　

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
神
籠
石
論
争
に
参
与
し
た
「
神
護
石
に
就
て
」
に
お
い
て
よ

り
端
的
に
示
さ
れ
る
。
柳
田
は
、
山
人
論
で
九
州
の
古
代
山
城
遺
跡
を
「
隘
勇
線
」

と
す
る
見
方
を
捨
て
た
こ
と
と
も
連
動
し
、
神
籠
石
を
山
城
と
見
る
八
木
奘
三
郎
側

で
は
な
く
、
聖
域
と
見
る
喜
田
貞
吉
側
に
「
半
分
同
意
」
を
示
す
が
、
そ
の
根
拠
と

し
て
「
カ
ウ
ゴ
石
」
と
い
う
「
名
称
」
が
「
全
国
に
普
通
」
に
見
ら
れ
、
そ
の
「
根

底
」
に
「
全
国
共
通
な
る
思
想
」
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
柳
田
に
と
っ
て
、

遺
跡
の
現
在
の
「
名
称
」
は
、「
思
想
」
と
直
結
し
そ
の
内
容
を
反
映
す
る
、
重
要

な
指
標
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
柳
田
の
考
え
る
「
思
想
」
と
は
、
神
籠

石
を
境
界
の
「
祭
壇
」
と
す
る
も
の
で
、
神
は
境
界
の
外
に
あ
る
の
で
、
神
籠
石
を

神
の
「
鎮
ま
れ
る
所
」
と
す
る
喜
田
説
の
、
残
り
の
「
半
分
」
に
は
同
意
で
き
な
い

こ
と
と
な
る
〔
一
覧
一
九
一
〇
・
一
〇
〕。

　
「
子
安
の
石
像
」
も
同
様
で
、「
諸
国
に
散
在
」
す
る
「
子
安
神
」
と
称
さ
れ
る
信

仰
が
、「
境
」
を
「
守
護
防
衛
」
す
る
「
石
の
崇
拝
」
を
媒
介
に
、「
地
蔵
」
等
の
仏

教
信
仰
と
習
合
す
る
過
程
を
想
定
す
る
〔
一
覧
一
九
一
一
・
〇
七
〕。

　

宗
教
的
境
界
で
自
ら
を
守
る
村
落
像
は
、
常
に
脅
威
に
晒
さ
れ
た
、
脆
く
移
ろ
い

や
す
い
村
落
像
と
表
裏
を
成
す
。災
害
に
よ
る
村
の
消
滅
・
変
貌
を
扱
っ
た「
村
の
址
」

で
は
、伊
豆
大
島
龍
ノ
口
遺
跡
の
火
山
灰
層
下
に
埋
没
し
た「
古
代
住
民
の
遺
物
」が
、

自
然
災
害
で
退
転
し
た
居
住
地
の
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
一
〇
・
一
二
〕。

　

以
上
、
こ
の
時
期
柳
田
が
、
考
古
学
と
呼
ば
れ
る
分
野
で
実
践
を
企
て
た
の

は
、
山
人
論
と
表
裏
を
成
す
、
村
落
と
そ
れ
を
守
る
境
界
に
対
す
る
日
本
人
の
思

想
の
変
遷
を
、
現
代
に
残
る
物
質
的
痕
跡
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
後
に
「
余
計
な
物
好
き
の
様
に
冷
笑
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
」〔
一
覧

一
九
一
八
・
〇
七
―（
二
）〕
と
述
懐
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
十
分
に

理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
研
究
自
体
も
個
別
の
事
象
の
論
考
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。
そ
れ
ら
が
ま
と
ま
っ
た
展
望
へ
と
結
実
す
る
の
は
、南
方
熊
楠
の
影
響
に
よ
る
。

南
方
熊
楠
と
の
文
通
と
郷
土
史
研
究
へ
の
覚
醒

　

一
九
一
一
年
、
南
方
と
文
通
を
開
始
し
た
当
初
の
柳
田
の
主
意
は
、
南
方
に
山
人

に
関
す
る
教
示
を
請
う
こ
と
に
あ
っ
た
〔
一
覧
一
九
一
一
・
〇
四
ａ
〕。
対
す
る
南
方

熊
楠
は
、
神
社
合
祀
へ
の
反
対
運
動
に
柳
田
の
協
力
を
得
る
べ
く
、
合
祀
に
伴
う

様
々
な
破
壊
行
為
を
訴
え
る
が
、
そ
こ
に
は
、
塚
の
盗
掘
等
の
遺
跡
破
壊
も
含
ま
れ

て
い
た
〔
一
覧
一
九
一
一
・
〇
六
ａ
〕。
南
方
の
非
難
は
、
国
家
の
政
策
に
対
し
て
で

は
な
く
、
便
乗
し
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
地
域
行
政
（「
村
吏
」）
や
民
間
（「
姦

民
」）
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
む
し
ろ
「
国
家
独
立

の
精
神
」
の
涵
養
、「
祖
先
崇
拝
」
の
尊
重
等
、
国
家
側
の
論
理
が
引
か
れ
る
〔
一

覧
一
九
一
一
・
〇
五
〕。
破
壊
が
や
む
を
得
ぬ
場
合
、
専
門
的
レ
ベ
ル
で
の
記
録
を

遺
す
べ
き
な
ど
、
今
日
の
記
録
保
存
に
相
当
す
る
考
え
方
も
提
唱
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
一
一
・
〇
六
ａ
〕。

　
「
塚
と
森
の
話
」〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
一
ｂ
〕
は
、
国
家
・
国
民
の
為
の
自
然
・
史

跡
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
境
界
・
村
落
・
山
（
森
）
に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
、

そ
の
社
会
的
意
義
に
ま
で
拡
張
し
て
統
合
し
た
集
大
成
で
あ
る
が
、
引
用
こ
そ
な
い

も
の
の
、
上
述
の
南
方
の
書
簡
の
影
響
を
全
面
的
に
受
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
柳

田
の
問
題
意
識
の
根
本
は
、
日
本
の
村
落
に
お
い
て
、
先
祖
代
々
の
「
土
地
に
対
す

る
強
い
執
着
心
」
が
受
継
が
れ
る
一
方
〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
一
ｂ
―
（
二
）〕、
そ
こ

か
ら
離
脱
す
る
不
幸
な
漂
泊
も
、
古
代
以
来
常
態
的
に
存
在
し
〔
同
―
（
一
）〕、
近

世
以
降
の
都
市
の
成
長
に
よ
り
加
速
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、「
郷
土
」

の
過
去
を
知
り
「
自
分
の
生
活
」
の
「
数
千
年
の
根
」
を
見
出
す
こ
と
が
、
か
か
る

趨
勢
に
歯
止
め
を
か
け
「
国
土
と
国
民
の
連
鎖
」
を
「
鞏
固
」
に
す
る
、「
未
来
を

拓
い
て
ゆ
く
者
の
最
も
大
き
な
学
問
」
と
さ
れ
る
〔
同
―
（
二
）〕。
し
か
し
、
村
落
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で
の
代
々
の
定
住
は
あ
く
ま
で
理
想
状
態
で
あ
る
上
、「
木
造
」
の
「
建
造
物
」
が

多
く
、
頻
繁
な
地
形
変
動
に
晒
さ
れ
る
日
本
の
村
落
は
、
物
質
面
で
も
永
続
性
が
低

い
。
す
な
わ
ち
「
過
去
を
語
る
も
の
」
は
、
村
落
そ
れ
自
体
に
は
な
く
、「
村
々
の

伝
説
」
お
よ
び
、
村
落
を
、
国
土
の
原
初
状
態
と
し
て
の
「
一
団
の
森
」
の
中
に
拓

い
た
際
、「
神
に
縁
故
の
あ
る
」
不
可
侵
な
部
分
を
切
り
残
し
た
〔
同
―
（
一
四
）〕、

あ
る
い
は
人
為
的
に
再
現
し
た
〔
同
―
（
一
六
）〕「
森
」・「
塚
」・「
土
窟
」
に
あ
る
〔
同

―
（
三
）〕。
そ
れ
ら
は
、「
先
住
民
」
す
な
わ
ち
「
国
津
神
」
か
ら
の
「
土
地
の
譲
与
」

と
い
う
思
想
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
王
権
に
よ
る
国
土
全
体
の
「
統
轄
」
と
い

う
思
想
と
「
結
合
」
し
て
、
土
地
、
特
に
土
地
を
改
変
し
て
衣
食
の
糧
を
得
る
、
農

耕
に
関
す
る
信
仰
の
根
幹
を
成
す
〔
同
―
（
一
五
）〕。
従
っ
て
、
そ
の
「
性
質
」
を

「
明
ら
め
る
」
こ
と
こ
そ
、「
郷
土
」
の
過
去
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
り
〔
同

―
（
七
）〕、
そ
の
調
査
を
待
た
ず
に
破
壊
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
史
蹟
保
存
の

言
論
」
へ
と
つ
な
が
る
〔
同
―
（
四
）〕。

　

こ
こ
で
、
考
古
学
の
古
墳
研
究
が
、
対
抗
す
べ
き
存
在
と
し
て
浮
上
す
る
。
古
墳

研
究
で
は
、「
葬
る
所
」
以
外
の
塚
は
「
皆
新
し
い
塚
」
と
し
て
、
研
究
対
象
か
ら

除
外
す
る
。
ま
た
古
墳
の
意
味
を
「
墓
地
」
に
限
定
し
、
墳
丘
の
も
つ
そ
の
他
の
意

味
や
、
そ
の
歴
史
的
変
質
等
は
追
究
せ
ず
〔
同
―
（
六
）〕、
古
墳
の
名
称
に
も
、
後

代
の
二
次
的
な
「
誤
認
」
等
と
し
て
、関
心
を
示
さ
な
い
〔
同
―
（
一
一
）〕。
さ
ら
に
、

古
墳
研
究
を
推
奨
す
る
地
域
側
に
は
、
被
葬
者
を
「
史
上
の
人
物
」
と
特
定
す
る
こ

と
で
、地
元
の
「
歴
史
を
光
ら
」
せ
よ
う
と
す
る
底
意
が
看
取
さ
れ
る
〔
同
―
（
八
）〕。

以
上
の
見
解
は
、
先
の
和
田
千
吉
と
の
古
墳
探
訪
の
経
験
を
踏
ま
え
た
も
の
と
い
え

る
。

　

対
す
る
柳
田
は
、「
葬
所
」
と
さ
れ
た
塚
と
そ
れ
以
外
の
塚
と
が
、「
太
古
か
ら
」

併
存
し
た
と
の
前
提
に
立
ち
〔
同
―
（
五
）〕、
古
墳
を
塚
の
一
部
と
捉
え
る
。
そ
の

上
で
、
塚
、
森
、
土
窟
全
般
の
、
村
落
に
お
け
る
意
味
が
、
現
代
に
至
る
ま
で
に
い

か
に
変
遷
し
た
か
を
、
広
く
「
地
形
」
や
名
称
、
信
仰
を
も
手
が
か
り
に
考
察
す
る

〔
同
―
（
一
一
）〕。
従
っ
て
、
塚
に
優
先
順
位
を
設
け
、
古
墳
の
物
質
的
在
り
方
の
み

に
視
野
を
限
る
古
墳
研
究
は
、
こ
れ
と
到
底
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し

て
、遺
構
・
遺
物
を
検
出
し
古
墳
か
否
か
判
別
す
る
目
的
で
、塚
を
「
無
暗
に
」「
発
掘
」

す
る
こ
と
は
、
塚
を
「
損
壊
」
し
郷
土
の
歴
史
の
痕
跡
を
「
湮
滅
」
す
る
暴
挙
で
あ

り
〔
同
―
（
七
）〕、
被
葬
者
を
中
央
の
政
治
史
上
の
英
雄
に
結
び
付
け
「
歴
史
上
の

人
物
ば
か
り
追
う
」
史
観
は
、「
郷
土
」
の
頭
越
し
に
、
中
央
・
都
市
で
の
活
躍
へ

の
志
向
を
煽
り
、「
移
住
す
る
風
」
を
強
め
る
も
の
と
し
て
、
柳
田
が
最
も
敵
視
す

る
も
の
で
あ
っ
た
〔
同
―
（
二
）〕。
柳
田
は
、
古
墳
研
究
の
社
会
的
影
響
に
、
自
身

の
目
標
と
真
逆
の
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
導
か
れ
た
柳
田
の
部
分
的
結
論
は
、「
塚
の
名
」
が
反
映
す
る
信
仰
を

重
視
す
る
あ
ま
り
、塚
の
名
は
「
築
造
当
時
か
ら
の
も
の
」
と
考
え
〔
同
―
（
一
二
）〕、

「
瓢
形
」「
車
形
」
等
の
墳
丘
の
形
状
や
規
模
を
無
視
し
、
芝
丸
山
古
墳
や
吉
見
百

穴
を
墓
で
な
い
と
結
論
す
る
な
ど
〔
同
―
（
八
）、（
九
）〕、
突
飛
な
も
の
と
な
っ
た
。

し
か
し
、地
形
や
景
観
の
中
に
、塚
の
空
間
的
意
味
を
求
め
る
視
点
は
、墓
域
・
墳
丘
・

石
室
の
意
味
論
へ
と
進
展
す
る
可
能
性
を
も
ち
、
実
際
、
高
塚
墳
か
ら
成
る
群
集
墳

（「
千
塚
」）と
横
穴
墓（「
百
穴
」）が
、図
ら
ず
も
同
質
の
存
在
と
捉
え
ら
れ
て
い
る〔
同

―
（
九
）〕。
ま
た
、
塚
に
関
す
る
全
国
的
信
仰
の
媒
体
と
し
て
、
漂
泊
の
宗
教
者
を

想
定
し
た
こ
と
は
、
漂
泊
民
に
よ
る
文
化
の
運
搬
と
い
う
モ
デ
ル
を
、
物
質
的
痕
跡

に
即
し
て
確
立
し
た
、
大
き
な
画
期
と
い
え
る
〔
同
―
（
一
三
）〕。

　

最
終
的
に
柳
田
が
目
指
し
た
の
は
、「
王
朝
時
代
」
と
「
徳
川
の
時
代
」
の
間
の

文
献
の
空
白
時
代
、
す
な
わ
ち
「
中
世
」
を
、
村
落
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
解
明
す
る
事

で
あ
り
〔
同
―
（
一
七
）〕、
こ
の
中
間
の
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
無
視
し
て
「
六
国
史

時
代
」
に
「
今
日
の
日
本
」
を
短
絡
さ
せ
る
「
不
法
」
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

〔
同
―
（
一
八
）〕。

　

こ
の
よ
う
に
「
塚
と
森
の
話
」
の
前
後
に
お
い
て
、
柳
田
の
中
で
、
自
身
が
目
指

す
歴
史
叙
述
の
方
向
と
、
考
古
学
の
一
般
的
動
向
と
の
ず
れ
が
、
明
確
に
意
識
さ
れ

始
め
た
と
言
え
る
。
南
方
と
の
文
通
で
も
、
当
初
は
南
方
の
考
古
学
会
へ
の
入
会
を

斡
旋
し
〔
一
覧
一
九
一
一
・
〇
四
ｂ
〕、『
考
古
学
雑
誌
』
へ
の
寄
稿
を
勧
め
る
な
ど
〔
一
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覧
一
九
一
一
・
〇
六
ｂ
〕、
盛
ん
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
う
が
、
次
第
に
、『
人
類

学
雑
誌
』
が
購
読
層
が
「
土
器
を
ほ
り
あ
る
く
ひ
と
の
み
」
に
な
り
「
衰
微
を
極
め
」

る
状
況
を
歎
き
〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
一
ａ
〕、「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ア
の
学
会
」
と
そ
の
学

術
誌
の
創
設
に
つ
い
て
相
談
を
持
ち
掛
け
る
〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
二
ａ
〕。
南
方
も

考
古
学
・
人
類
学
の
雑
誌
が
「
乾
燥
無
味
の
土
器
や
古
器
の
図
録
」
に
「
ひ
あ
が
」

る
傾
向
へ
の
不
満
を
示
し
、
柳
田
の
構
想
に
共
鳴
す
る
〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
二
ｂ
〕。

柳
田
が
、
南
方
と
の
議
論
に
取
り
組
む
過
程
で
、
自
身
の
研
究
活
動
を
学
問
と
し
て

体
系
づ
け
て
い
っ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
〔
佐
藤　

二
〇
一
五
〕、
塚

研
究
を
中
心
と
し
た
考
古
学
・
人
類
学
の
意
義
を
め
ぐ
る
一
連
の
応
酬
は
、
そ
の
出

発
点
に
あ
た
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

雑
誌『
郷
土
研
究
』と
考
古
学
へ
の
論
点
の
整
理

　

一
九
一
三
年
、
柳
田
は
、
こ
う
し
た
構
想
を
実
現
す
べ
く
、
高
木
敏
雄
と
と
も
に

雑
誌
『
郷
土
研
究
』
を
創
刊
し
、
精
力
的
な
編
集
・
執
筆
を
開
始
す
る
。
以
後
主
要

な
研
究
は
、
同
書
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
ず
先
住
民
・
山
人
研
究
に
つ
い
て
は
、「
山
人
外
伝
資
料
」
で
、「
前
住
民
」
た

る
山
人
が
、「
我
々
の
祖
先
」
の
侵
入
に
よ
り
、
定
着
的
村
落
生
活
（「
邑
落
群
居
」）

を
追
わ
れ
て
「
漂
泊
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
、「
智
力
啓
発
」
の
「
手
段
を
失
」
い
「
退

歩
」
す
る
構
造
が
明
示
さ
れ
〔
一
覧
一
九
一
三
・
〇
三
―
（
四
）〕、
そ
の
過
程
が
段
階

別
に
詳
述
さ
れ
る
。
時
期
区
分
は
あ
く
ま
で
「
日
本
人
」
側
の
山
人
観
に
拠
っ
て
お

り
、
山
人
と
日
本
人
と
の
関
係
史
の
総
括
と
い
え
る
〔
同
―
（
一
）〕。
し
か
し
重
要

な
の
は
、
山
人
の
滅
亡
や
同
化
の
過
程
に
関
す
る
議
論
を
一
旦
保
留
し
、
研
究
の
重

心
を
、
巨
視
的
な
時
期
区
分
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
外
貌
・
食
料
・
交
通
等
の
具
体

的
な
「
外
側
か
ら
見
た
山
人
の
生
活
誌
」
に
据
え
〔
同
―
（
三
）〕、研
究
対
象
も
、「
近

代
の
貴
重
な
材
料
」
か
ら
生
活
誌
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
、「
今
日
」・「
近
世
の
山

人
」
へ
と
転
換
す
る
と
宣
言
し
た
こ
と
で
あ
る
〔
同
―
（
二
）〕。
こ
れ
は
山
人
と
平

地
人
の
対
立
と
い
う
論
点
の
後
退
を
意
味
し
、
こ
の
図
式
で
捉
え
き
れ
ず
「
山
民
の

生
活
」〔
一
覧
一
九
〇
九
・
〇
五
〕
以
来
抜
け
落
ち
て
い
た
、
日
本
人
側
の
山
地
居
住

の
問
題
が
再
浮
上
す
る
。「
山
に
住
ん
だ
武
士
」
で
は
、
積
極
的
に
「
山
地
を
選
択
」

し
た
「
開
発
領
主
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
〔
一
覧
一
九
一
五
・
〇
七
〕。「
村
の
年
齢
を

知
る
こ
と
」
で
は
、
村
落
立
地
が
、「
高
い
処
」・「
傾
斜
地
」
か
ら
「
低
い
処
」・「
平

地
」
へ
と
移
動
す
る
過
程
を
、
水
源
確
保
と
排
水
、
防
衛
の
点
か
ら
説
明
し
、
村
落

の
平
地
進
出
は
「
こ
の
二
三
百
年
の
間
」
の
事
と
の
想
定
か
ら
、
過
去
の
日
本
人
の

山
間
部
居
住
が
示
唆
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
一
六
・
〇
四
ａ
〕。
し
か
し
、
柳
田
が
対
象

と
し
た
「
近
世
の
山
人
」
は
、
南
方
熊
楠
に
は
、「
特
殊
の
事
情
」
の
た
め
「
世
間

に
遠
ざ
か
」
っ
て
「
山
に
住
み
」「
時
世
お
く
れ
」
の
生
活
を
す
る
日
本
人
と
し
か

映
ら
ず
〔
一
覧
一
九
一
六
・
一
二
―
（
一
）〕、
こ
こ
に
、
山
人
を
、
古
代
か
ら
現
代
に

至
る
先
住
民
の
変
遷
過
程
の
中
で
捉
え
る
柳
田
と
、「
原
始
人
類
と
い
う
べ
き
」
生

物
学
的
に
異
質
な
も
の
と
捉
え
る
南
方
と
の
間
で
〔
一
覧
一
九
一
六
・
一
二
―
（
二
）〕、

見
解
の
断
裂
が
決
定
的
と
な
る
。こ
れ
は
文
通
の
事
実
上
の
途
絶
と
も
呼
応
す
る〔
赤

坂
一
九
九
一
〕。

　

塚
研
究
で
は
、横
穴
式
石
室
が「
毛
坊
主
考
」に
お
い
て
全
面
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

盗
掘
や
石
室
へ
の
居
住
な
ど
、
中
近
世
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
改
変
と
そ
の
意
義

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
一
四
・
〇
三
―
（
三
）〕。
こ
の
中
で
、
土
木

（
特
に
掘
削
）
技
術
に
秀
で
、
穴
居
の
慣
習
を
も
つ
、
宗
教
的
漂
泊
民
が
塚
穴
を
居

住
地
と
し
、
洞
穴
や
塚
穴
に
対
す
る
信
仰
を
媒
介
し
た
と
の
仮
説
が
示
さ
れ
る
〔
同

―
（
二
）〕。
吉
見
百
穴
に
関
し
て
は
、
か
か
る
穴
居
民
の
住
居
、
墓
所
で
あ
っ
た
可

能
性
を
指
摘
し
、
墳
墓
・
住
居
説
を
全
否
定
し
た
従
来
の
見
解
を
修
正
す
る
〔
同
―

（
四
）〕。
ま
た
、
こ
う
し
た
集
団
が
、
横
穴
式
石
室
築
造
に
携
わ
っ
た
工
人
に
ま
で

遡
る
可
能
性
を
残
し
つ
つ
も
〔
同
―
（
二
）〕、
野
見
宿
祢
や
土
師
氏
と
の
関
係
を
付

会
す
る
伝
承
に
つ
い
て
は
、中
世
以
降
の
作
為
と
し
て
退
け
る
〔
同
―（
一
）〕。
な
お
、

関
野
貞
ら
の
朝
鮮
半
島
の
古
蹟
調
査
事
業
に
お
け
る
、
古
墳
調
査
報
告
を
読
ん
で
い

た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
〔
同
―
（
三
）〕。

　

考
古
学
関
係
の
新
た
な
研
究
対
象
と
し
て
は
、
炭
化
米
の
出
土
事
例
に
基
づ
く
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城
跡
伝
説
の
再
検
討
が
あ
る
〔
一
覧
一
九
一
六
・
〇
六
ａ
〕。
ま
た
「
ソ
リ
コ
と
云
う

舟
」
は
、
船
と
い
う
物
質
文
化
に
関
す
る
関
心
の
端
緒
で
、
ソ
リ
コ
の
起
源
を
朝
鮮

半
島
に
求
め
る
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
慎
重
な
態
度
を
と
る
点
も
注
目
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
一
六
・
〇
六
ｂ
〕。

　
『
郷
土
研
究
』
誌
上
は
、
歴
史
・
地
理
関
係
の
最
新
の
著
作
や
活
動
の
情
報
を

収
集
し
、
紹
介
し
て
い
く
場
で
も
あ
り
、
そ
の
過
程
で
、
考
古
学
的
分
野
に
関
し

て
何
を
認
め
、
何
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
か
が
、
柳
田
の
中
で
一
層
明
確
に
さ

れ
て
行
く
。
高
橋
健
自
『
考
古
学
』
の
書
評
で
は
、「
実
地
実
際
」
に
即
し
た
姿

勢
を
絶
賛
し
、
埴
輪
起
源
を
野
見
宿
祢
伝
承
に
短
絡
し
な
い
点
も
評
価
す
る
〔
一

覧
一
九
一
三
・
〇
九
〕。「
元
寇
史
蹟
の
新
研
究
」
で
は
、
福
岡
の
研
究
者
に
よ
る

石
塁
の
現
地
説
明
会
と
発
掘
調
査
実
演
が
〔
一
覧
一
九
一
五
・
〇
六
ｂ
〕、「
大
阪
府

史
蹟
調
査
委
員
会
」
で
は
公
費
に
よ
る
考
古
遺
物
の
整
理
組
織
の
創
設
が
〔
一
覧

一
九
一
六
・
〇
四
ｂ
〕、
各
々
好
意
的
に
評
価
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
流
れ
と
は
別
に
、「
郷
土
誌
編
纂
者
の
用
意
」
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
よ
る
ア
ッ
シ
リ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
の
考
古
学
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
る
が
、
注
意
す

べ
き
は
、
こ
れ
ら
が
「
中
世
史
」
の
成
果
と
し
て
認
識
さ
れ
、
日
本
の
中
世
史
研
究

の
空
白
へ
の
批
判
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
一
四
・
〇
九
〕。

　

次
に
、
考
古
学
へ
の
批
判
と
し
て
は
、「
六
月
の
雪
」
で
の
八
木
奘
三
郎
へ
の
批

判
が
注
目
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
一
五
・
〇
六
ａ
〕。
八
木
は
、
朝
鮮
半
島
に
現
存
す
る

竪
穴
建
物
を
、
か
つ
て
各
地
の
未
開
社
会
に
存
在
し
た
「
穴
居
」
の
遺
制
と
考
え
、

日
本
で
も
神
武
紀
の
頃
に
は
穴
居
が
存
在
し
た
が
、
気
候
温
暖
化
の
た
め
廃
絶
し
た

と
想
定
し
、
証
拠
と
し
て
昨
今
積
雪
が
減
少
し
た
と
の
印
象
や
、
大
和
地
域
の
異
民

族
の
穴
居
を
冬
に
攻
め
た
神
武
東
征
伝
説
、
利
仁
将
軍
の
「
六
月
の
雪
」
の
戦
闘
伝

説
等
を
挙
げ
る
〔
八
木
一
九
一
五
〕。
柳
田
の
批
判
は
、
厳
密
な
検
証
を
経
な
い
印
象

論
や
、
英
雄
譚
の
自
然
史
へ
の
短
絡
が
中
心
で
あ
る
が
、「
文
明
史
の
研
究
は
八
木

君
な
ど
に
御
任
せ
申
さ
ぬ
方
が
」
よ
い
と
の
激
越
な
批
判
の
奥
に
は
、
穴
居
と
い
う

柳
田
の
専
門
領
域
に
、
未
開
・
文
明
の
区
分
を
安
直
に
導
入
し
、
朝
鮮
半
島
と
日
本

と
の
文
化
的
連
続
を
自
明
視
し
た
こ
と
へ
の
拒
絶
も
伺
え
よ
う
。
特
に
朝
鮮
半
島
に

つ
い
て
は
、先
述
「
ソ
リ
コ
と
云
ふ
舟
」
の
ほ
か
、「
神
代
の
研
究
」
書
評
で
も
、『
古

事
記
』
の
高
天
原
を
南
朝
鮮
と
見
做
す
説
を
「
信
ぜ
さ
せ
る
だ
け
に
至
ら
ぬ
」
と
退

け
る
な
ど
〔
一
覧
一
九
一
四
・
〇
四
〕、
日
本
と
の
連
続
性
を
想
定
す
る
議
論
に
対
し

極
め
て
慎
重
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
は
生
涯
貫
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
、
柳
田
が
最
も
厳
し
く
か
つ
頻
繁
に
批
判
し
た
の
は
、
民
間
・
地
域
社

会
に
お
け
る
遺
跡
・
遺
物
の
活
用
と
、
そ
れ
に
対
す
る
学
問
の
関
与
の
あ
り
方
で

あ
っ
た
。
そ
の
第
一
は
、
考
古
学
・
人
類
学
の
「
貴
族
的
骨
董
道
楽
」
で
〔
一
覧

一
九
一
三
・
〇
九
〕、「
趣
味
が
学
問
を
侮
る
傾
向
」
で
は
、
資
料
を
イ
ン
テ
リ
ア
化
す

る
「
富
豪
の
蒐
集
」
が
「
学
問
の
進
路
を
妨
げ
」
る
こ
と
、「
趣
味
あ
る
先
輩
」
の

「
好
奇
心
」
本
位
な
姿
勢
が
、
大
量
に
「
掘
り
揚
げ
ら
れ
」「
処
分
」
さ
れ
る
、「
土

器
や
鉄
器
」
の
「
破
片
」
に
対
し
、
無
関
心
な
学
問
の
状
況
を
作
り
上
げ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
一
五
・
〇
一
ａ
〕。
実
地
や
研
究
活
動
か
ら
資
料
を

切
り
離
し
て
囲
い
込
む
点
、
資
料
に
恣
意
的
な
価
値
観
に
よ
る
選
別
を
加
え
る
点
が

批
判
の
骨
子
と
い
え
る
。
第
二
は
、
地
域
社
会
に
よ
る
史
跡
の
濫
用
で
あ
る
。「
信

州
の
高
天
原
」
で
は
、
地
元
を
「
高
天
原
」
と
信
じ
る
郷
土
史
家
に
よ
る
「
天
之
岩

戸
」
の
「
発
見
」
と
、
天
照
大
神
の
不
敬
・
地
域
振
興
（「
土
地
繁
栄
」）
の
妨
害
と

い
う
二
つ
の
論
理
か
ら
反
対
説
を
抑
圧
す
る
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
や
「
輿
論
」
の
付

和
雷
同
が
、
錬
金
術
と
科
学
の
野
合
と
い
う
べ
き
「
社
会
現
象
」
と
し
て
批
判
さ
れ

る
〔
一
覧
一
九
一
四
・
一
一
〕。「
古
墳
鑑
定
学
の
発
達
」
で
は
、
古
墳
の
被
葬
者
を
、

由
緒
書
と
の
牽
強
付
会
に
よ
っ
て
、
中
央
史
上
の
英
雄
（
と
そ
の
関
係
者
）
と
特

定
し
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
起
す
動
き
が
「
古
墳
鑑
定
学
」
と
揶
揄
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
一
五
・
〇
一
ｂ
〕。「
平
凡
の
不
朽
」
で
は
、地
元
石
材
業
者
に
よ
る
、杜
撰
な
「
上

代
の
生
活
」
の
考
証
に
基
づ
く
天
皇
像
建
設
と
、
そ
れ
を
黙
認
す
る
「
地
方
人
士
」

が
批
判
さ
れ
る〔
一
覧
一
九
一
五
・
一
〇
〕。
特
定
の
史
跡
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
取
上
げ
、

中
央
の
事
件
史
や
英
雄
史
へ
と
安
直
に
短
絡
さ
せ
て
、
地
域
の
歴
史
自
体
か
ら
遊
離

し
た
史
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
仕
立
て
上
げ
る
点
、
そ
こ
に
地
域
振
興
の
利
害
や
国
家
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的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
介
在
す
る
点
が
、
批
判
の
骨
子
を
成
す
。

　

今
一
つ
、
こ
の
時
期
の
柳
田
の
、
日
本
の
古
代
に
関
わ
る
経
験
と
し
て
重
要
な
の

は
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
の
大
嘗
祭
へ
の
参
列
で
あ
る
。
柳
田
は
、
大
嘗
祭
が
、「
神

代
の
儘
」で
あ
る
こ
と〔
一
覧
一
九
一
五
・
一
二
〕、「
居
村
」の
秋
の
祭
礼
と「
唯
大
小
の
」

「
差
」
が
あ
る
だ
け
の
相
似
形
を
呈
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
こ
に
「
日
本
が
永
く

日
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
実
状
」の「
発
露
」を
見
る
。
ま
た
、自
身
大
嘗
祭
に「
奉
仕
」

し
て
「
感
激
」
し
、「
我
々
が
固
有
宗
教
」
は
「
比
較
研
究
を
許
す
」「
時
期
」
に
は

「
達
し
て
居
な
」
い
と
吐
露
す
る
一
方
、当
事
者
と
し
て
「
加
担
」
す
る
者
と
「
観
察
」

す
る
者
と
の
分
化
の
傾
向
を
も
決
し
て
否
定
し
な
い
と
い
う
、
ジ
レ
ン
マ
に
満
ち
た

感
慨
を
抱
く
〔
一
覧
一
九
一
六
・
〇
一
〕。
柳
田
は
、
現
代
の
社
会
的
紐
帯
に
直
接
的

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
自
身
も
当
事
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
に
対
象
化
・
客

観
化
し
き
れ
な
い
「
神
代
」
の
象
徴
と
し
て
、
大
嘗
祭
を
見
た
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
考
古
学
観
の
確
立
と
国
際
社
会
へ
の
開
眼（
一
九
一
七
〜
）

考
古
学
へ
の
総
合
的
批
判
の
確
立

　

一
九
一
七
年
三
月
、『
郷
土
研
究
』
は
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
同
誌
を
通
じ
た

柳
田
の
活
動
は
一
旦
頓
挫
し
た
形
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
編
集
・
執
筆
を
通
じ
て

蓄
積
さ
れ
た
、
考
古
学
や
地
域
史
研
究
に
関
す
る
知
見
は
、
一
九
一
八
・
一
九
年
の

間
に
整
理
、
総
合
さ
れ
、
考
古
学
全
般
に
対
す
る
明
確
な
批
判
的
論
点
へ
と
結
実
す

る
。

　
「
村
を
観
ん
と
す
る
人
の
為
に
」
は
、
既
に
設
楽
博
己
が
指
摘
す
る
通
り
〔
設
楽

二
〇
一
五
〕
考
古
学
全
般
へ
の
批
判
的
論
点
を
鮮
明
に
し
た
画
期
的
論
考
で
あ
る
。

ま
ず
英
心
理
学
者
、
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク=

エ
リ
ス
の
提
唱
し
た
、
国
際
的
に
統
一
さ
れ

た
規
格
・
方
法
に
よ
る
広
域
的
・
統
計
的
な
「
国
際
発
掘
事
業
」
を
、
半
ば
不
可
能

と
し
つ
つ
、「
散
漫
」
で
偶
発
的
な
表
採
趣
味
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
評
価
し

〔
一
覧
一
九
一
八
・
一
一
ｂ
―
（
一
）〕、
今
日
の
調
査
水
準
に
匹
敵
す
る
地
図
に
よ
る
正

確
な
分
布
の
作
成
を
提
唱
す
る
〔
同
―
（
三
）〕。
ま
た
、「
何
処
で
何
時
如
何
な
る
状

態
で
発
現
し
た
か
も
わ
か
ら
ぬ
古
物
が
何
に
な
る
」
と
、「
本
物
」
の
所
有
へ
の
フ
ェ

テ
ィ
シ
ズ
ム
の
空
虚
さ
を
指
摘
し
〔
同
―
（
二
）〕、
石
器
が
遺
物
と
な
る
ま
で
の
コ

ン
テ
キ
ス
ト
を
重
視
す
る〔
同
―（
四
）〕。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
石
器
の
使
用
者
を
、「
コ

ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
先
祖
」
か
「
敵
」
か
特
定
す
る
よ
り
も
、「
何
を
食
ひ
」「
如
何
に
し

て
寝
た
か
」
と
い
う
具
体
的
な
生
活
誌
の
復
元
を
重
視
す
る
〔
同
―
（
六
）〕。
こ
れ

は
「
山
人
外
伝
資
料
」〔
一
覧
一
九
一
三
・
〇
三
〕
の
趣
旨
と
同
質
の
も
の
と
い
え
る
。

　
「
武
蔵
野
の
昔
」
で
は
、
一
九
一
六
年
の
鳥
居
龍
蔵
の
講
演
『
有
史
以
前
の
日
本
』

〔
鳥
居　

一
九
一
八
〕
に
よ
り
著
名
と
な
っ
た
「
有
史
以
前
」
と
い
う
概
念
に
対
し
、

文
献
史
料
が
残
ら
な
い
点
で
、日
本
の
農
村
の
大
部
分
は
「
有
史
以
前
」
で
あ
る
と
、

時
代
区
分
と
し
て
の
無
効
性
を
指
摘
す
る
〔
一
覧
一
九
一
九
・
〇
七
―
（
一
）〕。
ま
た

自
身
の
研
究
を
「
我
々
の
考
古
学
」
と
、
考
古
学
か
ら
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
表
現

す
る
点
は
重
要
で
あ
る
〔
同
―
（
二
）〕。
な
お
「
有
史
以
前
」
の
対
案
と
し
て
「
有

史
以
外
」
と
い
う
表
現
も
現
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
〇
・
〇
八
〕。

　

他
に
も
、「
神
道
私
見
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
批
判
を
留
保
し
て
来
た
久
米
邦
武
の
、

神
話
を
「
出
雲
派
」
と
「
天
孫
派
」
と
の
政
略
的
関
係
の
「
譬
喩
」
と
し
て
読
む
立

場
を
、
当
時
の
人
間
の
「
生
活
」
の
実
状
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
点
で
本
格
的

に
批
判
す
る
〔
一
覧
一
九
一
八
・
〇
一
〕。「
雑
誌
は
編
集
者
の
栞
」
で
は
、
欧
米
の
民

族
誌
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
、「
日
本
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
思
想
・
行
動
様

式
や
問
題
意
識
を
共
有
し
た
者
の
視
点
に
よ
る
、
社
会
現
象
の
分
析
と
い
う
、
後
の

一
国
民
俗
学
の
萌
芽
と
も
い
う
べ
き
視
点
の
必
要
を
説
き
、
そ
う
し
た
学
問
分
野
を

「
国
学
」
と
表
現
す
る
〔
一
覧
一
九
一
八
・
〇
八
―
（
二
）〕。

　
「
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク=

エ
リ
ス
」「
有
史
以
前
」
は
、
自
身
の
研
究
方
針
の
表
現
に
対

す
る
考
古
学
か
ら
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
と
も
に
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
柳
田
の
考

古
学
観
の
鍵
と
な
る
概
念
で
あ
り
、
柳
田
が
考
古
学
に
対
峙
す
る
際
の
、
論
点
の
基

礎
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
時
期
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

他
方
「
民
俗
学
上
に
於
け
る
塚
の
価
値
」
で
は
、
考
古
学
に
よ
る
古
墳
以
外
の
塚

の
軽
視
と
、
墳
丘
の
変
遷
過
程
の
無
視
へ
の
批
判
〔
一
覧
一
九
一
八
・
〇
七
―
（
一
）〕、
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塚
の
「
所
在
、
数
、
配
列
」
の
重
要
性
と
い
う
、
従
来
の
塚
研
究
の
論
点
が
要
約
さ

れ
る
〔
同
―
（
二
）〕。
古
墳
の
発
掘
調
査
や
「
古
墳
鑑
定
学
」
へ
の
批
判
は
こ
の
頃

迄
頻
出
し
て
お
り
〔
一
覧　

一
九
一
八
・
〇
八
―
（
一
）、
一
九
一
八
・
一
一
ｂ
―
（
七
）〕、

古
墳
と
い
う
存
在
が
、
依
然
対
抗
す
べ
き
焦
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

山
人
に
つ
い
て
は
、
講
演
「
山
人
考
」（『
山
の
人
生
』
所
収
）
に
お
い
て
、
山
人

が
「
最
早
絶
滅
し
た
と
云
ふ
通
説
」
に
「
大
抵
は
同
意
し
て
よ
い
」
と
し
た
点
〔
一

覧
一
九
一
七
・
一
一
―
（
三
）〕
は
、
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人
が
「
幾
多

の
種
族
の
混
成
」
で
あ
る
と
の
前
提
、「
先
住
民
」
た
る
山
人
と
日
本
人
と
の
全
国

に
わ
た
る
併
存
と
、
長
期
的
な
交
渉
に
よ
る
相
互
の
変
質
・
山
人
側
の
退
化
、「
国

津
神
」と
王
権
側
の
神
と
の「
融
合
」な
ど
、大
枠
と
な
る
認
識
は
変
っ
て
お
ら
ず〔
同

―
（
一
）、（
二
）〕、
谷
川
健
一
の
指
摘
し
た
よ
う
な
転
向
や
挫
折
〔
谷
川
一
九
七
五
〕

を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
し
、
佐
藤
健
二
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
れ
以
後

柳
田
は
、
山
人
を
中
心
的
に
扱
っ
た
論
考
を
発
表
せ
ず
、
山
人
関
係
論
文
の
単
行
本

化
も
し
な
い
こ
と
か
ら
、
山
人
論
が
、
消
極
的
な
形
で
「
封
印
」
さ
れ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
〔
佐
藤
二
〇
一
五
・
一
二
一
頁
〕。

　

ま
た
一
九
一
九
年
よ
り
、
炭
焼
長
者
譚
に
よ
る
冶
金
・
鍛
冶
に
従
事
す
る
漂
泊
職

能
民
の
研
究
が
開
始
さ
れ
る
。
炭
と
「
金
属
工
業
」
の
連
想
を
、「
百
姓
」
の
燃
料

事
情
か
ら
導
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
二
〇
・
一
二
〕。

南
洋
研
究
と
国
際
社
会
・
島
国
へ
の
開
眼

　

こ
う
し
た
画
期
に
並
行
し
、
柳
田
の
人
類
史
全
般
に
関
す
る
視
野
も
、
南
洋
諸

島
・
沖
縄
を
結
節
点
と
し
て
、
広
く
国
際
社
会
へ
と
拡
大
す
る
。『
郷
土
研
究
』
休

刊
直
後
の
一
九
一
七
年
三
月
か
ら
、
柳
田
は
台
湾
・
中
国
・
朝
鮮
を
視
察
旅
行

す
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
印
象
を
う
け
た
の
は
、
中
国
系
移
民
労
働
者
、
特
に
中

国
南
部
沿
岸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
活
動
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
国

境
を
越
え
た
移
動
、
移
住
先
と
出
身
地
の
連
絡
の
継
続
等
は
、
後
に
島
の
生
活
と

渡
海
の
問
題
を
め
ぐ
る
、
人
間
行
動
の
重
要
な
項
目
と
し
て
生
か
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
一
七
・
〇
七
〕。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
柳
田
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
オ
セ
ア
ニ
ア

に
関
す
る
、
欧
米
の
諸
研
究
を
、
こ
の
時
期
集
中
的
に
読
破
し
て
急
速
に
知
見
を
深

め
〔
伊
藤
二
〇
〇
二
〕、そ
の
成
果
を
一
九
一
九
年
の
「
几
上
南
洋
談
」「
卓
上
南
洋
談
」

に
ま
と
め
、
ま
た
各
界
の
有
力
者
か
ら
成
る
集
会
「
同
人
」
に
お
い
て
、
具
体
的
な

企
画
と
し
て
発
信
し
て
い
く
。

　

一
連
の
研
究
の
最
大
の
成
果
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
関
し
て
、
移
民
や
商
人
、
海

賊
な
ど
に
伴
う
、
当
事
者
の
意
志
を
こ
え
た
絶
え
ざ
る
移
動
・
混
血
に
よ
り
、
人

種
・
言
語
・
民
族
な
ど
が
必
ず
し
も
人
間
集
団
を
示
す
自
明
の
範
疇
た
り
え
ず
、
ま

た
普
遍
的
な
時
代
区
分
や
発
展
段
階
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
様
々
な
集
団
が
、
モ
ザ
イ

ク
状
に
併
存
す
る
と
い
う
世
界
像
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
一
八
・
〇
五

―
（
三
）、
一
九
一
九
・
〇
二
〕。
こ
の
観
点
か
ら
、
日
本
人
起
源
論
に
現
れ
る
「
馬
来
」

系
と
い
う
概
念
は
、
そ
の
曖
昧
性
を
看
破
さ
れ
る
〔
同
―
（
二
）〕。
特
に
中
国
南
海

岸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
・
島
嶼
部
、
台
湾
に
至
る
地
域
は
、
中
国
人
・
マ
レ
ー

人
に
代
表
さ
れ
る
活
発
な
人
間
の
移
動
に
よ
り
、
国
境
が
事
実
上
無
化
さ
れ
た
「
一

社
会
一
世
界
」
の
様
相
を
呈
し
、「
国
の
境
が
同
時
に
又
生
活
の
境
」
で
あ
る
日
本

と
は
対
照
的
な
状
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
〔
一
覧
一
九
一
九
・
〇
一
〕。
し
か
し
、
日

本
も
こ
の
海
域
の
周
縁
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
人
間
集
団
の
交
通
と
、「
古
代
」
以

来
無
関
係
で
は
無
か
っ
た
も
の
と
も
想
定
さ
れ
て
お
り
〔
一
覧
一
九
一
八
・
一
一
ａ
〕、

そ
の
検
証
の
最
大
の
手
掛
り
と
し
て
、
各
地
の
漂
海
民
の
歴
史
的
相
関
関
係
が
注

目
さ
れ
る
。
前
掲
「
ソ
リ
コ
」
な
ど
の
船
へ
の
関
心
も
そ
の
一
環
を
成
す
〔
一
覧

一
九
一
八
・
〇
五
―
（
一
）〕。
ま
た
石
造
物
の
考
古
学
的
分
析
も
、
手
掛
り
の
一
つ
と

さ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
、
英
人
類
学
者
エ
リ
オ
ッ
ト=

ス
ミ
ス
に
よ
る
、
エ
ジ

プ
ト
考
古
学
の
成
果
を
受
け
た
伝
播
主
義
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ

る
〔
一
覧
一
九
一
九
・
〇
四
〕。

　

次
に
重
要
な
成
果
は
、
欧
米
の
文
献
の
渉
猟
に
よ
り
、
人
類
学
の
国
際
的
動
向
を

把
握
し
た
こ
と
で
あ
る
。
柳
田
は
、
国
際
的
な
学
術
分
野
に
お
け
る
成
長
が
、
日
本

の
軍
国
的
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
国
際
的
地
位
を
向
上
さ
せ
る
有
効
な
手
段
と
説
く
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〔
一
覧
一
九
一
九
・
〇
四
〕。
探
検
船
の
企
画
も
〔
一
覧
一
九
一
八
・
一
一
ａ
〕、
学
術
に
よ

る
国
際
進
出
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
後
に
明
か
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
二
六
・
一
〇
―
（
二
）〕。

　

こ
う
し
た
研
究
に
実
地
の
血
肉
を
与
え
た
の
が
一
九
二
一
年
の
沖
縄
旅
行
で
あ

る
。

　

柳
田
が
沖
縄
の
人
々
に
ま
ず
見
出
し
た
の
は
、
季
節
風
、「
椰
子
の
実
」、「
渡
り

鳥
」
な
ど
の
自
然
の
風
物
が
惹
起
す
る
感
興
に
動
機
づ
け
ら
れ
、
海
に
出
て
外
の
世

界
を
求
め
る
動
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
島
へ
と
帰
還
す
る
動
き
を
伴
い
、
外
界
の
影

響
を
持
込
ん
で
島
の
社
会
に
変
動
を
生
じ
る
要
因
と
な
る
〔
一
覧
一
九
二
一
・
〇
三
ａ

―
（
三
）〕。
ま
た
「
島
で
は
人
よ
り
も
船
の
方
が
早
か
っ
た
」
と
の
叙
述
の
通
り
、

人
間
集
団
の
変
化
に
先
立
ち
、
渡
海
手
段
と
し
て
の
船
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
〔
同

―
（
二
）〕。
柳
田
が
、
船
と
い
う
物
質
文
化
を
人
間
の
海
上
移
動
の
指
標
と
し
て
特

に
重
視
し
、
出
土
丸
木
舟
等
に
期
待
を
寄
せ
て
行
く
直
接
の
契
機
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
う
し
た
「
交
通
往
来
」
に
は
、
当
事
者
の
意
志
に
反
し
て
「
強
ひ
て
連
れ
て
行

か
れ
」
る
不
幸
な
事
例
も
多
数
あ
り
、「
永
い
年
月
」
の
「
血
」
の
「
混
淆
」
に
よ

り
、
そ
の
「
恨
」
み
す
ら
「
忘
却
」
さ
れ
る
と
い
う
暗
い
一
面
も
強
調
さ
れ
る
〔
一

覧
一
九
二
一
・
〇
三
ｂ
―
（
一
）〕。

　

他
方
、「
回
帰
線
北
の
太
平
洋
」
特
有
の
海
路
の
困
難
に
よ
り
、
海
難
へ
の
恐
怖

や
離
別
の
憂
苦
か
ら
、
島
内
に
籠
ろ
う
と
す
る
、
全
く
矛
盾
し
た
動
き
も
看
取
さ

れ
る
。
こ
れ
は
限
ら
れ
た
資
源
を
巡
る
闘
争
を
惹
起
し
、「
復
讐
」
の
連
鎖
が
社
会

構
造
化
し
て
恒
常
的
な
戦
争
状
態
を
生
じ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
収
束
す
る
も
の
と

し
て
、
宗
教
の
存
在
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
男
性
の
戦
争
指
導
者
層

（「
勇
士
た
ち
」）
の
妹
が
、「
オ
ナ
リ
」
と
な
っ
て
「
神
の
御
心
」
を
伝
達
し
、
信

仰
・
祭
祀
を
介
し
て
、
そ
の
所
属
す
る
有
力
「
家
門
」
を
核
と
し
た
、「
郷
」「
島
」

単
位
の
統
一
が
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
信
仰
は
、「
土
地
」
全
般
の
守
護
や
「
万
人

の
祈
願
」
の
受
容
を
通
じ
て
、
郷
や
島
を
越
え
た
普
遍
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
〔
一

覧
一
九
二
一
・
〇
二
―
（
二
）〕。
最
終
的
に
は
、
琉
球
列
島
全
域
に
お
け
る
、
装
い
や

言
語
の
ほ
か
、「
同
じ
季
節
と
方
法
と
を
以
て
村
々
の
神
を
祀
」
る
宗
教
の
同
質
性

に
基
づ
く
、「
国
は
始
め
か
ら
一
つ
」
と
も
い
う
べ
き
状
態
が
前
提
と
な
っ
て
、
沖

縄
本
島
に
よ
る
、
や
は
り
「
宗
教
の
力
」
を
利
用
し
た
、
諸
島
の
支
配
が
完
成
す

る
〔
一
覧
一
九
二
一
・
〇
三
ａ
―
（
一
）〕。
こ
う
し
た
琉
球
の
宗
教
は
、「
中
代
」
以

前
の
日
本
列
島
の
神
道
を
保
存
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
一
・
〇
二
―

（
一
）〕。
同
質
的
社
会
単
位
の
、
宗
教
に
よ
る
緩
や
か
な
結
合
と
い
う
国
家
形
成
過

程
像
は
、大
嘗
祭
と
「
居
村
」
の
「
秋
の
祭
」
と
の
相
似
の
イ
メ
ー
ジ
に
通
じ
る
〔
一

覧
一
九
一
六
・
〇
一
〕。

　

柳
田
は
、
日
本
と
沖
縄
諸
島
の
文
化
・
宗
教
の
同
質
性
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
な

く
、「
沖
の
小
島
の
生
活
」
に
「
物
の
始
の
形
に
近
」
い
様
相
を
見
出
し
、
日
本
人

の
起
源
に
お
け
る
、
沖
縄
諸
島
か
ら
日
本
列
島
へ
の
移
住
と
い
う
仮
説
を
立
ち
上
げ

る
。
一
九
一
〇
年
代
以
来
、
漠
然
と
肯
定
的
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
「
日
琉
同
祖
論
」

に
、
独
自
に
本
格
的
な
構
想
を
立
ち
上
げ
始
め
た
の
は
、
こ
の
時
期
で
あ
る
〔
伊
藤

二
〇
〇
二
〕。
重
要
な
の
は
、
移
住
の
動
機
の
根
底
に
、
島
か
ら
の
脱
出
と
、
島
へ

の
固
執
と
い
う
上
述
二
つ
の
矛
盾
す
る
意
志
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
、
結
局
「
永
く
は

居
ら
れ
ぬ
か
ら
ど
う
か
し
て
出
て
」
行
か
ざ
る
を
得
な
い
、
南
島
生
活
の
「
苦
悶
」

が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
二
一
・
〇
三
ｂ
―
（
二
）〕。
こ
の
ジ
レ

ン
マ
と
苦
悶
が
、
沖
縄
か
ら
日
本
へ
の
移
住
を
考
え
る
際
の
、
基
礎
的
枠
組
み
と
な

る
。

欧
米
渡
航
に
お
け
る
考
古
学
的
実
践

　

一
九
二
一
年
、
柳
田
は
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
と
な
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
赴
任
す

る
。
し
か
し
、
南
島
へ
の
知
見
は
会
議
で
は
十
全
に
生
か
せ
ず
、
議
題
は
ア
フ
リ
カ

に
集
中
し
て
お
り
、
南
洋
は
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
柳
田
は
、
ア
フ
リ
カ
に

つ
い
て
は
自
分
以
外
に
専
門
家
の
育
成
を
要
請
し
〔
一
覧
一
九
二
一
・
一
〇
〕、
挫
折

感
を
滲
ま
せ
る
。

　

他
方
、
渡
欧
経
験
は
、
欧
米
各
国
の
大
学
の
講
座
や
博
物
館
等
を
実
見
す
る
こ
と
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を
通
じ
、
人
類
学
・
考
古
学
等
に
関
す
る
前
画
期
か
ら
培
っ
て
き
た
知
見
を
画
期
的

に
深
め
る
機
会
と
も
な
っ
た
。
そ
の
成
果
は
次
画
期
で
の
諸
成
果
に
表
れ
る
た
め
後

述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
柳
田
が
、
欧
米
の
考
古
学
に
高
い
関
心
を
持
ち
、
自
ら

も
考
古
学
的
研
究
法
を
、
独
自
に
実
践
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
る
。

　

ロ
ー
マ
滞
在
中
、
柳
田
は
、
西
洋
の
家
紋
の
起
源
が
ギ
リ
シ
ャ
土
器
の
文
様
に

あ
る
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
写
真
を
載
せ
た
絵
葉
書
を
大
量
に
購
入
し
、
独
自
の
編

年
か
ら
、
生
贄
の
牛
の
顔
の
モ
チ
ー
フ
が
形
骸
化
し
、
盾
、
家
紋
へ
と
変
遷
す
る

過
程
を
想
定
す
る
。
こ
の
成
果
は
、
帰
国
後
国
学
院
大
学
の
郷
土
研
究
会
で
発
表

さ
れ
て
い
る
〔
一
覧
一
九
五
四
・
〇
五
―
（
一
）〕。
ま
た
ヴ
ィ
ラ
・
ジ
ュ
リ
ア
博
物
館

の
編
年
的
展
示
に
接
し
、
エ
ト
ル
リ
ア
文
明
の
母
子
神
像
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
母

子
像
へ
の
変
遷
を
、「
書
物
の
恩
恵
を
蒙
ら
」
ず
に
た
ど
れ
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を

受
け
、
や
は
り
写
真
を
蒐
集
し
て
い
る
〔
同
―
（
二
）〕。
エ
ト
ル
リ
ア
考
古
学
に
対

す
る
強
い
関
心
は
、「
海
豚
文
明
」
に
お
い
て
も
記
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
四
・
〇
六

ａ
〕。
こ
の
根
底
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
信
仰
の
残
存
過
程
に
対
す
る
「
幽
冥

談
」〔
一
覧
一
九
〇
五
・
〇
九
ａ
―
（
一
）〕
以
来
の
関
心
が
あ
っ
た
。
特
に
母
子
神
像

の
研
究
は
、
子
安
神
に
関
す
る
初
期
の
研
究
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
〔
一
覧

一
九
三
七
・
〇
一
―
（
一
）〕。
一
九
三
〇
年
代
に
回
顧
さ
れ
る
よ
う
に
、
柳
田
は
、
ギ

リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
・
エ
ジ
プ
ト
等
の
「
文
化
人
」
の
時
代
の
前
後
に
跨
る
、
幅
広
い

時
空
間
を
対
象
と
し
〔
同
―
（
二
）〕、
信
仰
や
昔
話
・
古
典
研
究
な
ど
精
神
世
界
に

関
す
る
研
究
と
も
連
携
す
る
欧
米
考
古
学
を
〔
一
覧
一
九
三
四
・
〇
八
―
（
三
）〕、
高

く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

国
際
水
準
の
人
類
学
創
設
へ
の
模
索

　

一
九
二
三
年
、
大
震
災
の
報
を
受
け
、
柳
田
は
急
遽
帰
国
す
る
。
こ
の
時
柳
田
が
、

学
術
方
面
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
と
し
た
の
は
、
特
に
合
衆
国
の
大
学
で
そ
の
講
義

風
景
を
実
見
し
感
銘
を
受
け
た
、「
人
類
学
」「
人
種
学
」
に
相
当
す
る
学
問
分
野
を
、

日
本
に
お
い
て
も
本
格
的
に
創
設
す
る
事
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
学
界
や
政
界
の
有
力
者
に
も
働
き
か
け
る
な
ど
、
具
体
的
な
行

動
も
起
こ
し
て
い
る〔
一
覧
一
九
二
五
・
〇
五
―（
四
）〕。
そ
の
間
の
動
向
に
関
し
て
は
、

永
池
健
二
の
研
究
等
に
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
〔
永
池
一
九
八
八
ａ
・
ｂ
〕。

柳
田
の
中
で
は
、
人
類
学
は
、
広
義
の
史
学
の
一
部
と
さ
れ
、「
第
一
種
」
の
「
後

世
に
伝
へ
る
目
的
で
保
存
せ
ら
れ
た
史
料
」
に
よ
る
文
献
史
学
に
対
し
、「
第
二
種
」

の「
偶
然
に
残
っ
て
居
る
生
活
痕
跡
」に
よ
る
諸
分
野
の
中
に
、考
古
学
・「
外
貌
骨
格
」

に
よ
る
「
人
類
学
の
一
方
面
」（
＝
体
質
人
類
学
）
と
、
自
身
が
専
門
的
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
「
風
俗
慣
習
」
等
の
諸
分
野
が
並
列
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
五
・
〇
五
―

（
三
）〕。
柳
田
の
目
配
り
は
、
史
学
・
人
類
学
全
般
の
巨
視
的
視
野
と
、
そ
の
中
で

の
自
身
の
特
化
す
べ
き
専
門
的
視
野
と
に
分
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
史
学
全
般
の

究
極
目
的
は
「
自
己
を
見
出
す
」
こ
と
、
特
に
「
現
在
」
の
「
生
活
苦
」
の
経
緯
を

知
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
「
国
土
」
や
そ
の
上
の
人
間
の
「
集
団
」
と
「
自
分
自
身

の
関
係
」
を
「
会
得
」
す
る
こ
と
に
あ
る
〔
同
―
（
一
）〕。
従
っ
て
柳
田
の
人
類
学
は
、

「
自
分
の
事
を
自
分
で
考
」え
る「N

ational

」（「
国
民
的
」）な
方
向
を
志
向
す
る〔
一

覧
一
九
二
六
・
〇
五
ｂ
―
（
四
）〕。

　

併
せ
て
、「
人
類
学
」
に
該
当
す
る
英
・
仏
・
独
・
米
等
各
国
の
学
問
分
野
の
整

理
も
な
さ
れ
る
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
（anthropology

）
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、

タ
イ
ラ
ー
のanthropology

の
中
か
ら
、
弟
子
フ
レ
イ
ザ
ー
が
、「
石
器
人
骨
」
等

に
関
す
る
分
野
を
除
外
し
て
立
ち
上
げ
たsocial anthropology

（「
社
会
人
類
学
」）

に
、
人
間
研
究
を
「
生
物
学
的
」
と
「
社
会
学
的
」
へ
と
分
け
、
後
者
を
よ
り
「
枢

要
又
深
遠
」
と
す
る
学
問
観
を
読
み
取
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
五
ｂ
―
（
一
）〕。
そ

し
て
、
こ
の
見
方
に
倣
い
、
前
者
の
「
体
質
人
類
学
」
を
「
狭
義
の
人
類
学
」、
後

者
を
「
広
義
の
人
類
学
」
と
呼
び
換
え
、
こ
の
「
広
義
の
人
類
学
」
が
、「
普
通
」

の
「
人
類
学
と
呼
」
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
八
ａ
―
（
一
）〕、
仏
・

米
のethnology

と
同
一
の
も
の
と
位
置
付
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
体
質
人
類
学
」
を
、
自
身
が
目
指
す
「
人
類
学
」
か
ら
事
実
上

排
除
す
る
か
の
よ
う
な
議
論
の
背
景
に
は
、
当
時
、
清
野
謙
次
・
長
谷
部
言
人
ら
に
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よ
り
、
遺
跡
出
土
人
骨
の
研
究
を
中
心
に
急
速
に
発
展
し
て
き
た
日
本
の
体
質
人
類

学
の
、「
受
持
区
域
を
狭
く
限
り
」
自
分
野
だ
け
で
「
さ
っ
さ
と
」「
業
績
を
挙
げ
よ

う
」
と
す
る
、
閉
鎖
的
な
独
走
傾
向
が
、
人
類
学
に
お
け
る
「
多
く
の
部
門
」
の
連

携
を
妨
害
す
る
こ
と
へ
の
強
い
危
惧
が
あ
っ
た
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
五
ｂ
―
（
二
）〕。

実
際
に
清
野
謙
次
は
、
従
来
の
人
類
学
や
考
古
学
の
雑
誌
の
論
文
が
「
誰
に
で
も

分
」
か
り
「
高
等
な
予
備
素
養
」
を
要
さ
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、
専
門
性
の
強
化

を
猛
烈
に
志
向
し
て
い
た
〔
清
野
一
九
二
六
・
五
六
頁
〕。
ま
た
、
人
類
学
に
お
け
る

過
剰
な
専
門
性
の
強
化
へ
の
危
惧
は
、
決
し
て
柳
田
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
八
木

奘
三
郎
や
長
谷
部
言
人
な
ど
、
考
古
学
・
人
類
学
者
の
間
で
も
、
一
定
程
度
共
有
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
〔
寺
田
一
九
七
五
〕。
柳
田
は
、
こ
う
し
た
学
界
の
変
質
に
反
発

し
、
幅
広
く
多
様
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
雑
誌
等
を
介
し
て
自
由
に
論
じ
合
っ
た
、
か

つ
て
の
人
類
学
会
の
方
が
「
会
員
ら
し
い
会
員
が
多
か
っ
た
」
と
回
顧
す
る
〔
一
覧

一
九
二
九
・
〇
六
―
（
一
）〕。

　

し
か
し
、
柳
田
は
、「
体
質
人
類
学
」
自
体
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

む
し
ろ
「
一
々
も
れ
な
く
調
べ
る
」
こ
と
が
不
可
能
な
、「
昔
の
信
か
う
状
態
」
等

の
デ
ー
タ
の
「
一
般
を
推
測
」
す
る
た
め
に
、
そ
の
自
然
科
学
的
な
方
法
論
を
応
用

す
る
必
要
を
説
き〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
八
ａ
―（
二
）〕、現
況
の「
文
化
人
類
学
」側
に
、

「
空
想
沢
山
の
独
断
」
が
あ
る
こ
と
を
も
批
判
し
て
い
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
五
ｂ

―
（
二
）〕。
出
土
頭
蓋
骨
の
歯
の
磨
耗
に
対
し
、
歯
ブ
ラ
シ
の
使
用
を
想
定
し
た
清

野
謙
次
〔
清
野
一
九
二
五
〕
へ
の
批
判
は
、
過
去
か
ら
現
代
に
至
る
文
化
の
連
続
と

断
絶
を
何
等
考
慮
せ
ず
、
唐
突
に
、
現
代
（
欧
米
）
文
化
の
物
質
的
表
象
と
し
て
の

「
歯
ブ
ラ
シ
」
を
想
起
し
た
こ
と
に
よ
る
〔
同
―（
三
）〕。
柳
田
が
最
終
的
に
目
指
し

た
の
は
、「
生
物
学
的
」
と
「
社
会
学
的
」
の
両
人
類
学
の
「
二
面
協
力
」
で
あ
っ
た
。

　

次
に
考
古
学
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、「
考
古
学
を
も
人
類
学
の
一
部
」と
し
て「
広

義
の
人
類
学
」に
含
め
る
こ
と
を
明
言
す
る
一
方〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
八
ａ
―（
一
）〕、

「
今
の
流
行
の
日
本
人
類
学
」
は
「
殆
と
土
器
学
で
あ
る
」
と
、
体
質
人
類
学
と
考

古
学
と
の
重
複
を
も
示
唆
す
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
四
ｂ
―
（
一
）〕。
実
際
当
時
の

柳
田
は
、
日
本
の
人
類
学
に
お
け
る
考
古
学
の
位
置
づ
け
に
混
乱
を
感
じ
て
い
た
よ

う
で
、
考
古
学
が
「
其
方
法
」
を
「（
体
質
）
人
類
学
」
に
「
伝
授
」
し
た
た
め
に

「
頗
る
此
あ
た
り
の
縄
張
り
を
複
雑
な
も
の
と
し
た
」
と
、
後
に
述
懐
す
る
〔
一
覧

一
九
三
一
・
〇
九
ａ
―
（
一
）〕。

　

こ
う
し
た
混
乱
の
根
底
に
は
、「
考
古
学
」
と
い
う
名
称
自
体
が
、「
古
代
を
考
へ

る
手
段
が
」「
他
に
は
無
い
も
の
の
如
く
、
悲
観
せ
ら
れ
て
居
た
時
代
の
命
名
」
で

あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
〔
一
覧
一
九
二
五
・
〇
五
―
（
三
）〕。
こ
の
批
判
は
二
つ
の
方

向
性
を
持
つ
。
一
つ
は
「
古
代
を
考
へ
る
手
段
」
は
他
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、
今

一
つ
は
、
考
古
学
の
対
象
を
「
古
代
」
だ
け
に
限
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

第
一
の
批
判
に
は
、「
遺
物
」
の
範
疇
に
、
考
古
学
の
対
象
だ
け
で
は
な
く
、
言

語
や
思
惟
を
含
む
「
人
間
の
生
き
方
」「
生
活
の
様
式
」
な
ど
「
人
間
そ
の
も
の
」

も
含
ま
れ
る
と
の
認
識
が
あ
る
〔
一
覧
一
九
二
四
・
〇
六
ｂ
、
一
九
二
五
・
一
〇
〕。
そ

し
て
考
古
学
側
の
「
遺
物
」
の
扱
い
に
対
し
、
日
本
に
お
け
る
「
器
具
家
屋
」
の
素

材
と
し
て
「
綿
密
に
行
届
い
」
た
「
役
目
」
を
果
し
て
き
た
植
物
等
の
有
機
遺
物
を

無
視
し
、「
腐
ら
ぬ
遺
物
」
の
み
を
対
象
と
す
る
点
を
批
判
す
る
一
方
、
柳
田
側
の

緊
急
課
題
と
し
て
、「
人
間
そ
の
も
の
」
に
関
わ
る
「
無
形
遺
物
」
を
採
集
し
、
考

古
学
の
「
遺
物
」
研
究
と
「
相
助
け
」
る
必
要
を
説
く
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
四
ｂ
―

（
二
）〕。「
遺
物
」
と
い
う
資
料
概
念
の
共
有
に
よ
る
、
考
古
学
と
の
「
二
面
協
力
」

は
、
先
に
「
我
々
の
考
古
学
」
と
呼
ん
だ
観
念
〔
一
覧
一
九
一
九
・
〇
七
―
（
二
）〕
を

深
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
無
形
遺
物
」
の
採
集
が
、「
破
片
」
の
「
紋

様
」
や
「
包
含
層
」
な
ど
、当
時
層
位
発
掘
や
紋
様
研
究
を
進
展
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
、

考
古
学
の
土
器
研
究
〔
勅
使
河
原
一
九
八
八
〕
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
語
ら
れ
る
点
〔
一
覧

一
九
二
六
・
〇
四
ｂ
―
（
二
）〕
は
注
目
さ
れ
、
柳
田
が
、
一
方
で
「
土
器
学
」
と
批

判
し
な
が
ら
、
最
新
の
考
古
・
人
類
学
の
動
向
を
捉
え
て
い
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。

　

第
二
の
、考
古
学
と
い
う
方
法
が
「
所
謂
先
史
原
始
」
だ
け
で
な
く
「
中
世
近
世
」

に
も
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
批
判
は
〔
一
覧
一
九
二
五
・
一
〇
〕、先
の
「
有
史
以
前
」

国立歴史民俗博物館研究報告
第 202集　2017年 3月



359

［柳田國男における考古学認識の変遷］……林 正之

概
念
の
批
判
の
系
譜
を
引
く
。
柳
田
は
、
文
献
史
料
の
無
い
「
多
く
の
農
村
」
の
歴

史
を
「
有
史
以
前
」
で
は
な
く
「
有
史
以
外
」
と
す
る
見
方
を
あ
ら
た
め
て
掲
げ
、「
有

史
以
外
」
の
解
明
に
よ
り
「
地
方
の
人
」
に
と
っ
て
「
歴
史
」
は
「
夢
の
や
う
」
で

現
実
感
が
持
て
な
い
と
い
う
状
態
の
克
服
を
図
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
九
〕。
特
に

こ
の
時
期
頻
繁
に
訪
問
し
た
東
北
地
方
を
念
頭
に
、「
土
中
の
発
掘
物
」
と
「
徳
川

時
代
初
期
」
の
記
録
と
の
、「
中
間
」
の
「
空
」
の
部
分
の
「
補
欠
」
を
目
指
す
〔
一

覧
一
九
二
七
・
一
二
―（
一
）〕。
中
近
世
の
空
白
の
補
完
と
い
う
課
題
は「
塚
と
森
の
話
」

以
来
だ
が
〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
一
ｂ
―
（
一
七
）〕、「
古
い
時
代
」
の
側
の
突
端
で
あ
っ

た
「
王
朝
時
代
」
の
記
録
の
位
地
に
、
考
古
資
料
が
取
っ
て
代
っ
て
い
る
の
は
、
大

き
な
転
換
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
柳
田
の
人
類
学
に
お
け
る
実
践
的
目
的
は
、
人
類
学
全
般
の

レ
ベ
ル
で
は
体
質
人
類
学
と
、
過
去
の
遺
物
の
研
究
の
レ
ベ
ル
で
は
考
古
学
と
そ

れ
ぞ
れ
協
力
し
て
、
過
去
を
「
原
始
の
形
に
復
帰
さ
せ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
〔
一
覧

一
九
二
六
・
〇
八
ａ
―
（
二
）〕。
そ
の
際
「
比
較
」
と
い
う
方
法
が
重
視
さ
れ
、
喪
わ

れ
た
有
機
遺
物
の
復
元
に
も
、「
手
法
」「
形
状
」
と
そ
の
「
変
更
」
過
程
を
推
測
す

る
手
段
と
し
て
有
効
と
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
五
・
〇
五
―
（
三
）〕。

　

こ
う
し
た
見
解
は
、
こ
の
時
期
柳
田
自
身
の
中
で
、
主
要
な
物
質
文
化
に
対
す
る

解
釈
が
、
実
際
に
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
一
通
り
完
成
し
た
こ
と
の
自
信
に
よ
り
裏

打
ち
さ
れ
て
い
た
。「
誌
上
談
話
会
」（
六
）
に
お
い
て
、
現
存
す
る
各
地
の
民
家
の

構
造
や
名
称
の
比
較
に
よ
り
、
屋
敷
地
全
体
に
つ
い
て
は
、
主
屋
と
釜
屋
の
二
棟
分

立
を
核
と
し
た
「
分
立
式
」
屋
敷
地
が
「
一
つ
の
家
」
へ
統
合
さ
れ
る
過
程
が
〔
一

覧
一
九
二
四
・
〇
八
ａ
―
（
一
）〕、
個
々
の
家
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
入
口
側
の
「
出

居
」
と
奥
側
の
「
納
戸
」
の
二
室
構
造
か
ら
、
接
客
の
必
要
に
よ
り
、
奥
座
敷
を
付

設
し
田
の
字
形
間
取
り
へ
と
変
化
す
る
過
程
が
〔
同
―
（
二
）〕
各
々
想
定
さ
れ
る
。

漂
泊
の
鍛
冶
工
人
の
研
究
も
、
鉄
滓
を
出
土
す
る
「
カ
ナ
ク
ソ
塚
」
の
分
布
等
か

ら
、
こ
れ
ら
を
作
業
場
と
し
て
反
覆
的
に
利
用
す
る
営
業
形
態
が
想
定
さ
れ
〔
一
覧

一
九
二
五
・
〇
四
―
（
一
）〕、信
仰
や
舞
踊
の
比
較
か
ら
、彼
等
の
活
動
が
沖
縄
に
及
び
、

そ
の
国
家
形
成
の
一
要
因
た
る
鉄
製
農
工
具
の
普
及
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
〔
同
―
（
二
）〕、
一
応
の
完
成
を
見
る
。

　
「
比
較
」
の
視
野
は
、
広
く
海
外
の
考
古
学
的
成
果
に
も
及
び
、
ギ
リ
シ
ャ
・
エ

ジ
プ
ト
各
文
明
の
前
の
「
蒙
昧
時
代
」
と
「
北
欧
」
の
「
原
始
宗
教
」、
お
よ
び
現

代
の
民
族
誌
と
を
「
同
じ
卓
子
の
上
に
並
べ
」
た
上
で
「
文
化
の
偶
発
多
元
説
と
一

源
移
動
説
」
を
再
検
討
す
る
可
能
性
に
期
待
す
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
四
ａ
〕。
南

洋
研
究
で
肯
定
的
に
紹
介
さ
れ
た
、
エ
リ
オ
ッ
ト=

ス
ミ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
考
古
学

に
よ
る
単
純
な
伝
播
主
義
は
、こ
こ
で
は
既
に
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、ジ
ュ

ネ
ー
ブ
滞
在
中
に
実
践
し
た
考
古
学
的
手
法
は
、
こ
の
時
期
、
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
。

ま
ず
、
祭
礼
に
使
わ
れ
る
仮
面
に
つ
い
て
、
紋
章
の
研
究
と
同
様
、
写
真
の
集
成
を

試
み
る
も
、
仮
面
の
「
使
用
の
記
憶
」
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
上
、
演
目
全
体
の
面
の

組
合
せ
の
う
ち
一
部
し
か
残
存
せ
ず
、
年
代
も
「
四
五
百
年
」
前
し
か
遡
り
得
な
い

た
め
、
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
「
伎
芸
」
自
体
の
「
昔
の
心
持
」
と
必

ず
し
も
直
結
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、「
偶
然
に
残
っ
た
遺
物
」
だ
け
に
よ
っ
て
「
安

心
し
て
進
」
む
、
考
古
学
の
よ
う
な
方
法
論
で
は
、
仮
面
の
「
用
途
」
復
元
は
不
可

能
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
る
〔
一
覧
一
九
二
九
・
一
〇
ｂ
〕。
ま
た
、
母
子
神
像
に
つ

い
て
も
、
一
九
二
六
年
、
ロ
シ
ア
の
民
族
学
者
ス
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
に
よ
り
、
そ
の
存

在
の
世
界
的
普
遍
性
を
指
摘
さ
れ
、
エ
ト
ル
リ
ア
や
キ
リ
ス
ト
教
、
子
安
神
等
の
局

地
的
事
例
研
究
だ
け
で
は
、
単
な
る
「
遼
東
の
豕
」
の
よ
う
な
説
得
力
の
無
い
説
明

に
終
始
し
て
し
ま
う
と
い
う
限
界
を
自
覚
す
る
〔
一
覧
一
九
三
七
・
〇
一
―
（
一
）〕。

　

次
に
柳
田
は
、
人
類
学
の
国
際
学
会
に
お
け
る
日
本
の
強
み
を
、「
自
身
が
島
人
」

で
あ
る
た
め
に
「
島
人
」
独
自
の
「
或
感
覚
、或
特
徴
」
を
具
え
、島
嶼
に
暮
ら
す
人
々

の
「
生
活
法
則
」
の
「
会
得
」
に
適
し
て
い
る
こ
と
と
し
〔
一
覧
一
九
二
六
・
一
〇
―

（
一
）〕、「
太
平
洋
上
に
国
す
る
最
古
最
大
の
民
族
」
と
し
て
、
国
際
学
会
で
の
ニ
ッ

チ
を
確
保
し
て
行
く
必
要
性
を
説
く
。
こ
れ
は
、
太
平
洋
調
査
を
、「
平
和
的
侵
入

の
準
備
」
と
疑
わ
れ
て
外
国
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
〔
同
―
（
二
）〕、
汎
太
平
洋
学
術

会
議
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、会
議
で
日
本
語
が
使
え
な
い
な
ど
、
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日
本
の
学
術
の
国
際
的
劣
位
を
挽
回
す
る
た
め
の
、
切
実
な
も
の
で
も
あ
っ
た
〔
一

覧
一
九
二
六
・
一
一
ｂ
〕。

　

か
か
る
広
い
視
野
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
島
嶼
に
お
け
る
人
間
集
団
の
移
動
と
日

本
人
の
起
源
に
関
す
る
研
究
も
、
更
な
る
進
展
を
見
せ
る
。
ま
ず
、
日
本
人
と
「
太

平
洋
民
族
」
と
の
歴
史
的
関
係
が
、「
米
を
食
ふ
こ
と
」
を
中
心
に
「
刺
青
」「
腰

巻
」
な
ど
の
文
化
的
要
素
か
ら
、
よ
り
直
截
に
指
摘
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
四
・
〇
八

ｂ
〕。
ま
た
「
大
陸
」
の
「
民
族
移
動
」
が
、
他
民
族
の
侵
入
な
ど
に
よ
り
「
一
方

か
ら
押
さ
れ
れ
ば
」「
一
方
へ
退
く
」
他
律
的
で
連
続
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
海
上
」
の
そ
れ
は
、
人
口
過
剰
・
物
資
不
足
に
よ
る
不
満
が
、「
も
っ
と
好
い
島
」

へ
の
「
大
冒
険
」
へ
の
衝
動
を
惹
起
し
、「
夢
や
占
方
」
の
中
で
「
漂
泊
の
宗
教
」

と
し
て
現
れ
る
、
内
発
的
か
つ
間
歇
的
な
も
の
と
さ
れ
、
対
比
に
よ
り
そ
の
差
異

が
明
確
化
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
一
〇
―
（
四
）〕。
島
嶼
の
国
家
形
成
の
要
因
と

し
て
は
、
宗
教
の
他
に
、
日
本
の
船
か
ら
鉄
を
買
い
取
っ
た
「
察
度
」
な
ど
〔
一
覧

一
九
二
五
・
〇
四
―
（
二
）〕、「
外
国
と
交
通
を
開
」
き
「
後
援
を
得
た
」
男
性
指
導

者
の
存
在
が
、新
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
一
〇
―
（
五
）〕。
さ
ら
に
、

沖
縄
か
ら
の
渡
海
の
後
、
日
本
列
島
に
入
っ
て
か
ら
の
人
間
集
団
の
展
開
過
程
へ
と

考
察
が
進
め
ら
れ
、内
陸
河
川
に
沿
っ
た
農
耕
（
狩
猟
）
に
よ
る
開
発
と
、海
の
忘
却
・

忌
避
と
い
う
現
象
が
問
題
と
な
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
五
ａ
〕。
こ
れ
は
、
ま
ず
海

に
面
し
山
に
囲
ま
れ
た
「
孤
立
し
た
平
地
」
間
の
水
上
交
通
に
よ
る
連
絡
が
存
在

し
、
そ
の
後
、
海
を
拒
絶
す
る
「
農
業
目
的
の
移
民
」
に
よ
っ
て
、「
山
道
」
す
な

わ
ち
陸
上
交
通
が
開
か
れ
る
と
い
う
モ
デ
ル
へ
と
収
斂
す
る
〔
一
覧
一
九
二
六
・
一
〇

（
三
）〕。
な
お
、
日
向
地
域
に
お
い
て
、
日
本
「
中
央
部
」
か
ら
の
「
久
し
い
昔
」

か
ら
の
断
続
的
移
民
を
想
定
し
、
他
地
域
に
対
す
る
「
特
殊
」
な
「
日
向
式
」
の
要

素
の
存
在
を
否
定
し
た
「
文
化
史
上
の
日
向
」〔
一
覧
一
九
二
五
・
〇
六
〕
は
、
か
か

る
移
民
論
と
連
動
し
た
周
縁
地
域
の
歴
史
像
の
転
換
と
い
え
る
。

　

柳
田
の
問
題
意
識
は
、
学
界
の
み
で
は
な
く
、
国
際
的
な
政
治
・
経
済
情
勢
を
視

野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
局
的
に
は
、欧
米
に
よ
る
「
人
種
差
別
論
」

へ
の
対
抗
で
あ
り
〔
一
覧
一
九
二
五
・
〇
五
―
（
四
）〕、
よ
り
具
体
的
に
は
、
国
家
の

支
配
下
に
あ
る
少
数
民
族
の
復
権
・
尊
重
、
欧
米
の
排
斥
運
動
に
抗
し
た
日
本
人
海

外
移
民
の
生
活
の
安
定
等
で
あ
る
〔
赤
坂
二
〇
〇
〇
、柄
谷
二
〇
一
四
〕。
柳
田
は
、「
種

族
の
抵
触
」
は
あ
く
ま
で
「
政
治
」
で
あ
っ
て
、
実
態
と
し
て
の
「
種
の
異
同
」
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
「
血
」
も
「
宗
教
」
も
盛
ん
に
「
混
同
」
し
て
い

る
と
の
南
洋
研
究
以
来
の
認
識
を
深
め
〔
同
―
（
二
）〕、
こ
う
し
た
「
民
族
」「
人

種
」
が
錯
綜
す
る
現
実
に
適
応
す
る
必
要
性
を
説
き
、「
純
種
」
を
重
視
す
る
「
学
問
」

側
と
は
、
や
や
立
場
を
異
に
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
〔
一
覧
一
九
二
五
・
〇
三
〕。

　

一
九
二
六
年
の
「
眼
前
の
異
人
種
問
題
」
で
は
、
東
北
地
方
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民

族
の
残
存
や
、
そ
の
前
身
（「
従
兄
弟
」）
た
る
「
蝦
夷
」
の
、
関
東
以
西
へ
の
強
制

移
住
に
伴
う
日
本
人
へ
の
文
化
的
な
影
響
を
、「
美
質
」「
長
処
」
な
ど
と
し
て
肯
定

的
に
指
摘
す
る
が
〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
八
ｂ
〕、
こ
れ
は
題
名
が
語
る
通
り
、
日
本

に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
地
位
と
役
割
を
、
歴
史
的
に
尊
重
す
る
意
図
の
も
と
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

論
点
の
国
内
化

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
七
年
の
「
東
北
研
究
の
意
義
」
で
は
、
東
北
地
方
に
お
け
る

ア
イ
ヌ
民
族
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
転
換
す
る
。
す
な
わ
ち
、
東
北
地
方
に
お
い

て
も
「
文
化
史
上
の
日
向
」
と
同
様
、「
中
央
」
か
ら
の
頻
繁
な
移
住
が
想
定
さ
れ
、

ア
イ
ヌ
民
族
と
の
連
絡
は
、
折
り
重
な
る
移
民
の
「
社
会
層
」
の
「
一
番
底
」
に
あ

る
の
み
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
二
七
・
一
二
―
（
二
）、（
四
）〕。
そ
の
流
入

経
路
と
し
て
は
、
日
本
海
側
を
入
口
と
し
、「
南
部
の
北
部
」、
特
に
三
陸
沿
岸
を

末
端
と
す
る
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
る
〔
同
―
（
三
）〕。
こ
れ
は
、『
蝸
牛
考
』〔
柳
田

一
九
二
九
〕
に
お
け
る
方
言
周
圏
論
と
一
体
を
成
す
モ
デ
ル
と
い
え
る
。
こ
う
し
た

転
換
に
、
赤
坂
憲
雄
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
柳
田
の
東
北
史
観
に
お
け
る
、「
異
族

の
血
や
文
化
」
の
「
追
放
」、「
北
の
異
族
・
ア
イ
ヌ
と
の
訣
れ
」
と
し
て
の
側
面
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
〔
赤
坂
二
〇
〇
〇
・
二
二
三
頁
〕。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
は
、
そ
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の
存
在
を
抹
消
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
重
層
す
る
い
く
つ
も
の
日
本
人

の
、
最
深
部
へ
と
後
退
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
柳
田
が
強
調
し
た
か
っ
た

の
は
、「
後
か
ら
入
っ
た
」
移
民
に
よ
る
先
住
者
の
「
制
禦
」
の
恒
常
化
に
よ
る
「
エ

キ
ス
プ
ロ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
搾
取
）」
の
構
造
で
あ
り
〔
同
―
（
四
）〕、
そ
こ
に
、
現

代
の
東
北
地
方
の
苦
境
を
歴
史
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
看
取
で
き
る
。

　

同
じ
く
先
住
民
に
関
し
て
、『
山
の
人
生
』
は
、「
原
住
民
」
と
し
て
の
「
山
人
」

の
存
在
自
体
は
認
め
て
い
る
が〔
一
覧
一
九
二
六
・
一
一
ａ
―（
二
）〕、そ
の
主
題
は「
ふ

ら
ふ
ら
と
山
に
入
っ
て
行
く
癖
」
が
、「
色
々
の
民
族
」
に
も
あ
る
の
か
、「
日
本
人

に
ば
か
り
」
の
現
象
な
の
か
と
い
う
、
人
類
学
の
国
際
的
比
較
の
実
践
に
置
か
れ
る

〔
同
―
（
一
）〕。
従
っ
て
現
代
に
お
け
る
山
人
の
存
否
は
も
は
や
問
題
で
は
な
く
、「
征

服
」
に
よ
っ
て
「
原
住
民
」
か
ら
、「
火
」
や
「
穀
物
」
な
ど
の
「
幸
福
」
を
「
奪
っ
た
」

と
い
う
原
罪
意
識
に
根
差
し
た
、
原
住
民
側
の
「
憤
怒
」
へ
の
「
畏
れ
」
と
、
山
に

接
す
る
日
本
人
の
「
古
来
の
不
安
」、
ひ
い
て
は
「
土
地
神
の
信
仰
」
と
の
関
係
の
、

心
性
史
的
な
説
明
が
中
心
と
な
る
〔
同
―
（
二
）〕。
す
な
わ
ち
先
住
民
「
山
人
」
の

存
在
は
、
日
本
国
内
の
人
々
の
個
別
的
な
心
性
、
特
に
「
不
安
」
に
関
わ
る
負
の
心

性
の
、
い
わ
ば
「
一
番
底
」
へ
と
潜
行
し
た
形
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
九
二
七
年
を
前
後
と
す
る
時
期
は
、
先
住
民
と
の
直
接
接
触
と
い

う
論
点
が
背
景
に
退
く
代
わ
り
に
、
日
本
人
内
部
の
人
間
集
団
の
多
様
な
重
な
り
方

が
問
題
に
な
り
、議
論
の
国
内
化
と
も
い
え
る
現
象
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
「N

ational

な
人
類
学
」
の
必
然
的
帰
結
と
も
い
え
る
が
、
同
時
に
、
背
景
に
踏
ま
え
る
問
題
が
、

人
種
差
別
へ
の
対
抗
や
人
類
学
の
構
築
と
い
っ
た
国
際
的
視
点
か
ら
、
恐
慌
に
伴
う

社
会
不
安
等
、
国
内
的
問
題
へ
と
推
移
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
も
見
ら
れ
、
次
画

期
へ
の
過
渡
期
を
成
す
も
の
と
い
え
る
。

　

国
内
の
研
究
・
公
開
・
教
育
体
制
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
こ
の
時
期
に
な
さ
れ

る
。
一
九
二
七
年
の
東
北
旅
行
に
お
い
て
、
柳
田
は
、
秋
田
考
古
会
の
年
会
を
事
前

連
絡
な
し
で
訪
問
し
、翌
年
の
菅
江
真
澄
没
後
一
〇
〇
年
祭
の
開
催
を
打
診
す
る
が
、

そ
の
際
、
菅
江
真
澄
を
秋
田
県
に
お
け
る
考
古
学
の
「
創
設
者
の
一
人
」
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
〔
一
覧
一
九
二
八
・
〇
九
―
（
一
）〕。
翌
年
の
百
年
祭
の
講
演
で
は
、
真

澄
『
遊
覧
記
』
中
の
、「
二
三
百
年
前
」
の
埋
没
家
屋
（
実
際
に
は
一
〇
世
紀
初
頭

の
十
和
田
噴
火
に
よ
る
土
石
流
で
埋
没
し
た
）
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
〔
同

―
（
二
）〕、
こ
れ
は
、
柳
田
が
考
古
学
に
求
め
た
、
植
物
性
遺
物
の
重
視
、
対
象
の

中
近
世
へ
の
拡
張
と
い
う
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
、
考
古
学
と
「
両
々
相
助
け
」
る

〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
四
ｂ
―
（
二
）〕
可
能
性
を
拓
く
象
徴
的
遺
跡
と
映
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
他
方
、
秋
田
・
宮
城
に
お
け
る
地
方
史
研
究
団
体
の
、「
レ
ジ
オ
ナ
リ
ズ
ム
」

に
よ
る
孤
立
傾
向
を
も
危
惧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
考
古
学
が
こ
れ
ら
の
研
究
団
体

の
結
成
動
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、自
ら
各
団
体
の
「
研
究
の
連
絡
」「
結

果
の
交
換
を
す
る
機
関
」
を
作
る
端
緒
と
な
る
べ
く
〔
一
覧
一
九
二
九
・
一
一
〕、
考

古
学
と
自
分
野
と
の
媒
介
と
し
て
、
菅
江
真
澄
と
い
う
存
在
に
着
目
し
た
も
の
と
言

え
よ
う
。

　

博
物
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
期
相
次
い
で
主
張
が
な
さ
れ
る
。
帝
室

博
物
館
に
つ
い
て
は
、
主
に
展
示
・
公
開
体
制
の
面
で
、
現
況
の
不
備
と
学
術
機
関

と
し
て
の
充
実
が
説
か
れ
る
〔
一
覧
一
九
二
八
・
〇
八
〕。
他
方
、郷
土
館
に
つ
い
て
は
、

そ
の
存
在
自
体
の
限
界
が
厳
し
く
指
摘
さ
れ
る
。
ま
ず
、
一
定
の
選
択
と
解
釈
が
は

た
ら
か
ざ
る
を
え
な
い
陳
列
「
遺
物
」
が
、
来
館
者
に
は
、「
祖
先
の
生
活
」
の
「
主

要
な
部
分
」
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
、「
遺
物
」
の
「
相
互
の
間
を
つ
な
ぐ
」
無
形
の

コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
考
慮
す
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
、
さ
ら
に
郷
土
館
と
い
う

「
固
定
し
た
も
の
」
自
体
、そ
の
展
示
空
間
の
完
結
性
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
性
の
た
め
に
、

館
外
に
現
存
す
る
実
地
の
「
生
き
た
資
料
」
に
対
す
る
関
心
を
、
却
っ
て
薄
め
て
し

ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る〔
一
覧
一
九
二
九
・
〇
一
―（
一
）〕。
こ
う
し
た
欠
点
に
対
し
、

家
庭
・
学
校
に
よ
る
博
物
館
で
の
効
果
的
な
指
導
な
ど
、
人
的
レ
ベ
ル
で
の
改
善
の

必
要
が
説
か
れ
る
〔
同
―
（
二
）、（
三
）〕。

　

具
体
的
な
物
質
文
化
に
関
す
る
検
証
も
、
こ
の
時
期
国
内
問
題
を
意
識
し
た
形
と

な
る
。「
農
村
家
族
制
度
と
慣
習
」〔
一
覧
一
九
二
七
・
〇
九
〕
で
は
、「
奈
良
朝
以
前
」

か
ら
の
家
族
や
村
落
等
の
共
同
体
に
お
け
る
紐
帯
の
沿
革
が
示
さ
れ
る
が
、
共
食
に
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よ
り
「
共
同
観
念
を
植
ゑ
つ
け
る
」
た
め
の
結
節
点
と
し
て
、「
カ
マ
ド
」
や
「
鍋
」

と
い
う
物
質
文
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
昭
和
初
頭
の
農
村
に
お

け
る
、
不
在
地
主
と
小
作
人
間
の
対
立
に
対
し
、
歴
史
的
分
析
に
よ
り
そ
の
解
決
を

模
索
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
三
）「
一
国
民
俗
学
」の
確
立
と
、
考
古
学
と
の
対
抗
的
共
存（
一
九
二
九
〜
）

考
古
学
と
の
棲
み
分
け
の
完
成

　

一
九
二
四
年
以
来
、「
遺
物
」
と
い
う
範
疇
の
考
古
学
以
外
へ
の
拡
張
の
必
要

性
は
繰
り
返
し
説
か
れ
て
き
た
が
、「
東
北
と
郷
土
研
究
」
は
、「
遺
物
」
の
範
囲

お
よ
び
分
類
を
確
定
し
、
そ
の
中
に
考
古
学
と
、
柳
田
の
専
門
と
す
る
分
野
と
の

棲
み
分
け
を
明
示
し
た
点
に
於
い
て
、
大
き
な
画
期
を
成
す
も
の
で
あ
る
〔
一
覧

一
九
二
九
・
〇
九
―
（
二
）〕。
す
な
わ
ち
考
古
学
が
対
象
と
す
る
有
形
の
「
遺
物
」
に

並
立
す
る
も
の
と
し
て
、「
民
間
無
形
遺
物
」
と
い
う
範
疇
が
設
け
ら
れ
、「
目
に
つ

く
」
部
分
だ
け
で
理
解
で
き
る
「
行
為
遺
物
」、「
言
語
知
識
」
が
な
く
て
は
理
解
で

き
な
い
「
言
語
遺
物
」、「
同
じ
空
気
と
食
物
で
」「
共
に
育
っ
た
者
」
に
し
か
わ
か

ら
な
い
「
純
無
形
の
遺
物
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
行
為
遺
物
」

を
対
象
と
す
る
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」・「
民
俗
誌
」・（
広
義
の
）「
民
俗
学
」（
ド

イ
ツ
の
「
諸
国
民
俗
学
」）
と
、「
純
無
形
の
遺
物
」
を
対
象
と
す
る
「
自
国
民
俗
学
」

と
い
う
区
分
が
示
さ
れ
る
。

　

続
く
「
社
会
人
類
学
の
方
法
及
び
分
類
」
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
繰
り
返
し
で
あ
る

が
〔
一
覧
一
九
三
〇
・
〇
五
〕、
視
野
を
人
類
学
全
般
に
拡
張
し
、「
体
質
人
類
学
」
に

対
す
る
「
社
会
人
類
学
」
の
内
部
の
区
分
と
し
て
、「
有
形
の
も
の
」
を
対
象
と
す

る
考
古
学
、「
無
形
の
も
の
」
を
対
象
と
す
る
う
ち
、
外
観
に
よ
る
「
旅
人
の
民
族

学
」、
聴
き
取
り
に
よ
る
「
滞
在
者
の
民
族
学
」、「
感
覚
」
の
共
有
に
よ
る
「
郷
人

の
民
族
学
」（=

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
社
会
人
類
学
」）
の
区
分
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
人
類
学
の
中
で
の
考
古
学
の
一
応
の
位
置
づ
け
が
完
了
し
た
と
い
え
る
。
ま

た
柳
田
自
身
が
特
に
専
門
と
す
る
分
野
も
、
生
活
感
覚
の
共
有
と
い
う
、
い
わ
ば
エ

ミ
ッ
ク
な
視
点（「
内
か
ら
の
眼
差
し
」〔
永
池
二
〇
〇
九
・
三
七
頁
〕）に
立
つ「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
社
会
人
類
学
」
と
し
て
、
明
確
な
定
義
と
名
称
を
与
え
ら
れ
、
考
古
学
や
、

外
部
者
に
よ
る
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
視
点
（「
外
か
ら
の
眼
差
し
」〔
永
池
二
〇
〇
九
・
三
七

頁
〕）
に
立
つ
他
の
二
分
野
と
抵
触
せ
ず
、
対
抗
的
に
共
存
す
る
と
い
う
見
取
り
図

が
一
通
り
完
成
す
る
。
一
九
三
〇
年
を
境
に
、研
究
対
象
を
、考
古
学
側
に
近
い
「
遺

物
」
と
い
う
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
や
（「
無
形
遺
物
」
が
「
無
形
の
も
の
」
と
呼
び
換

え
ら
れ
る
）、「
考
古
学
」
と
い
う
名
称
自
体
へ
の
批
判
が
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
こ

れ
も
、
学
問
の
枠
組
み
の
中
で
の
対
抗
的
共
存
に
基
づ
く
、
相
互
不
干
渉
を
意
識
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
や
は
り
一
九
三
〇
年
、
上
述
の
転
換
と
連
動
す
る
よ
う
に
、「
最
近
頓
に

勃
興
し
て
来
た
考
古
学
」
が
「
三
千
年
も
昔
の
こ
と
」
に
「
意
外
に
も
種
々
の
解

決
を
与
へ
て
」
い
る
〔
一
覧
一
九
三
〇
・
〇
三
―
（
一
）〕
と
の
、
考
古
学
の
発
展
を
一

定
程
度
評
価
す
る
傾
向
が
現
れ
る
。
そ
の
直
接
の
要
因
は
、
東
京
で
の
舟
の
出
土

（
一
九
二
九
年
、
埼
玉
県
草
加
市
で
の
丸
木
舟
出
土
〔
高
橋
一
九
八
八
〕
を
指
す
か
）

に
よ
り
、
考
古
学
が
植
物
性
の
遺
物
を
も
対
象
に
含
み
、
柳
田
が
、
海
上
の
人
の
移

動
の
指
標
と
し
て
『
海
南
小
記
』
以
来
特
に
重
視
し
て
き
た
船
の
問
題
に
関
し
て

も
、「
我
々
に
援
助
を
与
へ
る
」
可
能
性
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
〔
同
―
（
二
）〕。

以
後
、
自
身
の
研
究
姿
勢
を
考
古
学
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
語
る
際
に
も
、
言
語
の
変
化

に
よ
り
方
言
の
「
表
面
採
集
」
が
困
難
に
な
り
、「
計
画
あ
る
発
掘
事
業
の
如
き
も

の
」
へ
と
進
む
べ
き
で
あ
る
な
ど
、
考
古
学
側
の
調
査
体
制
の
整
備
を
念
頭
に
置
い

た
表
現
が
な
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
三
一
・
〇
九
ｂ
〕。『
民
間
伝
承
論
』
で
、
考
古
学
の

「
新
興
の
気
風
」
が
「
次
に
生
れ
た
る
学
問
を
誘
導
し
た
」
と
い
う
の
は
、
常
に
考

古
学
と
の
対
照
を
意
識
し
、
そ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
自
ら
を
表
現
し
て
き
た
、
柳
田
自

身
の
民
俗
学
創
出
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
〔
一
覧
一
九
三
四
・
〇
八
―
（
二
）〕。「
文

化
運
搬
の
問
題
」
で
は
、
最
も
鋭
く
対
立
し
て
き
た
塚
に
つ
い
て
さ
え
、「
問
へ
ば
」

「
何
物
か
を
答
へ
て
呉
れ
」
る
の
は
「
考
古
学
の
お
蔭
」
と
述
べ
る
に
至
る
〔
一
覧

一
九
三
四
・
一
一
―
（
二
）〕。
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し
か
し
、
こ
う
し
た
好
意
的
評
価
は
、
新
た
な
批
判
と
表
裏
を
成
す
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
歴
史
学
と
の
関
係
に
お
い
て
鮮
明
に
な
る
。
柳
田
は
、「
石
器
時
代

か
ら
百
姓
一
揆
」
の
中
間
の
空
白
を
埋
め
、「
戦
争
」「
大
事
件
」「
英
雄
」
に
よ
る

歴
史
を
克
服
し
て
「
郷
土
史
」
を
描
く
と
い
う
〔
一
覧
一
九
三
〇
・
〇
九
〕
前
画
期
以

来
の
企
図
を
堅
持
し
て
い
た
。
一
九
二
九
年
の
「
聟
入
考
」
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
お

り
、
そ
の
た
め
に
は
、「（
文
献
）
史
学
」
側
の
「
補
助
諸
学
科
」
へ
の
敬
遠
に
よ
る

「
太
古
史
」
と
「（
文
献
）
史
学
」
の
没
交
渉
の
た
め
に
、「
地
方
史
」
の
う
ち
、
古

い
側
の
「
突
端
の
一
角
」
が
「
古
墳
発
掘
者
」
に
よ
り
「
占
領
」
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
は
、中
間
の
空
白
を
招
く
要
因
と
し
て
打
破
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

文
字
の
有
無
に
よ
り
「
有
史
以
前
以
後
」
を
大
雑
把
に
区
分
す
る
史
観
を
排
し
、「
百

姓
の
生
活
」
の
レ
ベ
ル
で
「
書
契
以
前
」
と
文
字
と
の
「
相
交
錯
」
す
る
「
有
史
以

外
」
と
い
う
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
考
古
学
か
ら
の
「
援
助
」
の
必

要
も
そ
こ
に
あ
っ
た
〔
一
覧
一
九
二
九
・
一
〇
ａ
〕。

　

と
こ
ろ
が
「
郷
土
研
究
の
将
来
」
で
は
、
実
際
の
考
古
学
の
隆
盛
が
、
却
っ
て

「
太
古
史
の
み
」
の
「
流
行
」
を
招
い
て
「
上
世
の
物
の
始
ま
り
」
へ
の
「
起
源
論
」

志
向
を
一
層
煽
っ
て
お
り
、「
中
世
以
後
」「
有
史
以
外
」
に
よ
る
「
郷
土
史
」
は
、

依
然
と
し
て
「
空
」
の
ま
ま
で
、
そ
の
部
分
を
担
当
す
べ
き
「
民
俗
学
」
が
、「
考

古
学
人
類
学
」
に
益
々
「
遅
れ
」
を
と
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
焦
燥
が
吐
露
さ
れ
る

〔
一
覧
一
九
三
一
・
〇
九
ａ
―（
一
）、（
二
）〕。「
国
語
史
論
」
で
は
、
こ
う
し
た
現
象
が

「
地
方
」
の
民
間
レ
ベ
ル
に
ま
で
拡
張
し
、
大
規
模
土
木
工
事
に
伴
う
遺
物
の
発
見

が
、
日
本
人
起
源
に
関
す
る
巷
説
、
特
に
ア
イ
ヌ
民
族
と
安
易
に
結
び
附
け
ら
れ
、

「
ア
イ
ヌ
が
住
み
石
器
・
土
器
を
使
用
し
」
た
な
ど
の
「
古
代
」
に
関
す
る
漠
然
と

し
た
言
説
が
、「
歴
史
」
と
同
一
視
さ
れ
る
風
潮
へ
の
危
惧
が
表
明
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
三
四
・
〇
四
〕。「
東
北
農
村
の
構
成
」
で
、「
ア
イ
ヌ
の
血
が
奥
羽
農
民
の
中
に

流
れ
て
居
る
も
の
と
は
想
像
し
て
居
な
い
」
と
し
て
、
一
九
二
七
年
の
「
東
北
研
究

の
意
義
」
の
主
旨
が
先
鋭
化
さ
れ
る
の
も
〔
一
覧
一
九
三
二
・
〇
一
〕、
こ
れ
を
承
け

た
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
「
神
送
り
と
人
形
」
で
は
、
日
本
に
お
け
る
起
源
論

全
般
に
対
し
て
、「
人
の
天
然
の
性
」
に
関
わ
る
普
遍
的
な
要
素
と
、「
歴
史
」
的
要

因
に
よ
り
二
次
的
に
変
化
し
た
要
素
と
を
峻
別
せ
ず
、「
中
間
の
生
育
過
程
の
片
端
」

を
「
最
初
の
も
の
」
と
「
誤
解
」
す
る
、
理
論
と
展
望
の
欠
如
が
批
判
さ
れ
る
〔
一

覧
一
九
三
四
・
〇
七
〕。
一
九
三
四
年
『
民
間
伝
承
論
』
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
考
古

学
へ
の
高
評
価
も
、
対
象
を
「
矢
の
根
石
の
時
代
に
限
る
」
日
本
の
考
古
学
・
人
類

学
に
対
し
、「
昔
話
の
研
究
」
を
め
ぐ
り
「
言
語
」
や
「
古
文
献
」
と
も
連
携
す
る

点
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
三
四
・
〇
八
―
（
三
）〕。

　

し
か
し
柳
田
は
、
も
は
や
こ
う
し
た
状
況
が
、「
果
無
し
話
」
の
よ
う
に
膨
大
な

研
究
対
象
と
整
理
作
業
の
中
で
、
多
く
の
学
者
が
「
個
々
の
遺
跡
の
寸
法
を
取
る
の

に
一
生
を
暮
ら
」
す
〔
一
覧
一
九
三
一
・
〇
九
ａ
―
（
三
）〕
と
い
う
、
容
易
に
は
改
善

し
得
な
い
研
究
の
経
営
構
造
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
ま
た

考
古
学
の
資
料
自
体
、
柳
田
に
と
っ
て
は
限
界
を
持
つ
も
の
と
映
っ
て
い
た
。
柳
田

は
、「
村
を
観
ん
と
す
る
人
の
為
に
」以
来
の
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク=

エ
リ
ス
に
よ
る
悉
皆
的
・

統
計
的
発
掘
調
査
の
理
想
を
再
び
引
用
し
、
考
古
学
の
資
料
が
、「
偶
然
」
に
よ
る

〔
一
覧
一
九
一
八
・
一
一
ｂ
―
（
一
）、
一
九
二
九
・
一
〇
ｂ
〕「
僅
か
な
る
一
標
本
」
に
過

ぎ
な
い
こ
と
を
再
確
認
す
る
〔
一
覧
一
九
二
九
・
〇
九
―
（
一
）〕。
そ
し
て
結
局
、
考

古
学
の
よ
う
な
、「
確
定
し
た
事
実
」
か
ら
の
「
類
推
」
と
い
う
手
段
を
自
ら
は
と

ら
な
い
と
の
方
針
を
、
当
初
か
ら
堅
持
す
る
〔
一
覧
一
九
三
〇
・
〇
三
―
（
一
）〕。
そ

の
よ
う
に
言
い
切
る
だ
け
の
自
信
が
、
こ
の
時
期
の
柳
田
に
は
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、個
々
の
具
体
的
な
物
質
文
化
に
対
す
る
議
論
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、

考
古
学
的
事
象
を
も
包
摂
し
つ
つ
、
考
古
学
と
は
異
な
る
方
法
論
と
結
論
と
が
（
今

日
に
お
け
る
当
否
は
別
と
し
て
）
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
は
、
墳
墓
と
土
器
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。

　
「
葬
制
の
沿
革
に
つ
い
て
」
で
は
、
日
本
の
葬
制
の
原
点
と
し
て
、
遺
体
の
保
存

で
は
な
く
、「
魂
」
の
永
続
を
信
じ
「
魂
」
を
「
骸
」
か
ら
「
引
離
し
て
、
自
由

を
得
さ
せ
」
る
た
め
に
放
置
す
る
「
オ
キ
ツ
ス
タ
ヘ
」
の
思
想
を
想
定
し
〔
一
覧

一
九
二
九
・
〇
六
―
（
二
）〕、「
オ
キ
ツ
ス
タ
ヘ
」
を
経
た
の
ち
「
記
念
の
保
存
」
の
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た
め
改
葬
す
る「
第
二
次
の
葬
処
」と
し
て「
墓
」を
位
置
付
け
る
。
そ
の
上
で
沖
縄
・

日
本
列
島
に
お
け
る
各
地
の
事
例
か
ら
、
様
々
な
段
階
に
お
け
る
過
去
の
形
態
の
残

存
を
見
出
し
、
そ
れ
を
時
系
列
的
に
整
序
す
る
と
い
う
家
屋
・
屋
敷
地
の
研
究
以
来

の
方
法
論
に
よ
り
、
葬
制
の
変
遷
を
想
定
す
る
。
ま
ず
「
第
二
次
の
葬
処
」
造
営
に

は
、
当
初
「
少
数
の
優
れ
た
人
た
ち
」
と
「
常
民
」
と
の
間
に
差
別
が
あ
り
、
そ
の

例
と
し
て
、
古
墳
と
沖
縄
の
洗
骨
葬
が
挙
げ
ら
れ
る
〔
同
―
（
三
）〕。
そ
の
後
、「
家

門
」
の
勃
興
と
「
家
族
関
係
の
平
等
化
」
に
応
じ
て
、
上
位
者
の
墓
制
を
模
倣
す
る

志
向
が
、
死
ん
で
か
ら
間
も
な
い
為
「
威
圧
」
が
よ
り
強
い
死
者
（「
新
人
」）
に
よ

る
、「
お
れ
も
あ
の
通
り
に
し
て
祭
れ
」と
い
う
圧
力
と
し
て
発
現
し
、「
第
二
の
葬
所
」

が
激
増
す
る
〔
同
―
（
四
）〕。
他
方
、
人
口
増
加
に
よ
る
居
住
域
・
交
通
網
の
拡
大

と
「
あ
だ
し
野
の
光
景
」
へ
の
忌
避
は
〔
同
―
（
二
）〕、次
第
に
墓
域
の
不
足
と
「
遺

骨
の
保
管
」
の
「
困
難
」
を
来
し
、
結
果
、「
改
葬
の
儀
式
」
は
省
略
さ
れ
、「
山
作

り
の
風
」
も
衰
退
す
る
。
し
か
し
、
遺
体
か
ら
離
れ
た
魂
が
「
祖
霊
」
と
し
て
永
続

す
る
と
い
う
信
仰
の
根
底
は
変
わ
ら
ず
、
そ
の
延
長
上
に
、
遺
体
の
損
壊
が
不
可
避

な
火
葬
・
土
葬
が
受
容
さ
れ
る
〔
同
―
（
四
）〕。「
塚
と
森
の
話
」
以
来
、
い
か
に
位

置
づ
け
る
か
が
懸
案
と
な
っ
て
き
た
古
墳
と
い
う
考
古
資
料
が
、
物
質
文
化
に
対
す

る
方
法
論
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
画
期
と
言
え
る
。
そ
れ
は
決
し

て
、
古
墳
を
塚
の
一
部
と
し
て
見
る
従
来
の
見
解
に
、
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。

　

次
に
土
器
に
つ
い
て
は
、「
村
の
揺
籃
イ
ズ
メ
の
話
」
で
、
考
古
遺
物
や
民
族
誌

に
よ
る
知
見
か
ら
、
土
器
の
粘
土
紐
巻
上
げ
成
形
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
〔
一
覧

一
九
三
四
・
〇
三
―
（
一
）〕。
柳
田
は
、
こ
の
成
形
技
法
が
、
藁
製
の
揺
り
か
ご
（
イ

ズ
メ
）
を
製
作
す
る
際
の
、藁
縄
を
円
形
に
巻
き
上
げ
る
製
法
に
通
じ
、さ
ら
に
「
物

を
円
形
に
た
わ
め
な
が
ら
巻
く
」
こ
と
を
意
味
す
る
「
ツ
グ
ラ
」
の
語
が
、蛇
の
「
ト

グ
ロ
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
円
形
容
器
や
巻
上
げ
技
法
と

蛇
の
「
ト
グ
ロ
」
と
を
連
想
さ
せ
る
、「
皿
ヲ
巻
ク
」「
コ
シ
キ
ヲ
巻
ク
」
な
ど
の
各

地
の
方
言
を
網
羅
し
、
巻
上
げ
技
法
に
よ
る
円
形
容
器
全
般
の
根
底
に
、
蛇
が
円
形

に
蟠
る
モ
チ
ー
フ
の
全
国
的
な
共
有
が
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
〔
同
―

（
二
）〕。強
引
な
連
想
ゲ
ー
ム
で
は
あ
る
が
、各
地
の
事
例
の
時
系
列
的
整
序
の
中
に
、

考
古
遺
物
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
名
称
や
名
称
に
込
め
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
ま
で
含
ま
れ

た
点
は
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
容
器
と
い
う
物
質
文
化
が
、
そ
の
形
式
・
様
式

に
基
づ
く
集
団
の
差
異
の
指
標
と
し
て
で
は
な
く
、
文
化
の
等
質
性
を
言
う
た
め
の

一
根
拠
と
さ
れ
て
お
り
、
米
の
調
理
、
育
児
・
女
性
労
働
等
、
社
会
全
般
に
関
わ
る

問
題
へ
と
展
開
す
る
可
能
性
を
も
胚
胎
す
る
。

考
古
学
と
の
対
位
法
に
よ
る
一
国
民
俗
学
の
完
成

　

一
九
二
〇
年
代
末
に
始
ま
る
一
連
の
転
換
は
、
一
九
三
四
〜
三
五
年
の
間
に
、
纏

ま
っ
た
展
望
へ
と
綜
合
さ
れ
る
。

　
「
一
国
民
俗
学
」
を
明
確
に
定
義
し
た
最
初
期
の
論
考
の
一
つ
と
さ
れ
る
〔
伊
藤

二
〇
〇
二
、
佐
藤
二
〇
一
五
〕『
民
間
伝
承
論
』
で
は
、「
社
会
人
類
学
の
方
法
お
よ

び
分
類
」〔
一
覧
一
九
三
〇
・
〇
五
〕
で
一
応
確
立
さ
れ
た
棲
み
分
け
が
、
実
は
決
し

て
安
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
社
会
人
類
学
」
が
、「
一
国
の
民
俗
学
」
と
「
世
界

人
類
の
フ
オ
ク
ロ
ア
」
を
同
時
に
包
摂
し
た
た
め
に
、
分
野
全
体
の
歩
調
が
そ
ろ
わ

ず
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、
ま
ず
「
一
国
民
俗
学
」
を
確
立
す

る
こ
と
で
、「
世
界
民
俗
学
の
素
地
を
用
意
」
す
る
と
い
う
戦
略
が
立
て
ら
れ
る
〔
一

覧
一
九
三
四
・
〇
八
―
（
四
）〕。
佐
藤
健
二
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
一
国
」
は
、
あ

く
ま
で
便
宜
的
な
、
研
究
の
「
素
材
の
あ
り
か
の
生
態
学
的
な
限
定
」
で
あ
り
〔
佐

藤
二
〇
一
五
・
二
二
三
頁
〕、
決
し
て
日
本
国
家
の
内
部
に
自
閉
す
る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
視
野
を
「
一
国
」
外
へ
と
広
げ
る
こ
と
が
最
終
目
標
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
同
書
で
は
、
続
い
て
視
野
を
人
類
学
全
般
に
広
げ
、
体
質
人
類
学
と
、
民
俗
学

等
「
精
神
」
方
面
の
人
類
学
諸
分
野
と
の
、
方
法
論
の
共
有
に
よ
る
連
携
の
不
全
に

つ
い
て
、
骨
格
の
み
に
「
問
題
の
選
り
食
い
」
を
す
る
体
質
人
類
学
側
と
、
体
系
的

方
法
論
を
も
た
ず
「
異
時
異
所
の
認
識
」
を
恣
意
的
に
利
用
す
る
民
俗
学
側
と
い
う
、

「Ethnology
と
は
何
か
」〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
五
ｂ
〕
以
来
の
論
旨
が
反
覆
さ
れ
、
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議
論
の
停
滞
が
露
呈
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、体
質
人
類
学
に
も
考
古
学
と
同
様「
上

代
偏
重
、
起
原
論
熱
中
」
の
中
、「
発
見
が
余
り
に
多
く
」「
切
上
げ
て
外
に
廻
る
」

余
裕
が
な
い
状
況
が
指
摘
さ
れ
、
遂
に
「
爰
は
御
連
中
に
任
せ
」「
新
し
い
人
を
待
」

つ
と
い
う
諦
念
が
示
さ
れ
る
。
結
局
「
此
方
」
す
な
わ
ち
民
俗
学
側
が
「
目
覚
め
」

る
こ
と
が
優
先
課
題
と
さ
れ
、
人
類
に
「
日
本
人
や
蝦
夷
人
」
の
区
別
を
生
じ
る
ま

で
の
「
変
化
し
た
迄
の
経
過
」
を
、
個
人
的
「
気
風
や
習
癖
」・
集
団
的
「
信
仰
や

自
然
観
」
の
中
か
ら
「
た
ま
た
ま
選
択
し
た
一
種
の
生
き
方
」
と
い
う
内
面
的
要
因

に
よ
っ
て
説
明
す
る
可
能
性
を
模
索
す
る
方
向
が
示
さ
れ
る
〔
同
―
（
五
）〕。
以
後
、

体
質
人
類
学
が
議
論
に
大
き
く
登
場
す
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　
「
文
化
運
搬
の
問
題
」
は
、
一
国
民
俗
学
の
、
主
に
物
質
文
化
に
お
け
る
研
究
の

方
向
性
を
ま
と
め
た
画
期
的
論
考
だ
が
、
考
古
学
と
の
対
照
に
お
い
て
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
点
は
特
に
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
ず
「
学
問
と
社
会
と
の
交
渉
」
の
次
元
に
関
し
て
、
考
古
学
は
、
現
代
か
ら
遊

離
し
て
「
復
元
的
好
奇
心
」
の
ま
ま
に
「
心
を
二
千
年
以
前
の
人
生
に
遊
ば
」
せ
、「
学

問
の
為
に
学
問
を
す
る
」
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
三
四
・
一
一
―

（
三
）〕。
対
す
る
柳
田
の
「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
は
、「
現
代
世
相
の
」「
頻
繁
な
る
組
織
」

に
軸
足
を
置
き
そ
こ
に
潜
在
す
る
「
上
代
の
文
化
」
を
読
み
解
く
〔
同
―
（
三
）〕
こ

と
を
通
じ
て
「
眼
前
の
社
会
相
を
判
断
す
る
」〔
同
―
（
四
）〕
新
た
な
視
点
を
築
き
、

「
人
を
」「
賢
く
し
」
て
「
誤
解
と
失
敗
と
を
」「
避
け
る
」
こ
と
が
目
的
〔
同
―
（
三
）〕

と
さ
れ
る
。
特
に
「
精
神
文
化
」
を
扱
え
る
こ
と
は
大
き
な
強
み
と
さ
れ
る
〔
同
―

（
四
）〕。

　

次
に
、
具
体
的
な
資
料
論
・
方
法
論
の
次
元
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
の
物
質
文
化

観
へ
の
具
体
的
対
案
と
し
て
、
欧
米
人
類
学
、
特
に
独
・
米
で
重
視
さ
れ
た
〔
ア
ラ

ン
二
〇
〇
五
〕「
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ク
ス
」（
文
化
複
合
）
の
概
念
が
登
場
す

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
化
と
は
様
々
な
要
素
の
「
複
合
構
成
」
で
あ
り
、
各
要
素

が
ど
こ
ま
で
「
相
牽
引
し
」
ど
こ
ま
で
「
独
立
し
て
消
長
す
る
か
」
は
、「
観
察
と

実
験
」
に
よ
り
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
矢
の
根
石
」
や
「
勾
玉

銅
鐸
」
等
の
考
古
遺
物
も
、「
或
時
代
、
或
地
域
」
の
「
文
化
の
総
体
」
や
「
代
表
」

で
あ
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
く
〔
同
―
（
一
）〕、
そ
の
検
証
の
困
難
を

回
避
す
る
た
め
に
、「
発
見
」
し
た
こ
と
自
体
が
「
重
要
な
事
」
で
あ
る
と
い
う
「
理

屈
を
附
け
」
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
考
古
学
の
「
弱
点
」
と
さ
れ
る
〔
同
―
（
四
）〕。

ま
た
考
古
学
で
は
、
資
料
の
発
見
自
体
が
「
偶
然
」
と
い
う
外
力
に
よ
り
大
き
く
規

定
さ
れ
る
点
が
「
御
他
力
学
問
」
と
揶
揄
さ
れ
〔
同
―
（
二
）〕、
膨
大
な
労
力
と
時

間
を
か
け
た
偶
然
の
発
見
の
「
加
へ
算
」
に
よ
り
〔
同
―
（
五
）〕、「
想
像
力
を
以
て
」

「
世
の
姿
」
を
描
く
「
復
元
主
義
」
と
総
括
さ
れ
る
〔
同
―
（
二
）〕。
他
方
現
代
に
軸

足
を
置
く
民
俗
学
の
側
は
、
現
代
ま
で
「
幾
百
千
年
の
間
」「
保
た
れ
」
た
こ
と
自

体
が
、
そ
の
資
料
の
「
重
要
性
」
の
根
拠
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
現
代
社
会
と
い
う

所
与
の
総
体
の
中
に
在
る
「
上
代
文
化
」
を
、「
中
世
近
世
」
以
降
の
諸
要
素
と
の

「
因
果
交
渉
」〔
同
―
（
四
）〕
の
中
か
ら
「
引
き
算
」
に
よ
り
抽
出
し
〔
同
―
（
五
）〕、

そ
の
過
程
で
、「
同
時
代
的
存
在
」
の
歴
史
的
重
層
関
係
を
捉
え
、「
時
代
」
に
よ
り

与
え
ら
れ
た
「
変
化
」
の
性
格
と
程
度
と
を
検
証
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
〔
同
―

（
四
）〕。
そ
の
具
体
的
実
践
と
し
て
、「
葬
制
の
沿
革
に
つ
い
て
」
以
来
の
古
墳
を
含

む
墓
制
を
例
に
、「
二
つ
並
べ
て
比
較
研
究
」
し
て
前
後
関
係
を
連
鎖
さ
せ
て
い
く

方
法
論
が
示
さ
れ
る
〔
同
―
（
六
）〕。

　

一
九
三
五
年
の
「
国
史
と
民
俗
学
」
で
は
、こ
の
「
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ク
ス
」

概
念
が
よ
り
体
系
的
に
整
理
さ
れ
る
。
ま
ず
「
風
俗
」
に
お
け
る
様
々
な
要
素
の
遺

存
と
重
層
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
家
的
な
「
英
傑
」
や
「
事
件
」
に
よ
る
時
代
区
分

で
区
切
ら
れ
る
よ
う
な
「
時
代
精
神
」
の
存
在
が
否
定
さ
れ
、「
地
形
と
交
通
関
係
」

に
規
定
さ
れ
て
、
文
化
の
様
々
な
「
段
階
」
が
「
地
域
的
に
縞
を
な
し
て
」
展
開
す

る
周
圏
論
的
図
式
が
想
定
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
三
五
・
〇
二
―
（
二
）〕。
そ
し
て
、
歴

史
に
お
け
る
「
民
衆
の
生
活
」
と
い
う
、「
時
代
の
趨
向
」
や
「
空
気
」
に
関
わ
る
「
集

合
的
な
現
象
」を
見
る
に
は
、個
々
の
一
回
的
・
局
地
的
史
料
を
厳
密
に
検
証
す
る「
単

独
立
証
法
」
は
無
効
で
あ
り
、
上
述
の
構
図
の
中
に
分
布
す
る
「
沢
山
の
痕
跡
」
の

「
比
較
」
に
よ
り
「
変
遷
の
道
筋
を
辿
る
」〔
同
―
（
三
）〕、
所
謂
重
出
立
証
法
が
提
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唱
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、上
記
の
方
法
論
の
対
極
に
あ
る
も
の
と
し
て
、「
起
原
論
」や「
有
史
以
前
」

の
研
究
が
あ
ら
た
め
て
総
括
さ
れ
る
。ま
ず
重
出
立
証
法
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る「
中

途
の
変
化
」の
プ
ロ
セ
ス
や
、モ
ノ
自
体
と
そ
の
名
称
と
の
齟
齬（「
名
と
実
の
睽
離
」）

の
問
題
が
、
日
本
に
お
け
る
起
源
論
に
お
い
て
無
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
起
源
論
自
身

に
も
「
不
親
切
」
と
指
弾
さ
れ
、「
始
ま
り
が
古
い
」
こ
と
を
知
っ
た
だ
け
で
思
考

を
停
止
（「
安
心
」）
す
る
風
潮
の
要
因
に
、「
由
緒
を
重
ん
ず
る
国
風
」
が
見
出
さ

れ
る
〔
同
―
（
一
）〕。
特
に
、
地
方
に
お
け
る
歴
史
意
識
が
問
題
と
な
り
、「
近
頃
の

県
史
郡
誌
」
に
お
け
る
「
上
代
史
」
の
充
実
が
、「
土
器
の
破
片
が
落
ち
て
居
た
と

い
ふ
類
の
事
実
を
以
て
」「
有
史
以
前
の
社
会
を
報
告
し
た
も
の
の
如
く
見
た
が
る
」

も
の
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、「
古
書
」
の
中

の
「
斯
う
い
ふ
事
も
時
に
は
あ
っ
た
ら
し
い
」
程
度
の
記
録
を
「
全
国
普
通
で
あ
っ

た
証
拠
」
の
よ
う
に
普
遍
化
す
る
、「
ず
っ
と
其
以
前
か
ら
」
あ
っ
た
「
偶
然
記
録
」

へ
の
態
度
の
延
長
上
に
あ
り
、
民
間
伝
承
の
「
一
片
」
か
ら
「
古
史
を
論
断
」
す
る

行
為
と
同
類
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
〔
同
―
（
四
）〕。
こ
れ
は
「
信
州
の
高
天
原
」、

「
古
墳
鑑
定
学
の
発
達
」、「
六
月
の
雪
」〔
一
覧
一
九
一
四
・
一
一
、一
九
一
五
・
〇
一
ｂ
、

〇
六
ａ
〕
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
伝
承
や
史
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
、
十
分
な
検
証

な
く
国
家
規
模
の
歴
史
へ
と
短
絡
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
ろ
う
。「
土

器
の
破
片
」
の
散
布
へ
の
注
目
は
、
同
じ
く
二
〇
年
前
の
「
山
の
や
う
に
掘
り
揚
げ

ら
れ
た
、
土
器
や
鉄
器
な
ど
の
破
片
」
が
無
視
さ
れ
「
処
分
」
さ
れ
た
事
態
〔
一
覧

一
九
一
五
・
〇
一
ａ
〕か
ら
見
れ
ば
大
き
な
変
化
で
は
あ
っ
た
が
、断
片
的
事
実
を
、「
有

史
以
前
」
と
い
う
や
は
り
漠
然
と
し
た
国
家
レ
ベ
ル
の
普
遍
的
・
巨
視
的
な
物
語
に

付
会
す
る
事
に
よ
り
、「
社
会
」
を
描
い
た
よ
う
に
錯
覚
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
〔
一
覧
一
九
三
五
・
〇
二
―
（
四
）〕、
柳
田
に
と
っ
て
は
同
質
の
現
象
と
映
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
、『
郷
土
研
究
』
を
通
じ
て
培
わ
れ
一
九
一
〇
年
代
末
に
明
確
化

し
た
、
国
家
史
や
地
域
史
を
め
ぐ
る
諸
批
判
は
、
そ
の
対
案
の
構
築
も
含
め
て
一
応

の
完
成
を
み
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
後
、
一
九
三
五
年
の
「
郷
土
生
活
の
研
究
法
」
で
は
、「
今
の
農
村
の
動
揺

苦
悶
」
を
、
そ
の
根
底
に
あ
る
「
上
代
信
仰
」
へ
と
遡
っ
て
読
み
解
く
指
針
が
「
第

二
の
新
国
学
」
と
言
い
換
え
ら
れ
〔
一
覧
一
九
三
五
・
〇
八
―
（
二
）〕、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
古
代
信
仰
研
究
に
お
け
る
、
文
学
・
民
俗
・
考
古
・
文
献
史
学
の
連
携
に
魅
了
さ

れ
る
あ
ま
り
、「
フ
オ
ク
ロ
ア
」
と
「
古
代
信
仰
の
闡
明
」
と
を
、「
今
日
」「
解
決

の
急
務
を
認
め
ら
れ
る
」
問
題
の
頭
越
し
に
直
結
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
、
か
つ
て
の

研
究
姿
勢
に
対
す
る
自
己
批
判
が
な
さ
れ
る
〔
同
―
（
一
）〕。「
国
学
」
の
語
は
、「
雑

誌
は
編
集
者
の
栞
」〔
一
覧
一
九
一
八
・
〇
八
〕
以
来
で
あ
り
、
一
九
二
七
年
以
来
の
、

問
題
意
識
の
国
内
化
の
最
終
的
帰
結
と
い
え
る
。

　

ま
た
同
年
「
採
集
期
と
採
集
技
能
」
で
は
、
円
形
容
器
と
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
を
例

に
、
周
圏
論
や
重
出
立
証
法
の
有
効
性
が
再
確
認
さ
れ
た
後
〔
一
覧
一
九
三
五
・
一
二

―
（
一
）〕、
一
連
の
物
質
文
化
の
変
遷
の
内
、
灯
火
に
関
し
て
は
「
松
の
火
時
代
」、

衣
服
に
関
し
て
は
「
麻
衣
時
代
」
と
よ
ぶ
べ
き
、「
非
常
に
久
し
く
続
い
」
た
「
尤

も
広
漠
た
る
区
域
」
に
研
究
の
中
心
を
置
く
と
の
戦
略
が
示
さ
れ
、
そ
の
「
一
つ
以

前
」
の
「
進
化
」
の
段
階
に
あ
り
、
お
そ
ら
く
考
古
学
と
よ
り
深
く
関
係
す
る
事
物

に
つ
い
て
は
、
事
実
上
視
野
の
外
へ
と
退
け
ら
れ
る
〔
同
―
（
二
）〕。

　

一
九
三
九
年
「
文
化
映
画
と
民
間
伝
承
」
で
は
、
考
古
学
へ
の
一
定
の
余
裕
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
貝
塚
の
古
代
集
落
発
掘
に
関
す

る
記
録
映
画
に
つ
い
て
、「
我
々
の
仕
事
に
お
け
る
中
間
報
告
に
相
当
す
る
」
と
い

う
、
視
点
を
「
我
々
」
の
分
野
に
置
い
た
逆
方
向
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
生
じ
る
〔
一
覧

一
九
三
九
・
〇
五
〕。

　

な
お
先
住
民
「
山
人
」
は
、
も
は
や
議
論
に
上
ら
な
い
も
の
の
、「
山
立
と
山
臥
」

で
は
、「
所
謂
日
本
的
な
る
も
の
」
の
構
成
要
素
の
一
部
に
、
中
世
以
前
の
山
地
住

民
の
、「
乱
世
に
適
し
た
」
何
ら
か
の
属
性
が
伏
在
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
、「
農
業

者
と
一
致
せ
ぬ
」
そ
の
属
性
ゆ
え
に
、
彼
等
が
近
世
初
頭
に
「
大
規
模
な
殺
戮
」
を

う
け
、
現
代
の
「
異
色
あ
る
山
村
生
活
」
は
そ
の
「
廃
墟
の
上
」
に
再
構
成
さ
れ
た
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［柳田國男における考古学認識の変遷］……林 正之

も
の
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
三
七
・
〇
六
〕。

戦
時
下
に
お
け
る
視
野
の
変
質

　

一
九
四
〇
年
代
に
入
り
、
柳
田
の
議
論
の
射
程
は
再
び
海
外
へ
と
拡
大
す
る
。
ま

ず
「
比
較
民
俗
学
の
問
題
」
で
は
、
長
年
あ
え
て
論
じ
る
こ
と
を
避
け
て
来
た
、
朝

鮮
半
島
へ
の
本
格
的
論
及
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
趣
旨
は
、
日
鮮
同
祖
論
以

来
の
日
本
と
朝
鮮
半
島
と
の
密
な
交
通
を
自
明
視
す
る
立
場
に
、
正
面
か
ら
異
を

唱
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
名
が
現
代
ま
で
「
引
継
」
が
れ
た
経
緯

を
説
明
し
得
な
い
「
地
名
の
ア
イ
ヌ
語
解
釈
」
を
例
に
、「
元
が
一
つ
だ
と
い
ふ

証
明
」
に
特
化
し
て
「
推
移
」
を
無
視
し
た
起
源
論
の
無
効
性
を
指
摘
し
〔
一
覧

一
九
四
〇
・
〇
〇
―
（
一
）〕、
た
と
え
「
一
族
で
あ
っ
て
も
、
千
何
百
年
も
別
れ
て
住
」

め
ば
「
遠
々
し
」
く
な
る
の
が
当
然
で
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
「
著
し
い
一
致
」
が
あ

る
場
合
は
「
積
極
的
な
る
理
由
」
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
と

日
本
と
の
類
似
性
は
、
他
の
「
第
三
第
四
の
諸
民
族
」
と
も
比
較
し
て
相
対
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
半
島
の
古
風
」
に
日
本
の
「
万

葉
人
の
生
活
」
を
類
推
す
る
こ
と
を
、「
詩
」
に
過
ぎ
ず
「
学
問
」
で
は
な
い
と
断

ず
る
〔
同
―
（
二
）〕。
騎
馬
民
族
征
服
説
に
初
め
て
接
し
反
発
し
た
の
も
、「
戦
争
中
」

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
後
に
回
顧
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
五
五
・
一
一
―
（
一
）〕。

　

一
九
四
二
年
「
日
本
の
祭
」
で
は
、
当
初
、
神
の
住
処
た
る
「
樹
林
」
に
居
住
地

を
囲
ま
れ
て
い
た
段
階
か
ら
、
特
定
の
神
木
を
神
の
依
代
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
柱
や
棒
（「
ミ
テ
グ
ラ
」）
な
ど
、
持
ち
運
び
可
能
な
人
工
の
神
木
と
し
て
の
依

代
が
現
れ
る
過
程
を
、
日
本
人
の
不
断
の
「
移
住
と
拓
殖
」
に
伴
い
、「
人
間
の
意

志
」
で
「
神
を
御
迎
へ
申
す
場
所
を
移
」
す
必
要
が
生
じ
た
た
め
と
想
定
す
る
〔
一

覧
一
九
四
二
・
一
二
―
（
一
）〕。
そ
し
て
「
上
代
」
以
来
の
「
一
続
き
の
移
住
拓
殖
の

歴
史
」
の
最
前
線
に
、「
朝
鮮
満
州
」「
南
の
島
々
」
へ
の
移
住
を
位
置
付
け
、
そ
の

た
め
の
神
を
迎
え
る
「
ミ
テ
グ
ラ
」
と
し
て
、植
民
地
神
社
に
触
れ
る
〔
同
―
（
二
）〕。

こ
れ
は
、
日
本
の
原
初
状
態
と
し
て
の
森
林
と
居
住
域
・
聖
域
を
め
ぐ
る
「
塚
と
森

の
話
」
の
図
式
〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
一
ｂ
―
（
一
四
）、（
一
六
）〕
を
、
戦
時
下
の
海

外
膨
張
に
迎
合
し
て
変
形
し
た
も
の
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
視
座
は
、
日
本
人
移
民

の
移
住
先
で
の
「
寂
し
」
さ
・「
心
の
平
和
」
な
ど
〔
一
覧
一
九
四
二
・
一
二
―
（
二
）〕、

自
国
本
位
と
い
う
よ
り
、
移
民
個
人
の
内
面
に
関
わ
る
叙
情
的
な
も
の
で
、
移
住
先

の
先
住
民
の
信
仰
の
問
題
等
は
、
議
論
の
射
程
に
も
上
が
ら
な
い
。

　
「
行
器
考
」で
は
、「
日
本
民
俗
学
」の
目
的
が
、各
国
民
俗
学
の
国
際
的「
比
較
」・「
綜

合
」
の
た
め
の
前
提
の
構
築
に
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
そ
の
方
法
や
資
料
の

各
国
ご
と
の
固
有
性
が
あ
ら
た
め
て
強
調
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
四
三
・
〇
三
―
（
一
）〕。

特
に
「
固
有
文
化
」
に
対
す
る
「
文
化
伝
播
」
の
影
響
に
つ
い
て
は
、「
民
族
の
接
触
」

の
「
大
小
強
弱
」
や
「
地
位
の
差
」
等
、
規
模
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
多
様
か
つ
複
雑
な

位
相
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
を
説
き
、「
似
寄
っ
て
さ
へ
居
れ
ば
」「
採
用
」「
影
響
」

と
解
釈
し
、
安
易
に
周
辺
諸
地
域
と
の
文
化
面
に
お
け
る
歴
史
的
連
続
性
を
意
識
す

る
よ
う
な
「
感
化
」
を
「
俗
界
」
に
与
え
る
学
問
と
し
て
〔
同
―
（
二
）〕、
民
族
学

と
と
も
に
考
古
学
が
批
判
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
考
古
学
の
目
的
は
「
遠
く
離
れ
た
諸

民
族
に
」「
共
通
し
て
居
る
も
の
を
尋
ね
」る
こ
と
に
あ
り
、対
象
資
料
の
多
く
は「
限

ら
れ
た
地
位
環
境
」
に
あ
る
人
の
み
が
関
与
し
た
「
宝
物
」
で
、
遠
隔
地
に
運
ば
れ

易
い
上
、
そ
の
「
具
体
」
性
に
よ
る
説
得
力
か
ら
、
遺
物
以
外
の
部
分
で
も
、
外
国

か
ら
「
真
似
た
り
し
た
こ
と
が
多
か
ら
う
」
と
の
類
推
を
惹
起
し
や
す
い
と
指
摘
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
対
す
る
日
本
民
俗
学
の
扱
う
資
料
は
、
身
近
な
「
天
然
物
」
に
よ

り
制
作
さ
れ
、
長
い
時
間
軸
に
お
い
て
「
持
伝
へ
」
ら
れ
て
き
た
、「
固
有
」
と
は

言
い
切
れ
な
い
も
の
の
よ
り
在
地
的
・
日
常
的
な
器
物
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
と
し
て

「
行
器
（
ほ
か
い
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
〔
同
―
（
三
）〕。
威
信
財
・
奢
侈
品
と
日
用
品

と
の
間
に
お
け
る
、
移
動
や
普
及
の
プ
ロ
セ
ス
の
相
違
を
鋭
く
指
摘
し
た
議
論
と
も

い
え
る
。
ま
た
、
日
本
民
俗
学
を
「
大
東
亜
圏
内
」
の
「
盟
主
」
と
す
る
表
現
は
国

策
迎
合
的
で
は
あ
る
が
〔
同
―
（
一
）〕、
あ
く
ま
で
学
術
研
究
機
構
の
卓
越
し
た
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
、
歴
史
・
文
化
的
連
続
性
に

お
い
て
正
当
化
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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し
か
し
、
川
村
湊
に
よ
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
の
対

談
「
柳
田
國
男
氏
を
囲
み
て
」
は
〔
川
村
一
九
九
六
〕、
や
や
様
相
が
異
な
る
。
こ
の

対
談
は
、
清
野
謙
次
門
下
出
身
で
、
形
質
人
類
学
・
考
古
学
者
で
あ
る
金
関
丈
夫
が

主
宰
し
た
点
で
も
、
柳
田
と
考
古
学
と
の
関
係
上
無
視
で
き
な
い
も
の
だ
が
、
こ
こ

で
柳
田
は
、
台
湾
・
朝
鮮
・
満
州
・
北
京
等
の
民
俗
学
会
の
連
携
に
よ
る
「
大
東
亜

圏
民
俗
学
と
で
も
い
ふ
や
う
な
も
の
」
の
結
成
を
志
向
し
、「
色
々
な
種
族
」
の
い

る
台
湾
を
そ
の
実
験
場
と
見
做
す
〔
一
覧
一
九
四
三
・
一
二
―
（
一
）〕。
ま
た
「
一
国

民
俗
学
」
の
基
礎
で
あ
る
、
対
象
を
現
地
の
「
言
葉
」
に
即
し
て
捉
え
る
姿
勢
を
、

国
外
と
の
比
較
に
お
い
て
は
一
旦
留
保
し
、
便
宜
的
に
、「
日
本
語
」
の
「
総
括
的

な
」
用
語
（「
婚
姻
」
な
ど
）
に
よ
る
、事
項
別
の
整
理
を
行
う
こ
と
を
提
唱
す
る
〔
同

―
（
二
）〕。「
比
較
民
俗
学
」「
世
界
民
俗
学
」
と
い
う
最
終
目
的
の
実
践
と
も
と
れ

る
が
、
研
究
の
中
枢
や
学
術
用
語
が
宗
主
国
日
本
に
属
す
る
以
上
、
植
民
地
主
義
的

な
「
階
層
性
」
の
発
生
〔
川
村
一
九
九
六
・
一
三
頁
〕
は
否
め
な
い
。
赤
坂
憲
雄
は
、

柳
田
の
「
踏
み
は
ず
し
」
を
認
め
つ
つ
、
こ
の
「
大
東
亜
圏
民
俗
学
」
が
、
国
策
に

直
結
し
た
「
大
東
亜
民
族
学
」
に
対
し
、
人
間
生
活
の
内
面
的
部
分
へ
の
細
や
か
な

視
点
を
持
つ
「
民
俗
学
」
に
よ
っ
て
抗
し
よ
う
と
焦
る
あ
ま
り
、
十
分
な
構
想
を
も

た
ぬ
ま
ま
語
ら
れ
た
「
幻
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
〔
赤
坂
二
〇
〇
〇
・
四
〇
〇
頁
〕。

戦
時
下
に
お
い
て
、
遂
に
柳
田
も
、
や
や
性
急
に
自
身
の
対
象
範
囲
を
拡
張
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し「
民
俗
学
を
民
族
間
の
も
の
に
」す
る
目
標
は
、各「
民
族
」

単
位
で
の
「
民
俗
学
」
と
い
う
指
針
を
堅
持
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
課
題
の

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
、「
裸
の
地
面
の
上
で
神
様
を
祭
」
る
「
霊
地
思
想
」
の
比
較

は
〔
同
―
（
三
）〕、
村
落
単
位
に
お
い
て
人
間
の
内
面
生
活
を
縁
辺
か
ら
照
射
す
る
、

柳
田
の
研
究
の
原
点
と
い
う
べ
き
「
塚
」
研
究
の
延
長
上
に
あ
っ
た
。

　

戦
争
末
期
に
執
筆
さ
れ
、
敗
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
先
祖

の
話
』
は
、
日
本
人
の
霊
魂
観
に
関
す
る
研
究
の
集
大
成
だ
が
、
一
九
二
〇
年
代
末

以
来
、
柳
田
が
考
古
学
と
の
密
接
な
関
係
に
お
い
て
編
み
出
し
た
方
法
と
論
点
が
、

そ
の
根
幹
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
も
、
戦
前
・
戦
中
の
柳
田
の
思
想
の
総
括
と

い
え
る
。
ま
ず
死
者
を
意
味
す
る
「
ほ
と
け
」
の
語
に
関
し
て
、
東
北
・
南
島
と
い

う
周
縁
地
域
に
現
存
す
る
、死
者
を
含
む
神
霊
全
般
の
「
木
の
依
座
」
を
「
ホ
ト
ケ
」

と
呼
ぶ
慣
習
が
、
か
つ
て
日
本
に
広
く
存
在
し
た
仏
教
以
前
の
信
仰
の
遺
制
で
あ
る

と
の
、周
圏
論
的
分
析
が
な
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
四
六
・
〇
四
―
（
五
）〕。
そ
し
て
「
ホ

カ
ヒ
」
と
い
う
古
語
が
、
神
霊
へ
の
飲
食
物
の
供
献
儀
礼
と
同
時
に
〔
同
―
（
二
）〕、

供
献
用
の
食
物
を
盛
る
木
製
容
器
（「
行
器
（
ほ
か
ゐ
）」）
を
意
味
す
る
事
実
〔
同

―
（
三
）〕
を
も
と
に
、
こ
の
「
ホ
ト
ケ
」
の
語
も
、「

（
ホ
ト
キ
）」
と
い
う
土

器
を
用
い
た
飲
食
物
供
献
儀
礼
の
名
が
、
供
献
の
対
象
と
な
る
霊
的
存
在
全
般
を
も

指
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
類
推
さ
れ
る
〔
同
―
（
六
）〕。
ま
た
、
同
じ
く
土
製
供

献
具
の
「
サ
ラ
キ
」
に
「
仏
」
の
字
が
宛
て
ら
れ
る
こ
と
に
も
、
同
様
の
経
緯
が
想

定
さ
れ
、
さ
ら
に
「
サ
ラ
キ
」
に
ま
つ
わ
る
言
語
表
現
を
介
し
た
、
蛇
の
ト
グ
ロ
と

土
器
輪
積
み
整
形
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
や
〔
同
―
（
六
）〕、『
延
喜
式
』
掲
載
の
多
様
な
祭

祀
用
土
器
の
存
在
か
ら
、
木
製
の
ホ
カ
ヒ
以
前
に
は
土
器
の
ホ
カ
ヒ
が
一
般
的
で
あ

り
、
そ
れ
を
意
味
す
る
「

」「
盆
」
の
文
字
が
〔
同
―
（
四
）〕、
仏
教
の
盂
蘭
盆
会

と
習
合
し
て
、
死
者
を
迎
え
る
所
謂
お
盆
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
供
献
用
器
物

の
名
を
負
う
こ
う
し
た
供
献
儀
礼
は
、「
一
家
の
裡
」
で
行
わ
れ
る
先
祖
と
の
「
歓
会
」

（「
祭
」）
に
付
随
し
て
、「
家
か
ら
外
」
に
食
物
を
「
送
り
出
す
」
儀
礼
で
あ
り
、
相

次
ぐ
災
禍
や
仏
教
教
説
に
よ
っ
て
、
次
第
に
、
野
外
を
彷
徨
う
祭
る
者
の
無
い
「
無

縁
ぼ
と
け
」
へ
の
恐
怖
と
差
別
、
ひ
い
て
は
死
者
と
深
く
関
わ
る
こ
の
儀
礼
自
体
へ

の
忌
避
を
伴
う
も
の
へ
と
変
容
す
る〔
同
―（
七
）〕。
し
か
し
重
要
な
の
は
、後
代「
無

縁
さ
ま
」
へ
の
供
献
に
用
い
ら
れ
そ
の
蔑
称
と
も
な
っ
た
「
柿
の
葉
」
が
、
本
来
は

「
素
朴
の
世
の
食
器
」で
あ
っ
た
よ
う
に〔
同
―（
一
）〕、単
な
る
器
の
名
称
だ
っ
た「
ホ

ト
ケ
」
の
語
に
、
当
初
「
蔑
し
み
軽
ん
ず
る
心
持
」
は
込
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
〔
同
―
（
六
）〕。
仏
教
以
前
の
霊
魂
観
に
お
け
る
差
別
や
忌
避
の

不
在
は
、
喪
屋
に
よ
る
遺
骸
へ
の
添
い
寝
や
〔
同
―
（
七
）〕、
肉
体
は
消
滅
と
忘
却

に
任
せ
「
霊
魂
の
去
来
を
自
由
に
」
す
る
墓
制
に
よ
っ
て
も
証
拠
立
て
ら
れ
る
。
た

だ
し
古
墳
な
ど
遺
骸
の
保
存
を
伴
う
「
一
部
上
流
の
間
」
の
葬
制
は
、
こ
こ
で
は
埒
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外
に
置
か
れ
る
〔
同
―
（
八
）〕。
柳
田
の
最
終
目
的
は
、
死
後
祭
る
者
の
な
い
人
間

の
「
心
寂
し
さ
」
を
思
い
〔
同
―
（
一
）〕、戦
死
し
た
若
者
の
霊
魂
を
「
無
縁
ぼ
と
け
」

に
す
る
こ
と
な
く
、「
家
」
に
お
け
る
「
骨
肉
相
依
る
の
情
」
と
と
も
に
祭
り
つ
づ

け
る
こ
と
で
、「
人
心
の
動
揺
」
を
「
慰
撫
」
す
る
と
い
う
、
国
際
規
模
の
歴
史
の

う
ね
り
に
対
峙
せ
ざ
る
を
え
な
い
個
人
の
内
面
的
救
済
を
模
索
す
る
〔
同
―（
九
）〕

も
は
や
学
術
と
い
う
よ
り
宗
教
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
想
的
前
提
は
、
仏
教

以
前
か
ら
現
代
に
至
る
日
本
の
信
仰
の
連
続
の
中
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
供
献

用
器
物
や
墓
制
は
、
霊
魂
へ
の
差
別
・
忌
避
を
解
消
し
、
霊
魂
の
不
滅
と
自
由
な
往

来
と
い
う
思
想
の
可
能
性
を
拓
く
、
最
大
の
手
掛
り
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

（
四
）
歴
史
教
育
へ
の
積
極
的
関
与
と
登
呂
遺
跡
ブ
ー
ム
へ
の
反
発

　
　
（
一
九
四
六
〜
）

歴
史
教
育
と
近
現
代
史
の
重
視

　

戦
後
の
柳
田
は
、
敗
戦
の
原
因
を
は
じ
め
、
飢
饉
や
道
徳
観
の
動
揺
等
、
同
時
代

の
問
題
に
対
し
、「
小
さ
な
子
供
ま
で
が
」「
其
原
因
を
此
国
の
過
去
世
に
、
求
め
よ

う
」
と
す
る
気
運
を
感
知
し
、
こ
れ
に
答
え
る
べ
く
歴
史
教
育
に
力
を
注
ぐ
決
意

を
す
る
〔
一
覧
一
九
四
六
・
〇
八
〕。
そ
の
過
程
は
、
杉
本
仁
な
ど
に
よ
り
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
〔
杉
本
一
九
八
八
〕、
考
古
学
に
関
連
す
る
活
動
と
し
て
最
初
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
歴
史
副
読
本
『
く
に
の
あ
ゆ
み
』
の
書
評
で
あ
る
。
こ
の
副
読
本

は
、
先
史
時
代
の
記
述
に
お
い
て
、
神
話
に
代
わ
り
、
考
古
学
を
全
面
的
に
採
り
入

れ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
が
〔
加
藤
一
九
八
二
〕、
柳
田
は
そ
こ
に
は
一
切
触
れ
ず

「
江
戸
幕
府
以
降
に
全
体
の
半
分
を
割
い
て
ゐ
る
」
こ
と
の
み
を
評
価
し
、「
近
代

生
活
」
に
直
結
す
る
「
近
世
史
」
の
さ
ら
な
る
充
実
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
〔
一
覧

一
九
四
六
・
一
〇
〕。

　

柳
田
は
一
九
四
七
年
一
〇
月
、
文
部
省
社
会
科
教
育
研
究
会
委
員
と
な
り
、
教
科

書
の
編
集
に
も
携
わ
っ
て
い
く
が
、
そ
の
社
会
科
教
育
構
想
の
中
で
は
、
考
古
遺
物

を
含
む
物
質
文
化
も
、
重
要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
嘘
を
知

ら
な
い
子
供
」
に
と
っ
て
は
、
目
の
前
に
あ
る
「
食
べ
て
ゐ
る
も
の
、
着
て
ゐ
る
も

の
」
が
「
歴
史
的
な
も
の
へ
の
考
え
方
」
を
教
え
る
出
発
点
と
し
て
最
適
で
あ
る
と

さ
れ
〔
一
覧
一
九
四
七
・
〇
五
〕、「
一
番
子
供
に
興
味
の
あ
る
物
」
と
し
て
、「
食
物

の
変
遷
」、
特
に
米
の
調
理
法
が
、
格
好
の
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
し
ゃ

も
じ
や
釜
等
の
形
状
と
使
用
法
の
時
期
的
・
地
域
的
変
移
を
説
明
す
る
教
授
法
は
、

非
常
に
考
古
学
的
と
い
え
る
が
、
そ
の
目
的
は
、
現
状
へ
の
疑
問
を
見
出
す
眼
力
を

持
っ
た
「
選
挙
民
」
へ
と
育
て
る
た
め
の
、
生
活
の
「
深
い
所
」
に
潜
む
知
識
や
失

敗
の
歴
史
に
気
づ
か
せ
る
基
礎
訓
練
と
い
う
、高
度
に
政
策
的
な
も
の
で
あ
っ
た〔
一

覧
一
九
四
七
・
一
〇
〕。
一
九
四
八
年
「
地
方
自
主
の
教
育
」
で
は
、
考
古
学
の
「
遺

物
遺
蹟
」
の
活
用
方
針
へ
も
直
接
の
言
及
が
な
さ
れ
、「
古
代
史
の
た
め
に
と
ば
か

り
思
ひ
こ
ま
せ
」
ず
「
近
世
」
ま
で
を
射
程
に
入
れ
る
こ
と
、「
民
俗
学
」
と
結
び

付
け
る
こ
と
で
、「
信
仰
」
や
そ
の
背
後
に
あ
る
「
郷
土
の
精
神
生
活
」
の
歴
史
的
「
変

遷
」
と
の
関
係
を
も
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
遺
物
遺
跡
に
対

す
る
関
心
」
が
高
ま
り
を
見
せ
る
世
情
、
よ
り
直
接
に
は
、
前
年
七
月
に
開
始
さ
れ

た
登
呂
遺
跡
発
掘
へ
の
警
戒
を
含
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
〔
一
覧
一
九
四
八
・
一
二
〕。

登
呂
遺
跡
ブ
ー
ム
へ
の
反
発
と
挫
折

　

危
惧
し
て
い
た
通
り
、
登
呂
遺
跡
発
掘
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
旋
風
は
、
柳

田
の
社
会
科
教
育
に
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
前
途
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
来

る
。
そ
も
そ
も
「
水
腐
地
」
に
お
け
る
弥
生
水
田
遺
跡
の
存
在
自
体
、「
九
州
南
部

地
方
の
民
風
」〔
一
覧
一
九
〇
九
・
〇
四
―
（
二
）〕
以
来
の
、
低
湿
地
の
開
発
は
新
し

い
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
持
論
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
柳
田
は
、
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
て
き
た
「
田
の
神
信
仰
の
遺
跡
」
の
分
布
や
「
言
ひ
伝
へ
」
を
引
き
合
い

に
出
し
、
登
呂
遺
跡
「
を
見
本
と
し
て
全
国
の
実
状
を
類
推
す
る
」
の
は
「
学
問
の

方
法
と
し
て
は
旧
式
以
下
」
と
非
難
す
る
〔
一
覧
一
九
四
九
・
〇
三
〕。
ま
た
一
般
社

会
へ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
登
呂
遺
跡
の
時
代
「
か
ら
以
後
は
大
抵
今
日
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の
通
り
だ
っ
た
と
い
ふ
や
う
な
概
念
が
、
通
常
人
の
間
に
養
は
れ
」
る
こ
と
を
強
く

危
惧
す
る
〔
一
覧
一
九
五
一
・
〇
七
―
（
一
）〕。
時
空
間
的
に
限
定
さ
れ
た
断
片
的
資

料
を
「
全
国
」
の
歴
史
へ
と
普
遍
化
す
る
点
、そ
の
過
程
で
「
原
始
時
代
」
か
ら
「
今

日
」に
至
る
ま
で
の
変
遷
の
過
程
を
捨
象
す
る
点
に
お
い
て
、登
呂
遺
跡
発
掘
は
、「
国

史
と
民
俗
学
」
で
総
括
さ
れ
た
、
戦
前
の
起
源
論
流
行
、
ひ
い
て
は
そ
れ
以
前
か
ら

の
「
由
緒
を
重
ん
ず
る
」
史
観
〔
一
覧
一
九
三
五
・
〇
二
―
（
一
）、（
四
）〕
と
同
列
に

見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

し
か
も
敗
戦
直
後
と
い
う
情
勢
下
に
お
い
て
、
変
遷
過
程
の
捨
象
は
、
よ
り
深
刻

な
問
題
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
「
新
郷
土
誌
の
目
的
と
方
法
」
で
は
、
そ
の
危
機

感
の
表
明
を
通
じ
て
、
近
世
・
近
代
史
重
視
に
込
め
ら
れ
た
政
策
的
真
意
が
鮮
明
化

さ
れ
る
。
柳
田
の
認
識
で
は
、
日
本
に
は
、「
原
始
時
代
」
以
後
「
中
世
の
割
拠
時

代
」、「
知
足
安
分
」
に
甘
ん
じ
る
「
近
世
」、「
藩
閥
軍
閥
」
の
割
拠
す
る
明
治
以
降

と
い
う
一
続
き
に
連
続
し
た
変
遷
過
程
が
あ
り
、「
日
本
の
敗
亡
の
大
き
な
原
因
」は
、

そ
の
最
末
端
た
る
「
藩
閥
軍
閥
の
跳
梁
時
代
が
、
忽
ち
国
を
今
日
の
状
態
ま
で
持
っ

て
来
」
る
こ
と
を
予
見
で
き
な
か
っ
た
〔
一
九
五
一
・
〇
七
―
（
一
）〕「
近
代
史
の
怠

慢
」
に
あ
っ
た
〔
同
―
（
二
）〕。
少
し
後
の
時
期
か
ら
の
参
照
に
な
る
が
、
こ
う
し

た
諸
画
期
は
単
な
る
「
政
治
変
革
」
で
は
な
く
「
生
活
の
様
式
」
の
転
換
と
そ
れ
に

伴
う
「
人
の
考
え
方
」
の
変
化
で
あ
っ
た
〔
一
覧
一
九
五
八
・
〇
八
〕。
従
っ
て
、「
成

る
や
う
に
し
か
成
ら
な
か
っ
た
と
い
う
愚
か
な
歎
き
を
く
り
返
さ
」
な
い
た
め
に
こ

そ
、
歴
史
的
変
遷
の
中
に
現
代
を
捉
え
、
近
未
来
へ
の
展
望
を
養
う
た
め
の
近
代
史

の
構
築
は
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
最
低
限
、「
今
日
が
既
に
石
器
土
器
の

世
で
な
」
く
「
五
十
年
三
十
年
の
前
で
す
ら
も
な
い
」〔
一
覧
一
九
五
一
・
〇
七
―
（
二
）〕

と
い
う
「
生
活
の
様
式
」
レ
ベ
ル
で
の
変
化
の
自
覚
が
必
要
な
の
で
あ
る
。「
土
器

石
器
の
世
」
の
固
定
的
印
象
の
み
を
鮮
烈
に
焼
き
付
け
、
そ
の
後
の
変
化
を
失
念
す

る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
企
図
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
柳
田
に
と
っ
て
登
呂
遺

跡
ブ
ー
ム
は
、当
時
の
『
考
古
学
雑
誌
』
で
も
触
れ
ら
れ
た
「
新
し
い
国
史
の
認
識
」

〔
三
木
一
九
四
七
〕
ど
こ
ろ
か
、
敗
戦
原
因
の
究
明
と
今
後
へ
の
展
望
と
い
う
喫
緊
の

現
実
的
課
題
か
ら
眼
を
そ
ら
す
、
旧
態
依
然
と
し
た
「
有
史
以
前
」
偏
重
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
批
判
の
矛
先
はGH

Q

（CIE

）
へ
も
向
け
ら
れ
、
や
や
偏

見
を
込
め
て
、「
現
代
」
が
「
す
ぐ
に
原
始
時
代
に
接
続
し
て
居
る
」
か
の
よ
う
な

合
衆
国
に
追
随
し
て
も
、
こ
う
し
た
社
会
科
教
育
は
出
来
な
い
と
揶
揄
す
る
〔
同
―

（
一
）〕。

　

し
か
し
、
登
呂
遺
跡
ブ
ー
ム
の
勢
い
が
、
戦
前
の
起
源
論
流
行
と
は
明
ら
か
に
異

質
で
あ
り
、
児
童
を
も
巻
き
込
ん
で
全
国
的
に
展
開
し
、
教
科
書
す
ら
追
随
す
る
、

未
曽
有
の
運
動
で
あ
る
こ
と
に
も
柳
田
は
気
づ
い
て
い
た
。「
よ
っ
ぽ
ど
騒
い
で
い

る
群
で
も
、
其
話
を
す
る
と
静
か
に
な
る
」
と
い
う
具
体
的
描
写
は
、
教
育
現
場
か

ら
の
実
地
の
報
告
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
〔
同
―
（
一
）〕。
柳
田
が
個
々
人

の
身
近
な
「
食
物
の
変
遷
」
を
も
っ
て
掴
も
う
と
し
た
「
全
国
の
学
童
の
興
味
」
は
、

報
道
・
展
示
企
画
・
教
育
関
係
図
書
等
、
全
国
規
模
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
供
給
さ
れ
る
、

登
呂
遺
跡
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
原
始
人
の
生
活
ぶ
り
」
の
方
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

　

一
九
五
三
年
「
歴
史
教
育
に
つ
い
て
」
で
は
、
つ
い
に
「
最
近
世
史
の
研
究
と
教

育
」
の
充
実
の
た
め
の
一
連
の
活
動
が
「
聊
か
挫
折
」
し
た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る

〔
一
覧
一
九
五
三
・
〇
一
―
（
二
）〕。「
さ
か
し
い
白
紙
の
や
う
な
幼
童
た
ち
が
、
昔
は

た
だ
石
器
と
土
器
と
を
造
っ
た
世
の
中
の
こ
と
と
心
得
て
、
学
校
へ
入
っ
て
行
く
の

を
見
て
居
る
と
、
何
と
い
ふ
事
も
無
し
に
涙
が
こ
ぼ
れ
る
」〔
同
―
（
一
）〕
と
の
一

節
に
は
、
如
何
と
も
し
が
た
い
現
状
へ
の
強
い
無
念
が
滲
む
。
柳
田
の
社
会
科
教
育

に
対
す
る
仕
事
は
、
同
年
に
検
定
を
通
過
し
た
小
学
校
社
会
科
教
科
書
『
日
本
の
社

会
』
と
し
て
世
に
出
る
の
だ
が
、
柳
田
自
身
は
、
こ
の
前
後
で
一
定
の
区
切
り
を
つ

け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
一
九
五
二
年
以
降
、
柳
田
は
日
本
の
考
古
学
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
で
最
も

直
接
的
・
積
極
的
な
交
渉
を
展
開
し
て
行
く
。
そ
れ
は
、
考
古
学
に
よ
る
稲
作
研
究

へ
の
、「
比
較
」・「
過
程
」・「
精
神
文
化
」
の
学
問
の
直
接
対
決
、
す
な
わ
ち
稲
作

を
核
と
し
た
日
本
文
化
の
南
方
起
源
説
の
提
唱
で
あ
っ
た
。
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南
方
起
源
説
の
準
備

　

準
備
は
す
で
に
、
一
九
四
九
年
「
コ
ヤ
ス
ガ
ヒ
の
こ
と
」
で
始
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
こ
で
は
貝
塚
茂
樹
（
一
九
四
六
）『
中
国
古
代
史
学
の
発
展
』
に
紹
介
さ

れ
た
、
殷
の
青
銅
器
の
銘
文
に
見
ら
れ
る
宝
貝
の
貨
幣
利
用
に
着
目
し
〔
一
覧

一
九
四
九
・
〇
六
―（
一
）〕、こ
れ
を
、多
数
の
宝
貝
に
接
し
て
い
た
中
国
東
海
岸
の「
海

岸
種
族
」
す
な
わ
ち
「
東
夷
」
の
一
部
が
、
中
原
に
進
出
し
て
殷
を
建
国
し
た
際
に

持
ち
込
ん
だ
文
化
と
見
る
〔
同
―
（
二
）〕（
但
し
貝
塚
は
、
殷
を
山
東
の
「
農
耕
牧

畜
併
用
民
」
と
し
て
海
洋
と
の
関
係
に
は
触
れ
て
い
な
い
〔
貝
塚
一
九
四
六
・
二
六
一

頁
〕）。
そ
の
上
で
、「
東
夷
」
は
、「
日
本
の
古
い
民
族
」
の
基
調
を
成
す
「
南
種
」

の
直
接
の
祖
先
で
も
あ
っ
た
が
、
宝
貝
の
供
給
を
通
じ
て
中
原
に
接
触
・
進
出
す
る

中
で
次
第
に
「
内
陸
種
族
」
化
し
消
滅
し
た
と
の
仮
説
を
提
起
し
、宝
貝
を
媒
介
に
、

日
本
人
と
中
国
人
と
の
間
の
「
マ
タ
イ
ト
コ
」
関
係
を
検
証
す
る
構
想
が
示
さ
れ
る

〔
同
―
（
三
）〕。
従
来
、
沖
縄
よ
り
南
に
つ
い
て
は
漠
然
と
し
た
展
望
し
か
語
ら
れ

な
か
っ
た
柳
田
の
日
本
人
南
方
起
源
説
お
い
て
、
中
国
東
南
部
沿
岸
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
島
嶼
部
に
か
け
て
の
「
一
社
会
一
世
界
」〔
一
覧
一
九
一
九
・
〇
一
〕
と
の
連
絡
の

具
体
的
な
道
筋
が
、
初
め
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
一
九
四
九
年
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
民
族
＝
文
化
の
源
流
と
日
本
国
家

の
形
成
」
で
江
上
波
夫
に
よ
り
本
格
的
構
想
が
発
表
さ
れ
た
、
騎
馬
民
族
征
服
説

〔
石
田
ほ
か
一
九
四
九
〕
は
、
柳
田
を
南
方
起
源
説
へ
と
向
か
わ
せ
る
直
接
の
引
き
金

と
な
っ
た
〔
佐
々
木
二
〇
〇
三
〕。
柳
田
は
、
江
上
の
発
表
に
き
わ
め
て
敏
感
に
反
応

し
、
二
か
月
後
、
折
口
信
夫
ら
と
の
対
談
「
日
本
人
の
神
と
霊
魂
の
観
念
そ
の
ほ

か
」
で
反
論
を
行
う
。
ま
ず
、「
日
本
民
族
」
が
「
人
種
の
混
淆
」
で
あ
る
と
い
う
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
後
景
に
退
け
て
い
た
前
提
を
再
確
認
し
つ
つ
、「
死
後
の

存
在
に
関
す
る
固
有
の
信
仰
」
は
、
そ
の
中
の
「
最
も
重
要
な
一
種
族
」
に
由
来

す
る
一
繋
が
り
の
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
〔
一
覧
一
九
四
九
・
一
二
―
（
一
）〕、

騎
馬
民
族
説
は
、
こ
う
し
た
日
本
人
の
信
仰
生
活
と
騎
馬
民
族
と
の
連
接
の
あ
り
方

を
説
明
で
き
な
い
と
批
判
す
る
〔
同
―
（
三
）〕。
柳
田
に
と
っ
て
、「
皇
室
を
含
め
た

統
治
民
族
」
の
支
配
の
源
泉
は
、「
英
主
」
や
「
武
力
」
と
い
う
特
殊
な
作
為
に
よ

ら
な
い
「
民
族
的
」
な
も
の
、
す
な
わ
ち
王
権
―
一
般
社
会
間
の
信
仰
生
活
等
の
共

有
に
よ
る
自
然
発
生
的
な
も
の
で
あ
り
、
支
配
者
が
「
取
っ
て
代
」
る
と
い
う
騎
馬

民
族
説
は
、当
初
か
ら
否
定
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た〔
同
―（
五
）〕。
さ
ら
に
柳
田
は
、

騎
馬
民
族
説
が
、
船
の
問
題
に
代
表
さ
れ
る
、
人
馬
の
大
規
模
な
渡
海
の
経
緯
を
十

分
検
証
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
〔
同
―
（
二
）〕、
海
を
介
し
た
人
間
の
交
通
を
重

視
す
る
観
点
か
ら
、
南
島
か
ら
日
本
へ
の
「
南
の
ほ
う
の
路
」
の
存
在
を
打
ち
出
す

の
で
あ
る
〔
同
―
（
四
）〕。

（
五
）
稲
作
史
研
究
会
と
考
古
学
と
の
直
接
的
交
渉（
一
九
五
二
〜
）

日
本
人
南
方
渡
来
説
の
確
立

　

一
九
五
二
年
、
柳
田
は
、
日
本
考
古
学
に
対
し
積
極
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
始
す
る
。

三
月
九
日
の
民
俗
学
研
究
所
「
談
話
会
」
で
行
わ
れ
た
、小
林
行
雄
（
一
九
五
一
）『
日

本
考
古
学
概
説
』
の
書
評
は
そ
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
考
古
学
か
ら

「
近
頃
」「
遠
ざ
か
っ
て
い
た
」と
述
懐
し
て
自
身
の
転
換
を
示
唆
し
、同
書
を「
精
読
」

し
て
「
考
古
学
が
非
常
に
進
歩
し
た
」
と
感
じ
た
と
の
積
極
的
な
評
価
が
な
さ
れ
る
。

し
か
し
、「
進
歩
」
の
内
容
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
、「
縄
文
式
土
器
の
文
化
」
と
「
弥

生
式
土
器
の
文
化
」
が
「
清
野
氏
ら
の
人
骨
研
究
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
一
つ
づ
き
の

日
本
人
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
来
は
じ
め
た
」
と
い
う
の
は
〔
一
覧
一
九
五
二
・
〇
五

―
（
一
）〕、
あ
く
ま
で
同
書
の
研
究
史
の
部
分
で
あ
る
〔
小
林
一
九
五
一
・
八
六
―

八
七
頁
〕。
む
し
ろ
同
書
の
意
図
は
、
縄
文
人
を
現
代
日
本
人
の
直
接
の
祖
先
と
位

置
づ
け
る
清
野
ら
の
形
質
人
類
学
に
対
抗
し
て
農
耕
・
金
属
器
を
伴
う
弥
生
文
化
の

異
質
性
を
説
き
、
そ
こ
に
大
陸
・
朝
鮮
半
島
か
ら
の
文
化
・
人
間
の
流
入
を
論
証
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
〔
小
林
一
九
五
一
・
一
五
七
頁
他
〕
の
で
、
柳
田
の
解
釈
は
誤
読
と

い
う
ほ
か
な
い
。
小
林
の
論
旨
が
明
瞭
で
あ
る
上
、
後
に
柳
田
は
稲
作
の
朝
鮮
半
島

か
ら
の
渡
来
を
考
古
学
の
通
説
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
で
、
誤
読
は
お
そ
ら
く
意

図
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
考
古
学
側
に
も
民
俗
学
側
の
成
果
の
参
照
を
勧
め
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る
が
、
そ
の
趣
旨
は
「
葬
制
の
沿
革
に
つ
い
て
」〔
一
覧
一
九
二
九
・
〇
六
〕
や
「
塚

と
森
の
話
」〔
一
覧
一
九
一
二
・
〇
一
ｂ
〕
の
反
覆
で
あ
る
〔
一
覧
一
九
五
二
・
〇
五
―

（
二
）〕。
考
古
学
と
の
積
極
的
連
絡
は
、当
初
か
ら
ひ
ず
み
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　

柳
田
と
考
古
学
と
の
直
接
交
流
の
場
と
な
っ
た
の
は
、
同
じ
く
一
九
五
二
年
に
開

始
さ
れ
た
、
日
本
に
お
け
る
稲
作
の
起
源
の
解
明
を
目
指
す
稲
作
史
研
究
会
の
座
談

会
で
あ
る
。
原
始
時
代
や
起
源
論
を
直
接
に
扱
う
こ
の
問
題
は
、
前
画
期
の
柳
田
の

方
針
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
代
に
残
存
す
る
上
代
を
、
比
較
に
よ
る
変
遷

過
程
の
検
証
か
ら
抽
出
す
る
柳
田
民
俗
学
の
有
効
性
を
、
登
呂
遺
跡
ブ
ー
ム
に
対
抗

し
て
示
す
に
は
、
や
は
り
原
始
時
代
の
稲
作
と
い
う
、
考
古
学
と
同
じ
土
俵
に
立
た

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
初
回
「
コ
モ
ン
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
と
し
て

の
稲
」
で
は
、「
新
た
に
い
ろ
い
ろ
の
高
天
原
を
考
え
出
そ
う
と
す
る
」
昨
今
の
傾

向
を
ひ
と
ま
ず
認
め
、「
い
ろ
い
ろ
の
仮
定
説
を
存
続
」
さ
せ
「
静
か
に
比
較
」
す

る
「
学
風
」
の
涵
養
の
必
要
を
説
く
〔
一
覧
一
九
五
二
・
〇
六
―
（
一
）〕。
ま
た
出
土

炭
化
米
や
土
器
の
イ
ネ
種
実
圧
痕
の
重
要
性
を
認
め
、
そ
の
結
果
に
よ
り
稲
作
南

方
起
源
以
外
の
「
二
種
二
口
の
移
入
」
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、「
考
え
な
お
」
す
用
意

が
あ
る
こ
と
す
ら
表
明
し
、
考
古
学
に
対
し
て
非
常
に
柔
軟
な
姿
勢
を
示
す
〔
同
―

（
二
）〕。

　

し
か
し
、
一
九
五
二
・
五
三
年
に
か
け
て
の
一
連
の
対
談
・
講
演
か
ら
は
、
考
古

学
と
の
歩
み
寄
り
が
、
専
門
的
議
論
の
レ
ベ
ル
で
は
や
は
り
容
易
で
は
な
い
こ
と
が

判
明
す
る
。
考
古
学
側
の
通
説
は
、
イ
ネ
の
種
実
圧
痕
が
縄
文
土
器
に
は
確
認
さ
れ

ず
、
弥
生
土
器
に
お
い
て
初
め
て
出
現
す
る
こ
と
等
を
根
拠
に
、「
弥
生
式
が
米
の

輸
入
の
始
ま
り
」と
す
る
も
の
で
あ
る〔
一
覧
一
九
五
二
・
〇
九
〕。
対
す
る
柳
田
に
は
、

稲
作
と
は
水
田
等
の
構
造
物
や
そ
れ
ら
を
造
成
・
操
作
す
る
知
識
・
技
術
等
「
非
常

に
た
く
さ
ん
の
経
験
」（
同
）「
複
雑
な
る
手
当
」〔
一
覧
一
九
五
三
・
〇
五
ａ
―
（
一
）〕、

さ
ら
に
は
信
仰
〔
一
覧
一
九
五
三
・
一
〇
〕
と
い
う
シ
ス
テ
ム
全
体
の
移
植
を
必
要
と

す
る
た
め
、
人
間
集
団
全
体
の
計
画
的
「
移
住
」
が
必
須
で
あ
る
と
の
前
提
が
あ
り

〔
一
覧
一
九
五
三
・
〇
五
ａ
―
（
二
）〕、
予
め
「
人
間
の
お
る
所
」
に
「
種
」
の
み
が
渡

来
し
「
作
っ
て
見
よ
う
」
と
の
気
運
を
生
じ
る
よ
う
な
「
輸
入
」
や
、
偶
発
的
な

「
漂
着
」
と
い
う
想
定
は
〔
同
―
（
一
）〕、
稲
作
の
本
質
を
見
誤
る
暴
論
と
し
て
「
ど

う
し
て
も
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
」
で
あ
っ
た
〔
一
覧
一
九
五
三
・
〇
五
ｂ
〕。

そ
れ
で
も
な
お
、
考
古
学
の
通
説
と
の
間
に
「
弥
生
式
時
代
の
石
器
時
代
は
日
本
人

で
は
な
い
」
か
「
縄
文
式
の
土
人
は
先
祖
と
ち
が
う
」〔
一
覧
一
九
五
二
・
〇
九
〕
と

い
う
縄
文
・
弥
生
間
の
人
間
集
団
の
入
れ
替
わ
り
を
想
定
す
る
余
地
は
あ
る
。
柳
田

が
、
小
林
行
雄
の
『
日
本
考
古
学
概
説
』
を
あ
え
て
誤
読
し
、
清
野
謙
次
に
よ
る

形
質
人
類
学
の
「
原
始
日
本
人
」
論
、
す
な
わ
ち
縄
文
人
か
ら
現
代
日
本
人
へ
の

人
種
的
連
続
を
支
持
し
た
の
は
、
こ
の
入
れ
替
り
を
否
定
し
、
弥
生
時
代
に
お
け
る

朝
鮮
半
島
か
ら
の
人
間
の
渡
来
の
可
能
性
を
完
全
に
払
拭
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
結
果
、
種
実
圧
痕
と
は
関
係
な
く
、
弥
生
以
前
に
「
す
で
に
ど
こ
か
日
本

の
隅
で
早
く
か
ら
稲
を
つ
く
っ
て
い
た
」
可
能
性
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
〔
一
覧

一
九
五
二
・
〇
九
〕。

　

こ
の
観
点
か
ら
、
稲
作
の
伝
来
に
関
し
、
柳
田
独
自
の
対
案
の
枠
組
み
を
明
確
に

提
示
し
た
の
が
一
九
五
三
年
「
海
上
生
活
の
話
」
で
あ
る
。
柳
田
が
注
目
し
た
の
は
、

現
代
の
日
本
列
島
の
稲
作
に
お
い
て
、「
農
民
の
知
能
の
程
度
」
乃
至
「
文
化
」
を

異
に
す
る
「
四
つ
の
灌
漑
方
法
」、
す
な
わ
ち
段
階
の
順
に
、
低
湿
地
帯
の
天
水
場
・

傾
斜
地
の
清
水
が
か
り
・
た
め
池
を
設
け
る
池
が
か
り
・
水
を
せ
き
止
め
た
水
路
を

設
け
る
堰
が
か
り
が
、「
入
交
っ
て
」
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
旧

併
存
の
要
因
に
関
し
て
、
柳
田
は
、
同
一
の
地
域
の
集
団
に
よ
っ
て
徐
々
に
灌
漑
技

術
が
発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
古
い
段
階
の
灌
漑
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
移

住
者
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
が
「
つ
け
加
え
ら
れ
」
て
行
く
と
い
う
モ
デ
ル
を
提
起

す
る
。
そ
の
根
拠
に
は
、「
海
の
中
に
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
島
の
あ
る
国
」
特
有
の
事

情
と
し
て
、
在
来
の
人
々
（「
も
と
の
人
」）
に
、「
思
い
切
っ
て
新
し
い
方
に
行
く

こ
と
の
出
来
な
」
い
保
守
性
が
あ
る
た
め
、新
し
い
方
法
は
「
次
に
計
画
す
る
も
の
」

が
「
移
住
」
に
よ
っ
て
別
の
地
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
〔
一
覧
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一
九
五
三
・
〇
五
ａ
―
（
二
）、（
三
）〕。
こ
れ
は
、
単
な
る
重
出
立
証
法
や
周
圏
論
で

は
な
く
、
保
守
的
な
島
内
残
留
志
向
と
、
新
天
地
を
求
め
る
島
外
脱
出
の
衝
動
と

の
ジ
レ
ン
マ
〔
一
覧
一
九
二
一
・
〇
二
―
（
二
）、
〇
三
ａ
―
（
三
）〕
に
基
づ
く
内
発
的

要
因
か
ら
、「
も
っ
と
好
い
島
」
を
求
め
て
間
歇
的
に
移
民
が
送
出
さ
れ
る
〔
一
覧

一
九
二
六
・
一
〇
―
（
四
）〕
と
い
う
、
南
島
特
有
の
移
住
モ
デ
ル
を
も
踏
ま
え
た
も

の
と
い
え
る
。
も
し
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
を
仮
定
し
た
場
合
、
故
地
で
は
既
に
清

水
が
か
り
以
上
の
段
階
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
移
住
後
、
天
水
場
段
階
に

退
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
が
説
明
で
き
な
い
〔
一
覧
一
九
五
三
・
〇
五
ａ
―
（
四
）〕。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
モ
デ
ル
が
適
合
す
る
こ
と
か
ら
も
、
日
本
に
お
け
る
稲
作

の
南
島
渡
来
の
蓋
然
性
が
高
め
ら
れ
る
。
最
後
に
、
計
画
的
移
住
が
生
じ
る
前
提
と

し
て
の
、
島
の
発
見
と
安
定
的
航
路
の
開
拓
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
中
国
内
陸
部
の

王
朝
で
「
黄
金
と
同
じ
」
貨
幣
価
値
を
持
つ
宝
貝
の
獲
得
を
目
指
す
、「
慾
に
目
の

眩
ん
だ
」
山
師
的
渡
航
者
に
よ
る
「
季
節
の
風
」
等
の
経
験
の
蓄
積
と
い
う
〔
同
―

（
五
）〕、「
コ
ヤ
ス
ガ
ヒ
の
こ
と
」〔
一
覧
一
九
四
九
・
〇
六
〕
で
提
起
さ
れ
た
要
因
が

想
起
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
議
論
が
九
学
会
連
合
大
会
で
発
表
さ
れ
た
際
の
衝
撃

は
大
き
く
、「
考
古
学
会
の
長
老
た
ち
は
驚
き
の
あ
ま
り
失
神
し
た
と
の
デ
マ
さ
え

と
ん
だ
」
と
い
わ
れ
る
〔
酒
井
一
九
七
四
・
四
二
頁
〕。
し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
の
最

大
の
特
徴
は
、
住
谷
一
彦
が
看
破
し
た
よ
う
に
、
移
住
と
い
う
現
象
を
、
そ
の
「
動

機
」
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
〔
住
谷
一
九
七
七
・
一
四
五
頁
〕。
そ
し
て
、

稲
作
伝
来
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
運
動
の
発
端
に
あ
っ
た
「
動
機
」
は
、
大
陸
の
帝

国
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
存
在
を
前
提
と
し
た
、
極
め
て
非
農
業
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。

議
論
の
閉
塞
、
山
と
先
住
民
の
復
活

　

そ
の
後
柳
田
は
、
清
野
謙
次
の
説
に
対
し
て
も
、
大
陸
・
南
洋
そ
の
他
様
々

な
地
域
か
ら
の
混
血
説
〔
寺
田
一
九
七
五
〕
的
側
面
が
、
結
局
「
中
途
で
米
を
と

り
よ
せ
た
」
と
い
う
結
論
に
陥
る
こ
と
を
危
惧
し
、
距
離
を
と
り
始
め
る
〔
一
覧

一
九
五
三
・
一
〇
〕。
ま
た
、
い
か
に
琉
球
列
島
と
日
本
列
島
の
関
連
性
を
強
調
し
て

も
、
イ
ネ
種
実
圧
痕
が
弥
生
土
器
以
降
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と
い
う
歴
然
た
る
事
実

に
対
し
、
対
案
を
出
さ
ね
ば
、
考
古
学
側
を
論
破
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
五
五
年
「
米
と
日
本
人
―
東
西
の
農
業
と
穀
母
の
思
想
―
」
で
は
、「
縄
文
式

の
時
」
に
は
、
必
ず
し
も
そ
ば
に
稲
が
あ
る
空
間
で
土
器
を
作
っ
た
と
は
限
ら
な
い

と
し
て
、「
縄
文
式
の
に
（
圧
痕
が
）
な
い
か
ら
（
稲
作
も
）
無
か
っ
た
と
い
う
論

拠
に
」
は
な
ら
な
い
と
す
る
〔
一
覧
一
九
五
五
・
一
一
―
（
二
）〕
一
方
、
粘
土
が
乏
し

く
土
器
造
り
が
困
難
な
、
沖
縄
等
の
「
南
の
方
」
の
島
々
に
お
け
る
、
大
型
の
貝
類

を
器
に
用
い
た
民
俗
例
を
、
食
器
を
指
す
「
カ
ヒ
」・「
ケ
イ
」
と
い
う
古
語
を
も
と

に
敷
衍
し
て
、
土
器
以
外
の
食
器
の
広
汎
な
存
在
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
稲
作
の

起
源
は
、「
土
器
の
存
在
、
土
器
の
形
の
変
化
な
ど
に
は
関
係
な
し
に
調
べ
」
る
べ

き
と
の
〔
同
―
（
三
）〕、
強
弁
と
も
い
え
る
論
法
で
、
稲
作
起
源
論
か
ら
土
器
研
究

全
般
を
排
除
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、様
々
な
素
材
に
よ
る
円
形
器
物
を
、

名
称
に
反
映
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
通
じ
て
連
絡
づ
け
た
、
一
九
三
〇
年
代
の
論
法
の

一
変
形
と
い
え
る
。
一
九
五
七
年
「
稲
の
文
化
史　

序
」
に
お
い
て
も
同
様
の
主
旨

が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
無
土
器
時
代
」
の
語
が
、「
有
史
以
前
」
に
対

す
る
「
有
史
以
外
」
と
同
様
、「
土
器
以
前
」
で
は
な
く
「
土
器
以
外
」
の
時
代
と

誤
解
さ
れ
て
引
用
さ
れ
る
〔
一
覧
一
九
五
七
・
〇
六
〕。
柳
田
の
考
古
学
的
事
象
に
対

す
る
理
解
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
特
に
正
確
さ
を
欠
い
て
く
る
。

　

一
九
五
八
年
『
故
郷
七
十
年
』
で
は
、「
日
本
民
族
が
唯
一
つ
で
あ
る
と
す
る
説

は
有
害
な
障
害
」
と
し
て
、
複
数
の
仮
定
説
の
併
存
を
歓
迎
す
る
『
稲
の
日
本
史
』

の
初
心
〔
一
覧
一
九
五
二
・
〇
六
―
（
一
）〕
を
再
確
認
し
、
宗
谷
―
津
軽
海
峡
か
ら
の

北
方
経
由
の
人
間
の
流
入
を
も
認
め
る
。
た
だ
し
、
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
土
偶
に
つ

い
て
、「
裸
の
人
形
」
だ
か
ら
「
南
方
」
系
、「
肥
っ
」
て
い
る
か
ら
「
北
方
」
系
と

す
る
な
ど
、
朝
鮮
半
島
の
影
響
に
対
す
る
の
慎
重
な
態
度
と
の
間
に
、
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
が
露
呈
す
る
〔
一
覧
一
九
五
八
・
〇
〇
〕。
な
お
「
古
代
は
海
と
山
と
が
も
っ

と
接
近
し
て
お
り
、
山
か
ら
流
下
堆
積
し
た
土
砂
に
よ
り
平
野
が
形
成
さ
れ
た
」
と
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い
う
海
進
・
海
退
の
大
雑
把
な
把
握
、
お
よ
び
『
魏
志
倭
人
伝
』
の
「
山
島
ニ
ヨ
ッ

テ
居
ヲ
ナ
ス
」
の
記
述
と
い
う
、
従
来
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
視
角
か
ら
、
古
代
の

日
本
民
族
が
「
山
の
生
活
民
」
で
あ
っ
た
と
の
、
一
九
二
〇
年
代
の
山
人
研
究
の
退

潮
後
、
明
確
に
主
張
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
論
点
が
復
活
す
る
点
も
重
要
で
あ
る

〔
一
覧
一
九
五
八
・
〇
二
〕。

　

一
九
五
九
年
「
島
の
話
」
で
は
、
和
島
誠
一
と
の
対
話
の
な
か
で
、
沖
縄
に
お
け

る
「
縄
文
式
土
器
」
の
出
土
を
、「
ち
ょ
っ
と
説
明
が
で
き
な
い
」
と
驚
く
が
、
こ

れ
は
、
沖
縄
に
粘
土
が
な
く
土
器
製
作
が
困
難
で
あ
る
と
の
想
定
が
崩
れ
た
こ
と
を

指
す
の
で
あ
ろ
う
〔
一
覧
一
九
五
九
・
一
一
―
（
一
）〕。
続
い
て
「
日
本
人
が
米
を
作

り
な
が
ら
ず
っ
と
北
に
進
ん
で
行
く
」
の
に
対
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
側
も
「
津
軽
海
峡

を
渡
っ
て
」「
入
っ
て
き
」
て
お
り
、「
山
に
ア
イ
ヌ
が
跳
梁
し
よ
う
と
、
海
岸
に
は

日
本
民
族
が
お
る
」
と
い
う
併
存
状
態
が
長
期
間
存
続
し
た
と
す
る
〔
同
―
（
二
）〕、

一
九
二
六
年
の
「
眼
前
の
異
人
種
問
題
」〔
一
覧
一
九
二
六
・
〇
八
ｂ
〕
以
前
に
回
帰

し
た
か
の
よ
う
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
山
や
北
方
に
関
す
る
前
段
階
の
研
究
へ
の
回
帰
は
、
考
古
学
と
の

議
論
の
余
地
を
断
ち
切
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
閉
塞
状
況
に
陥
り
、
考
古
学
の
新
成
果

に
翻
弄
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
自
説
に
、
新
た
な
突
破
口
を
模
索
し
た
こ
と
を
暗
示
す

る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
展
望
を
示
さ
ぬ
ま
ま
、
柳
田
は
一
九
六
二
年

に
没
す
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
柳
田
の
著
作
や
対
談
等
に
現
れ
た
、
考
古
学
と
の
関
わ
り
を
示
す
箇
所
を
、

大
き
く
五
画
期
に
分
け
て
通
観
し
た
。
そ
の
概
略
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
る
。

　
画
期
（
一
）（
一
八
九
五
〜
）：
日
本
に
お
け
る
過
去
の
人
間
生
活
へ
の
該
博
な
探
求

心
を
も
ち
、
考
古
学
・
人
類
学
に
も
直
接
的
に
関
わ
り
葛
藤
し
な
が
ら
、
自
身
の
関

心
の
核
を
模
索
す
る
中
で
、
地
域
に
お
け
る
村
落
と
境
界
を
め
ぐ
る
問
題
へ
と
焦
点

が
定
ま
る
時
期
で
あ
る
。

　

柳
田
は
学
生
時
代
以
来
、
文
学
・
農
政
学
等
多
様
な
方
面
か
ら
、
過
去
の
日
本
人

や
先
住
民
に
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
特
に
一
九
〇
〇
年
代
後
半
、
各
地
へ
の
旅
行
を

通
じ
て
、
遺
跡
や
考
古
遺
物
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
頻
繁
に
持
つ
。
柳
田
國
男
旧
蔵

考
古
資
料
の
う
ち
、
入
手
年
代
の
分
か
る
も
の
の
殆
ど
は
、
こ
の
時
期
に
集
中
す
る
。

　

や
が
て
研
究
の
焦
点
は
、
先
住
民
「
山
人
」
と
日
本
人
と
の
接
触
や
、
境
界
の
標

識
・
祭
祀
場
と
し
て
の
石
造
物
・
塚
な
ど
、
村
落
と
外
部
と
の
境
界
に
関
す
る
議
論

へ
と
収
斂
す
る
。
ま
た
山
人
論
は
、
先
住
民
「
山
人
」
と
対
立
し
つ
つ
不
断
の
接
触

を
も
っ
た
過
去
の
日
本
人
自
身
の
中
に
も
、
山
地
居
住
者
「
山
民
」
と
し
て
の
側
面

を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

塚
を
中
心
と
す
る
、
村
落
の
境
界
標
識
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
南
方
熊
楠
に
よ
る
史

跡
保
存
の
考
え
方
を
受
け
、
村
落
の
境
界
に
視
点
を
置
き
、
村
落
生
活
の
変
遷
を
輪

郭
づ
け
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
郷
土
史
を
描
く
こ
と
で
郷
土
と
住
民
の
紐
帯
を
強
化
す

る
と
い
う
大
目
標
へ
と
結
集
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
過
去
か
ら
現
代
に
至
る
境
界

の
変
遷
過
程
を
、
信
仰
・
伝
承
等
の
精
神
世
界
、
精
神
と
物
質
文
化
を
繋
ぐ
名
称
・

言
語
等
も
含
め
て
重
層
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
自
覚
が
な
さ
れ
、
塚
の
う

ち
、
古
墳
の
物
質
的
側
面
の
み
に
関
心
対
象
を
限
る
考
古
学
・
人
類
学
と
の
ず
れ
が

意
識
さ
れ
、
あ
ら
た
な
学
問
分
野
の
構
築
が
模
索
さ
れ
る
。

　

そ
の
実
践
の
場
が
機
関
誌
『
郷
土
研
究
』
で
あ
り
、
執
筆
・
編
集
を
通
じ
、
山
人

や
塚
に
関
す
る
議
論
を
深
め
る
と
と
も
に
、
考
古
学
に
関
わ
る
学
界
や
地
域
の
様
々

な
情
報
を
収
集
・
紹
介
す
る
中
で
、
批
判
の
論
点
を
ま
と
め
て
行
く
。
特
に
、
遺
物

に
無
意
識
の
選
別
を
行
い
、
現
地
か
ら
も
学
術
か
ら
も
切
り
離
す
骨
董
趣
味
や
、
地

域
の
史
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
、
点
的
に
中
央
の
事
件
史
・
英
雄
史
に
短
絡
さ
せ
、
国

家
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
地
域
振
興
の
利
権
を
介
在
さ
せ
る
史
跡
の
活
用
方
針
な
ど

が
、
明
確
な
批
判
対
象
と
し
て
浮
上
す
る
。
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画
期
（
二
）（
一
九
一
七
〜
）：
欧
米
が
牽
引
す
る
人
類
学
の
交
際
的
動
向
を
参
照
し
、

日
本
に
お
い
て
こ
れ
に
匹
敵
す
る
人
類
学
の
構
築
を
企
図
す
る
中
で
、
考
古
学
・
人

類
学
全
般
へ
の
批
判
が
、
総
合
化
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。

　

ま
ず
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク=

エ
リ
ス
に
よ
る
悉
皆
的
・
統
計
的
発
掘
の
提
唱
か
ら
、
趣

味
的
遺
物
蒐
集
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
偶
発
性
が
批
判
さ
れ
、
実
際
の
衣
食
住
や
遺

跡
形
成
過
程
を
重
視
す
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
農
村
で
は
文
献
史
料
に
よ
ら

な
い
歴
史
が
現
代
ま
で
存
続
す
る
と
の
認
識
か
ら
、「
有
史
以
前
」
の
語
の
無
効
性

を
指
摘
し
、
対
案
と
し
て
「
有
史
以
外
」
を
提
唱
し
て
、
文
字
に
依
ら
な
い
歴
史
を

目
指
す
自
身
の
学
問
の
方
向
性
を
「
我
々
の
考
古
学
」
と
表
現
す
る
。

　

同
時
に
、
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
も
関
心
が
向
け
ら
れ
、
多
様
な
集
団
の

活
発
な
海
上
交
通
に
よ
り
、
人
種
・
民
族
・
語
族
と
い
う
範
疇
が
自
明
で
は
な
く
、

国
境
も
無
効
化
す
る
世
界
の
存
在
を
知
る
と
と
も
に
、
考
古
学
の
成
果
も
踏
ま
え
た

欧
米
人
類
学
の
最
新
の
動
向
を
把
握
し
、
日
本
の
学
問
の
国
際
進
出
の
必
要
性
を
自

覚
す
る
。
沖
縄
旅
行
で
は
島
嶼
の
生
活
を
実
地
に
見
聞
し
、
現
代
日
本
人
の
南
島
か

ら
の
渡
来
を
確
信
す
る
と
同
時
に
、
島
の
生
活
の
不
幸
の
根
源
に
あ
る
、
島
外
へ
の

脱
出
・
島
内
へ
の
残
留
と
い
う
二
つ
の
衝
動
の
葛
藤
を
も
と
に
、
島
国
特
有
の
国
家

形
成
過
程
や
移
住
形
態
の
モ
デ
ル
を
構
想
す
る
。

　

国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
と
し
て
の
渡
欧
は
、
欧
米
の
人
類
学
に
、
大
学
や
博
物

館
な
ど
実
地
の
学
術
機
構
を
通
じ
て
直
接
触
れ
、
そ
の
体
系
の
詳
細
や
国
単
位
の
微

妙
な
偏
差
ま
で
把
握
す
る
機
会
と
な
る
。
特
に
人
類
学
と
考
古
学
・
昔
話
研
究
等
と

の
連
携
に
感
銘
を
受
け
、
自
身
も
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
信
仰
を
文
字
に
依
ら
ず
に

考
察
す
べ
く
、
紋
章
や
聖
母
子
像
の
考
古
学
的
方
法
に
よ
る
研
究
を
試
み
る
。

　

帰
国
後
の
柳
田
は
、
欧
米
に
匹
敵
す
る
総
合
的
学
問
分
野
と
し
て
の
人
類
学
を
日

本
に
も
創
設
す
べ
く
、
特
に
「
社
会
学
的
」
分
野
を
「
広
義
の
人
類
学
」
と
し
て
そ

の
確
立
を
図
る
。
他
方
自
然
科
学
方
面
の
体
質
人
類
学
と
も
、
科
学
的
方
法
論
を
共

有
し
た
上
で
の
、
二
面
協
力
の
必
要
を
認
め
、
出
土
人
骨
中
心
の
日
本
の
体
質
人
類

学
の
自
閉
的
独
走
を
警
戒
す
る
。
日
本
考
古
学
に
対
し
て
も
、
そ
の
対
象
を
中
近
世

や
有
機
遺
物
へ
と
拡
げ
る
こ
と
で
、「
無
形
遺
物
」
を
扱
う
自
身
の
専
門
と
協
力
し
、

地
域
史
に
お
け
る
中
近
世
の
空
白
を
埋
め
る
必
要
を
主
張
し
、「
有
史
以
前
」
や
、

土
器
・
石
器
の
偏
重
が
批
判
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
国
際
規
模
で
の
比
較
研
究
に
よ

る
伝
播
や
変
遷
の
解
明
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
あ
く
ま
で
自
ら
の
属
す
る
国
土
・
集

団
の
感
覚
に
即
し
たN

ational

な
研
究
を
志
向
し
、
国
際
学
会
で
の
日
本
の
地
位

獲
得
の
戦
略
と
し
て
島
嶼
研
究
を
重
視
し
、
島
に
お
け
る
国
家
形
成
や
移
住
の
研
究

を
深
め
る
。

　

こ
う
し
た
方
向
性
は
、
社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
て
、
柳
田
の
社
会
的
関
心
が
、

国
際
的
な
人
種
・
民
族
差
別
か
ら
、
国
内
的
な
社
会
不
安
へ
と
転
換
し
た
こ
と
と
も

連
動
し
、
日
本
に
お
け
る
先
住
民
と
い
う
論
点
を
大
き
く
退
潮
さ
せ
、
日
本
人
内
部

で
の
多
様
な
集
団
間
の
重
な
り
に
関
わ
る
問
題
へ
と
、
関
心
の
移
動
を
生
じ
る
。

　
画
期
（
三
）（
一
九
二
九
〜
）：「
一
国
民
俗
学
」
創
設
へ
と
力
を
注
ぐ
中
で
、
考
古
学

と
の
棲
み
分
け
が
確
定
し
、
考
古
学
の
飛
躍
的
進
展
と
学
問
分
野
と
し
て
の
独
立
を

認
め
る
一
方
、
対
立
点
も
一
層
明
確
に
な
る
時
期
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
社
会
人
類
学
」
の
範
疇
に
お
い
て
、「
有
形
」
の
資
料
を
扱
う
考
古
学
と
「
無

形
」
の
資
料
を
扱
う
分
野
、
さ
ら
に
後
者
の
う
ち
表
面
的
観
察
・
聴
取
り
に
よ
る
エ

テ
ィ
ッ
ク
な
民
族
誌
と
、
感
覚
の
共
有
を
伴
う
エ
ミ
ッ
ク
な
「
自
国
民
俗
学
」
と
の

細
分
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
国
際
的
「
民
族
誌
」
と
「
自
国
民
俗
学
」
の
両
立
の

困
難
か
ら
、
各
国
の
「
一
国
民
俗
学
」
を
総
合
し
て
「
世
界
民
俗
学
」
を
構
築
す
る

戦
略
が
示
さ
れ
、
偶
然
発
見
さ
れ
た
過
去
の
物
質
文
化
の
「
足
し
算
」
に
よ
る
考
古

学
と
の
対
比
に
お
い
て
、
現
代
社
会
に
潜
在
す
る
「
上
代
文
化
」
を
、
中
近
世
の
要

素
と
の
関
係
を
考
慮
し
た
「
引
き
算
」
に
よ
り
抽
出
す
る
一
国
民
俗
学
の
方
法
が
示

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
文
化
複
合
の
概
念
が
踏
ま
え
ら
れ
、
過
去
の
諸
段
階
に
お
け
る

文
化
要
素
の
重
層
的
連
続
、
そ
の
位
相
の
地
理
的
な
中
心
―
周
縁
関
係
か
ら
、
重
出

立
証
法
・
周
圏
論
が
提
唱
さ
れ
る
。

　

考
古
学
の
発
展
自
体
に
は
、
好
意
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
一
方
、
そ
れ
が
、
変
遷
過
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程
を
無
視
し
た
「
有
史
以
前
」・「
起
源
論
」
重
視
を
一
層
助
長
す
る
こ
と
を
危
惧
し
、

土
器
石
器
を
「
有
史
以
前
」
と
い
う
国
家
規
模
の
巨
視
的
歴
史
像
に
付
会
す
る
図
式

が
、
従
来
の
史
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
英
雄
史
へ
の
短
絡
と
同
質
で
あ
り
、
結
局
地
域

史
の
中
近
世
の
空
白
を
埋
め
て
現
代
の
郷
土
生
活
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
批
判
す
る
。
同
時
に
、
膨
大
な
資
料
に
追
わ
れ
る
考
古
学
の
経
営
構
造
自
体
に
、

手
を
出
し
得
な
い
と
の
諦
念
を
も
抱
く
。

　

一
九
四
〇
年
代
、
戦
時
下
の
海
外
膨
張
策
と
連
動
し
、
朝
鮮
半
島
や
大
東
亜
共
栄

圏
も
議
論
の
射
程
に
入
れ
る
も
の
の
、
周
辺
諸
民
族
と
の
歴
史
・
文
化
的
連
続
の
イ

メ
ー
ジ
を
安
易
に
一
般
社
会
に
惹
起
す
る
も
の
と
し
て
人
類
学
・
考
古
学
を
批
判
し
、

「
固
有
文
化
」
に
対
す
る
文
化
伝
播
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
諸
条
件
を
勘
案
し
て
慎

重
に
吟
味
す
べ
き
と
の
、
一
国
民
俗
学
の
立
場
を
鮮
明
に
す
る
。
他
方
、
国
策
に
よ

る
海
外
移
民
に
は
、
そ
の
情
緒
的
安
定
の
た
め
、
森
・
神
木
の
祭
祀
の
拡
散
の
必
要

を
認
め
る
。
柳
田
は
海
外
膨
張
を
歴
史
的
連
続
性
に
お
い
て
正
当
化
す
る
安
直
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
拒
絶
し
つ
つ
、
戦
争
を
個
人
の
力
の
及
ば
な
い
歴
史
の
う
ね
り
と
捉

え
、
そ
れ
と
対
峙
せ
ざ
る
を
え
な
い
者
の
、
内
面
的
安
定
を
優
先
し
た
と
い
え
る
。

そ
の
流
れ
は
終
戦
直
後
、
戦
死
者
の
霊
魂
の
扱
い
と
遺
族
の
内
面
的
救
済
の
手
掛
り

を
、
死
者
へ
の
供
献
や
墓
制
に
探
る
、
宗
教
的
議
論
に
帰
結
す
る
。

　
画
期（
四
）（
一
九
四
六
〜
）：
戦
後
の
混
乱
を
説
明
し
、近
未
来
の
展
望
を
拓
く
た
め
、

近
現
代
を
重
視
し
た
歴
史
教
育
に
力
を
入
れ
る
中
で
、
登
呂
遺
跡
ブ
ー
ム
に
強
く
反

発
す
る
時
期
で
あ
る
。

　

敗
戦
直
後
の
混
乱
に
伴
う
様
々
な
疑
問
に
対
し
、
歴
史
的
な
説
明
を
求
め
る
社
会

的
風
潮
に
力
を
得
た
柳
田
は
、
敗
戦
の
原
因
が
、
近
現
代
史
の
研
究
・
教
育
の
怠
慢

に
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
近
世
以
降
に
重
点
を
置
き
、
近
未
来
へ
の
展
望
を
示
す
た

め
の
歴
史
教
育
を
実
践
す
べ
く
、
社
会
科
教
育
の
設
立
に
力
を
注
ぐ
。
そ
の
中
で
、

身
近
な
生
活
に
関
わ
る
、
考
古
遺
物
を
含
め
た
物
質
文
化
も
、
そ
こ
潜
む
智
恵
や
失

敗
の
歴
史
に
気
づ
か
せ
、
現
状
へ
の
分
析
眼
を
持
っ
た
選
挙
民
を
創
出
す
る
た
め
の

基
礎
訓
練
の
教
材
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。考
古
遺
物
の
範
囲
を
中
近
世
へ
も
拡
張
し
、

精
神
文
化
と
共
に
把
握
さ
せ
る
必
要
も
、
あ
ら
た
め
て
説
か
れ
る
。

　

折
し
も
現
れ
た
登
呂
遺
跡
を
め
ぐ
る
社
会
旋
風
は
、
柳
田
に
と
っ
て
は
、
局
地
的
・

断
片
的
事
象
を
全
国
規
模
の
歴
史
へ
と
短
絡
し
、
遺
跡
・
遺
物
に
よ
る
原
始
時
代
の

鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
変
化
の
過
程
か
ら
関
心
を
そ
ら
す
と
い
う
、

戦
前
以
来
の
「
有
史
以
前
」・「
起
源
論
」
偏
重
の
延
長
に
過
ぎ
ず
、
柳
田
の
方
針
を

妨
害
す
る
も
の
と
し
て
敵
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
児
童
を
も
動
員
す
る
全
国
的
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ン
に
、
学
校
の
授
業
や
教
科
書
も
順
応
し
て
い
く
中
、
次
第
に
自
身
の
挫

折
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　

画
期
（
五
）（
一
九
五
二
〜
）：
比
較
・
変
遷
過
程
・
精
神
文
化
に
主
軸
を
置
く
柳
田

民
俗
学
の
挽
回
を
賭
け
、
稲
作
を
核
と
し
た
人
間
集
団
が
、
南
方
か
ら
「
海
上
の

道
」
を
介
し
て
日
本
列
島
へ
と
渡
来
し
た
と
の
仮
説
を
打
ち
出
し
、
弥
生
時
代
の
朝

鮮
半
島
か
ら
の
稲
作
伝
来
と
い
う
考
古
学
側
の
通
説
に
直
接
対
決
を
試
み
た
時
期
で

あ
る
。

　

柳
田
は
、
稲
作
の
導
入
に
は
、
栽
培
シ
ス
テ
ム
や
信
仰
を
含
む
体
系
全
体
の
移

植
、
即
ち
移
住
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
種
子
や
技
術
の
み
の
輸
入

を
否
定
し
、
さ
ら
に
清
野
謙
次
に
よ
る
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
人
の
形

質
的
連
続
性
を
根
拠
に
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
人
間
の
流
入
を
も

否
定
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
列
島
に
、
異
な
る
文
化
的
段
階
に
属
す
る
灌
漑
方
法
が

モ
ザ
イ
ク
状
に
併
存
す
る
事
実
に
対
し
、
安
易
に
革
新
を
行
え
な
い
保
守
的
な
既
住

者
と
、
新
た
な
計
画
を
携
え
新
天
地
を
求
め
て
間
歇
的
に
渡
海
す
る
移
住
者
の
重
層

と
い
う
、
南
島
特
有
の
移
住
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を
見
出
し
、
そ
の
初
期
段
階
に
、
大

陸
の
帝
国
で
貨
幣
価
値
を
持
つ
宝
貝
の
獲
得
と
い
う
、
非
農
業
的
動
機
を
も
っ
た
渡

海
者
に
よ
る
、
航
路
の
開
拓
を
想
定
す
る
。

　

し
か
し
、
縄
文
土
器
に
お
け
る
イ
ネ
種
実
圧
痕
の
不
在
を
、
弥
生
土
器
と
の
製
作

環
境
の
差
異
に
帰
す
と
と
も
に
、
粘
土
に
乏
し
い
南
島
に
お
け
る
土
器
の
不
在
を
想
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定
し
、
稲
作
伝
来
の
問
題
か
ら
土
器
研
究
を
完
全
に
排
除
し
た
こ
と
に
よ
り
、
考
古

学
と
の
交
渉
の
余
地
は
事
実
上
遮
断
さ
れ
る
。
そ
の
閉
塞
状
況
の
打
開
の
為
、
北
方

か
ら
流
入
す
る
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
長
期
併
存
を
想
定
し
、
日
本
人
の
山
地
居
住
者
と

し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
な
ど
、
画
期
（
二
）
以
前
に
回
帰
し
た
論
点
も
出
さ
れ
る

が
、
明
確
な
像
を
結
ぶ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
柳
田
は
生
涯
に
わ
た
り
、
考
古
学
的
事
象
を
念
頭
に
置
き
、

自
身
の
学
問
分
野
と
引
き
比
べ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
は
柳
田
の
学
問
の

最
終
的
射
程
が
、考
古
学
と
同
じ
く「
上
代
」な
ど
と
表
現
さ
れ
る
遠
い
過
去
に
あ
り
、

文
献
史
料
に
依
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、
資
料
の
一
部
を
考
古
学
と
共
有
し
た
こ
と

に
も
起
因
し
よ
う
。
む
し
ろ
、
対
象
と
す
る
範
囲
や
資
料
を
一
定
程
度
共
有
す
る
が

ゆ
え
に
こ
そ
、
目
的
や
方
法
論
の
ず
れ
が
強
く
意
識
さ
れ
、
そ
の
違
和
感
の
克
服
と

対
案
の
提
示
に
よ
っ
て
、
柳
田
の
学
問
は
発
達
し
た
と
見
る
事
も
出
来
る
。
か
か
る

ず
れ
の
意
識
は
、
そ
の
最
初
期
の
段
階
で
、
石
器
を
収
集
し
、
遺
跡
を
訪
ね
、
発
掘

を
試
み
、
学
会
や
在
野
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
触
す
る
な
ど
、
考
古
学
と
い
う

学
問
の
領
域
に
、
直
接
か
つ
深
く
関
与
す
る
こ
と
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
考
古
学
は
、
柳
田
の
思
想
的
変
遷
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
照
射
す
る
、
格
好
の

対
立
軸
た
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
照
射
の
全
体
を
通
し
て
、
柳
田
の
一
連
の
論
考
が
、
山
人
と
地
霊
・

原
初
の
森
林
・
島
生
活
の
葛
藤
な
ど
、
検
証
不
能
な
文
学
的
と
も
い
う
べ
き
原
風
景

を
出
発
点
に
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
時
々
に
社
会
全
般
が
直
面
す
る
問
題
に
鋭
敏
に

反
応
し
て
論
点
を
伸
縮
さ
せ
る
高
度
な
政
治
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
ら
の
表
現
し
た
世
界
の
中
で
は
一
貫
し
た
論
理
性
を
保
ち
得
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
文
学
・
政
治
・
科
学
が
一
体
と
な
っ
た
、
こ
の
一
見
と

ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
巨
大
な
表
現
世
界
に
は
、
し
か
し
、
確
か
な
核
が
有
る
。
そ
れ

は
、
稲
作
農
耕
民
で
も
漂
泊
民
で
も
山
人
で
も
な
く
、
常
に
外
的
・
内
的
な
言
い
知

れ
ぬ
脅
威
に
晒
さ
れ
、
安
定
し
た
生
活
の
世
代
を
超
え
た
維
持
を
望
み
つ
つ
、
新
た

な
世
界
を
求
め
て
外
へ
出
よ
う
と
し
、
あ
る
い
は
出
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
葛

藤
し
転
変
し
て
行
く
人
間
集
団
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
。
柳
田
の
表
現
世
界
に
考

古
学
的
事
象
と
結
び
つ
い
て
現
れ
る
物
質
的
要
素
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
境
界
標
識
と

し
て
原
初
の
森
を
再
現
し
た
塚
、
異
世
界
と
の
往
来
を
通
じ
て
異
世
界
に
染
ま
っ
て

行
く
船
、
家
の
伸
縮
に
合
わ
せ
て
離
合
集
散
す
る
家
屋
・
竈
・
鍋
、
霊
魂
へ
の
供
献

を
表
象
す
る
器
、
投
機
的
衝
動
を
惹
起
す
る
宝
貝
な
ど
は
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

鮮
烈
な
情
景
を
与
え
る
。
そ
の
情
景
に
は
一
種
の
迫
力
が
あ
り
、
時
代
は
変
わ
っ
て

も
根
本
的
に
は
同
様
の
葛
藤
を
孕
ん
だ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
を
生
き
ざ
る
を
得
な
い

我
々
の
胸
に
迫
る
。
個
々
の
部
分
的
な
結
論
が
、
今
日
の
考
古
学
か
ら
見
て
、
必
ず

し
も
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
迫
力
ま

で
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
、
決
し
て
出
来
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

本
論
の
作
成
に
際
し
て
は
、
設
楽
博
己
先
生
、
工
藤
雄
一
郎
先
生
よ
り
、
多
大
な

る
御
懇
切
な
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
ま
た
大
貫
静
夫
先
生
、
佐
藤
宏
之
先
生
か
ら
も
日

頃
よ
り
数
々
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
山
田
康
弘
先
生
、
車
崎
正
彦
先
生
、
福
田
正
宏

先
生
、
佐
藤
健
二
先
生
か
ら
も
、
柳
田
國
男
や
同
時
代
の
考
古
学
に
関
す
る
様
々
な

こ
と
を
ご
教
授
頂
い
た
。
加
藤
秀
雄
氏
に
は
、
柳
田
國
男
に
関
わ
る
諸
文
献
の
基
礎

的
な
知
識
を
は
じ
め
、
沢
山
の
懇
切
な
る
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
大
澤
正
吾
氏
に

は
、
一
覧
表
の
作
成
の
段
階
か
ら
、
数
々
の
ご
指
導
と
激
励
を
い
た
だ
い
た
。
石
井

龍
太
氏
、
久
保
田
慎
二
氏
、
守
屋
亮
氏
、
久
我
谷
渓
太
氏
に
も
様
々
の
ご
教
示
・
ご

助
力
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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Changes of Recognition about Archaeology in Kunio Yanagita

We researched in changes of concept to archaeology in Kunio Yanagita（柳田國男）according to the 

parts related to archaeology in his writings, and divided them into five stages.

Stage(1)(1895~): He was widely interested in the history of Japanese society and directly participated 

in archaeology and anthropology. He focused on the history of villages and their boundary. He opposed 

to the overemphasis of pottery, stone tools and ancient tomb, and gradually parted from archaeology. He 

expanded his own studies in the “Regional Research（郷土研究）”magazine.

Stage(2)(1917~): Through study about South Sea Islands and visit to Western countries, he knew 

the international trend of anthropology, and tried to establish anthropology of international standards 

in Japan. He criticized study of unearthed human bones running alone in academic society and the 

boom of talking about “prehistoric” in general public in Japan, to seek the alliance between humanities 

and natural science inside of Japanese anthropology, and cooperation with archaeology for the study 

about “outside of (literature) history”.

Stage(3)(1929~): Interrupting the organization of anthropology, he concentrated on the 

establishment of “national folklore”. He recognized the development of archaeology, and by comparing 

with archaeology, he established the methodology to extract the transition process of national culture 

from the comparison of modern cultural complex. During wartime, he advocated the cooperation 

of folklore in each Japanese colonies, but objected to imagining historical continuity between ethnic 

groups because of the phenomenon like distribution of archaeological remains. He tried to reveal a 

unique culture of each ethnic groups based on their own inner life.

Stage(4)(1946~): To clarify the cause of the defeat, and to create a people comprising criticism 

ability, he dedicated to build the history education emphasized afterwards of early modern period. 

Against to the boom of Toro（登呂）site excavation, which reduce interests in regional histories since 

the middle ages, he drew up a curriculum to cultivate the foundation of social analytical skills from the 

transition of the familiar material culture, but ended in failure.

Stage(5)(1952~): Betting the recovery of his study, he constructed a comprehensive model of 

immigration motive based on the social environment of islands and the money economy of continent 

nation, and hypothesized that the ancestor of Japanese was the rice population who came to Japan 
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by sea via Ryukyu islands, against to the commonly accepted theory on Japanese archaeology that 

rice was handed down from Korean peninsula in Yayoi period. But he could not produce enough 

counterevidence to archaeology.

Now we can understand that Kunio Yanagita sought direction of his study in reference to 

archaeology throughout his life. 

Key words: earthen mound, Yama-bito (Japanese indigenous people in mountain), outside of 

(literature) history, anthropology, Toro site excavation


